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Deutsch
Dieses Handbuch ist möglicherweise in Ihrer Landessprache
verfügbar. Bitte wenden Sie sich an Ihren Händler oder besuchen Sie:
www.operatorsguides.brp.com

English This guide may be available in your language. Check with your dealer or
go to: www.operatorsguides.brp.com

Español Es posible que este manual esté disponible en su idioma. Consulte a su
distribuidor o visite: www.operatorsguides.brp.com

Français Ce guide peut être disponible dans votre langue. Vérifier avec votre
concessionnaire ou aller à: www.operatorsguides.brp.com

.

www.operatorsguides.brp.com

Nederlands Deze handleiding kan beschikbaar zijn in uw taal. Vraag het aan uw dealer
of ga naar: www.operatorsguides.brp.com

Norsk Denne boken kan finnes tilgjengelig på ditt eget språk. Kontakt din
forhandler eller gå til: www.operatorsguides.brp.com

Português Este manual pode estar disponível em seu idioma. Fale com sua
concessionária ou visite o site: www.operatorsguides.brp.com

Suomi Käyttöohjekirja voi olla saatavissa omalla kielelläsi. Tarkista jälleenmyyjältä
tai käy osoitteessa: www.operatorsguides.brp.com

Svenska
Denna bok kan finnas tillgänglig på ditt språk. Kontakta din återförsäljare
eller gå till: www.operatorsguides.brp.com

www.operatorsguides.brp.com

Italiano Questa guida potrebbe essere disponibile nella propria lingua. Contattare
il concessionario o consultare:

Русский
Воспользуйтесь руководством на вашем языке. Узнайте
о его наличии у дилера или на странице по адресу
www.operatorsguides.brp.com

www.operatorsguides.brp.com

619 901 023_JA



2

形式 パッケージ エンジン

59 Ranger Alpine 900ACE

69 Ranger Alpine 900 ACE Turbo

オペレーターズガイド
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新型のBRPスノーモービルをお買い上げいただきありがとうござい
ます。購入いただいた製品のサポートは、どのモデルについても、
Bombardier Recreational Products Inc.（BRP）の保証サービス、お
客様が必要とされる部品、サービスおよびアクセサリーを取り揃え
ているBRPスノーモービルディーラーの認定ディーラーネットワー
クが行っています。

ディーラーはお客様の満足を提供いたします。また、ディーラー
は、初期調整やスノーモービルの点検、ならびに本製品の使用前に
お客様の体重や走行環境に合わせたに最終調整を行うためのトレー
ニングを受けています。

納入時に、お客様には保証範囲をお知らせし、新しい車両がご満足
いただけるものであることを保証するために納入前チェックリスト(-
Predelivery Check List)にお客様からご署名を頂いております。
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乗乗車車前前にに確確認認すすべべききこことと
お客様、同乗者、またはその場に居合わせた人が負傷または死亡す
る危険の回避方法を学ぶため、スノーモービルを操作する前に以下
のセクションをお読みください。
– 安全に関する情報
– 車両についての情報

スノーモービルに貼付されているすべての警告ラベルをよく読んで
理解し、下記URLにある安全講習ビデオをよくご覧ください。

wwwwww.. bbrrppllyynnxx.. ccoomm//ggbb//eenn//oowwnneerr--zzoonnee//ssaaffeettyy//ssaaffeettyy--iinnffoorrmmaattiioonn..
hhttmmll ––.

または、以下のQRコードを使用してください。
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安安全全メメッッセセーージジ
このオペレーターズガイドでは、特定の情報を強調するために次の
ような警告記号と文章を使用しています。

安全警告記号 は、人が負傷する恐れがあることを示しています。

警警告告
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、重重傷傷事事故故やや死死亡亡事事故故をを招招くく潜潜在在的的なな
恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合、、中中度度ままたたはは軽軽度度のの負負傷傷をを招招くく恐恐れれがが
ああるるここととをを示示ししまますす。。

注注意意
指指示示にに従従わわななかかっったた場場合合はは、、車車両両のの構構成成部部品品ややそそのの他他にに重重大大なな
損損傷傷をを招招くく恐恐れれががああるるここととをを示示ししまますす。。
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ここののオオペペレレーータターーズズガガイイドドににつついいてて
本オペレーターズガイドは、このスノーモービルとそのさまざまな
操作、メンテナンス、そして安全な走行のための注意事項につい
て、所有者、オペレーター、または同乗者の方によく知っていただ
くために作成されています。

本ガイドでは、オペレーター、同乗者および車両の構成に関する用
語は、以下の意味で使用されます。
– オオペペレレーータターー：コントローラー類を操作して、スノーモービルを
操縦する人を指します。

– 同同乗乗者者：オペレーターの後ろに着座する人を指します。
– 11--UUPP：オペレーター1人用に設計されたモデルを指します。
– 22--UUPP：11人人の同乗者を乗せるように設計されているモデルを指し
ます。

このオペレーターズガイドは、車両内に保管し、運転、他の乗員の
指導、メンテナンスおよびトラブルシューティングのために参照し
てください。

また本ガイドは各種言語に翻訳されております。内容に不一致が生
じた場合は、英語版の内容が正しいものと見なされます。

オペレーターズガイドの閲覧やコピーを希望する場合は、次のウェ
ブサイトにアクセスしてください。

wwwwww..ooppeerraattoorrssgguuiiddeess..bbrrpp..ccoomm

本書に記載されている情報は、発行時点で正しいものです。 ただ
し、BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改善を施す義務を
負うことなく、製品を継続的に改善する方針を維持します。その後
の変更により、製造された製品と本ガイドにおける説明および／ま
たは仕様との間に差異が生じる場合もあります。 BRPは何らの義務
を負うことなく、製品の仕様、設計、機能、型式、装置などをいつ
でも変更し、あるいは製造を終了する権利を留保します。

車両を売却するときは、このオペレーターズガイドを必ず車両内に
入れておいてください。
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環環境境へへのの配配慮慮
当社が支持するガイドラインは、あなたのスノーモービル走行の楽
しみを制限するためのものではなく、スノーモービル走行において
だけ経験できるすばらしい自由を保護するためのものです！これら
のガイドラインは、スノーモービル使用者の健康と喜びを維持し、
自分が知っていて享受しているお気に入りのウインタースポーツ
を、他の人たちに紹介することができるようにします。それゆえ、
次回、さわやかで空気が澄んでいて晴れた冬の日にトレールを走行
するとき、自分がこのスポーツの未来への道を開いていることを思
い出してください。私たちを正しい道に導いてください！ BRPの全
社員は、あなたがご自分の任務を果たしていることに感謝していま
す。

スノーモービル走行より楽しいものはありません。荒野を横断する
スノーモービルトレールはわくわくする健康なウインタースポーツ
です。ところが、レクリエーションパークを使用する人の数が増え
るにつれて、環境に害を与える可能性も増大しました。土地、施設
および資源の乱用は、不可避に私有地と公有地両方の制限と閉鎖に
つながります。

実際には、スノーモービルスポーツに対する最大の脅威は、私たち
を取り囲むすべてなのです。このため、私たちは1つの論理的な選択
をせざるを得ないのです。スノーモービルで走行する場合、私たち
は常に責任を持って走行しなければなりません。

大多数の人は法律を守り、環境を大切にします。私たちのそれぞれ
は、老若を問わず、スノーモービルの初心者たちのための1つの実例
となる必要があるのです。

私たちのレクリエーションエリアに控えめに立ち入ることがすべて
の人の最高の利益になります。 と言うのも、長期的に見れば、ス
ノーモービリングを保護するために、環境を保全しなければならな
いからです。

BRPは、この問題の重要性と、保全地域で自分たちの役割を全う
し、スノーモービル走行の享受を可能にするというスノーモービル
使用者のニーズを認識した上で、スノーモービル使用者たちのため
の「控えめな雪原走行こそ賢いそり遊び」キャンペーンを行ってい
るのです。

「控えめな雪原走行」は、私たちのトラックの行跡以上のことを意
味します。この言葉は、率先し、行動を起こす関心、尊重および意
志を述べたものです。それは、一般的に環境に、さらにはそれに対
する適切なケアとメンテナンス、野生生物、ならびにアウトドアを
楽しむすべてのマニアおよび一般大衆に適用されます。この主題に
関して、当社は、環境を大切にすることは、スノーモービル製造業
の未来にとってだけでなく、未来の世代にとって重大であること
を、すべてのスノーモービル愛好者に覚えておいていただきたいと
思っています。

「控えめな雪原走行」とは、スノーモービリングの喜びに対するあ
なたの欲求を抑えるべきだと言っているのではまったくありませ
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ん！それは単に敬意を持って自然に踏み入ることを意味しているの
です！

「控えめな雪原走行」の根本的な目標は、スノーモービルで走行す
る場所と仕方に敬意を払うという目標なのです。以下の原則を遵守
すれば、あなたは控えめな雪原走行をする人です。

知知識識ががああるるこことと。地図、規制、および林野庁や他の公有地所轄官庁
が提供するその他の情報を入手してください。規則を学び、規則に
従いましょう。このことは制限速度にも当てはまります！

幼幼木木、、低低木木、、草草のの上上をを走走行行すするるののはは避避けけ、木を切らないでくださ
い。平地や、トレールライディングの人気の高い土地では、許可さ
れているところだけを走行することが重要です。環境を保護するこ
とと、自分の身の安全を図ることはリンクしているのです。

野野生生動動物物を大切にしましょう。子供を育てている動物や、食料にあ
りつけていない動物には特に注意しましょう。ストレスは蓄えられ
ている少ないエネルギーを弱めてしまいます。動物だけが歩き回る
ことになっている地域でスノーモービル走行をしないでください！

ゲゲーートトのの閉閉鎖鎖とと制制限限標標識識をを順順守守し、軽率な立ち入りで場を荒らさな
いように気をつけましょう。

自自然然保保護護区区域域にに立立ちち入入ららなないいででくくだだささいい。。そのような区域はすべ
ての車両が進入禁止です。境界がどこにあるか知っておいてくださ
い。

私私有有地地をを横横切切るる場場合合はは許許可可をを得得ててくくだだささいい。土地所有者の権利や
他の人々のプライバシーを尊重してください。スノーモービル技術
は騒音を大幅に低下させましたが、静寂が「日常の当然のことであ
る」場所では、エンジンの回転を上げないでください。

スノーモービル使用者は、スノーモービリングの歴史を通して、
人々が安全かつ責任を持ってスノーモービル走行できる地域にアク
セスするために重ねた努力を極めてよく知っています。この努力は
今日も、かつて以上に継続されています。

私たちがスノーモービル走行する地域を大切にすることは、それが
どの地域であっても、その地域での将来の楽しみを確保する唯一の
方法です。これこそが、当社があなたが「控えめな雪原走行」こそ
賢いそり遊びであることに同意すると思う主な理由です。さらにま
だあります。

冬とそのすべての自然界の雄大な驚異を見る機会を享受すること
は、スノーモービル使用者が大事にする体験です。控えめな雪原走
行はこの機会を保存し、私たちが他の人たちに冬の美しさとスノー
モービル走行の比類のないスリルを体験させるのを可能にします！
控えめな雪原走行は、スノーモービリングの成長に役立ちます！

最後に、控えめな雪原走行は、賢いスノーモービル使用者の印で
す。あなたがスノーモービルに乗れることを示すために、処女林に

環境への配慮
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大きな行跡を残したり、傾斜走行する必要はありません。高い性能
を持つBRPのスノーモービルで走行しているかどうか、他のメー
カーやモデルかどうかに関わらず、自分が何をしているのかを理解
してください。雪の飛ばし方を知っていることを示し、軽いタッチ
で行跡を残しましょう！

環境への配慮
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18 安全情報

運運転転すするる前前にに

警警告告
ここののガガイイドドおおよよびび製製品品にに貼貼付付さされれてていいるるララベベルルにに記記載載のの安安全全にに
関関すするる注注意意事事項項やや指指示示をを無無視視すするるとと、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故ににつつなながが
るる恐恐れれががあありりまますす。。

運運転転がが許許可可さされれるる年年齢齢とと能能力力
オペレーターには資格が必要です。オペレーターは、運転免許証を
所有する18才以上の人でなければなりません。居住する地域によっ
ては、さらに多くの規制がある場合があります。最低年齢に関する
法律や免許に関する要件は、法域によって異なります。使用を考え
ている法域におけるスノーモービルの合法的な運転に関する情報
は、地域の機関にお問い合わせください。 BRPでは、お客様が安全
なコースを走行するよう強く推奨しています。スノーモービルを安
全に運転するには、基本的なトレーニングが必要です。

視覚に障害のある方、反応時間の長い方、判断力の低下している
方、コントロール類の操作のできない方によるスノーモービルの運
転は推奨されません。スノーモービルの安全運転は、視界、速度、
天候、環境、交通量、車両の状態およびオペレーターの状態など、
数多くの条件に関係します。当社のスノーモービルの性能は、今ま
で運転した他のスノーモービルよりもはるかに勝っている場合があ
ります。このため、初心者や経験の浅いオペレーターによる使用は
推奨していません。

どの同乗者も、正しく着座したときに、両足を同時に各フットボー
ドにしっかりと着けることができなければなりません。

薬薬物物ややアアルルココーールル
薬物やアルコールを摂取した場合は、絶対に乗らないでください。
スノーモービルに乗る場合、オペレーターおよび乗員は、飲酒して
おらず、注意力があり、周囲に気を配っていることが必要です。薬
物の服用や飲酒をしている場合、反応時間が増加し、判断力が低下
し、視覚が阻害され、安全にスノーモービルを運転する能力が妨げ
られます。

雪雪崩崩安安全全トトレレーーニニンンググココーースス
当社は、すべてのマウンテンライダーが地元での雪崩安全トレーニ
ングコースを受講して、積雪状態をよく知るようにし、自分のス
ノーモービルを正しく使用する方法を学ぶことを推奨します。下記
は重要な情報を提供するウェブサイトです。
– – 米国：www.avalanche.org
– – ヨーロッパ：www.avalanches.org
– – カナダ：www.avalanche.ca
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保保護護具具
どのライダーも、適切なスノーモービルウェアを着用してくださ
い。ウェアは心地よく、大きさに余裕がなければなりません。必ず
天気予報を確認してから出かけてください。予想される最も寒い天
候に適した衣服を着用してください。肌の上に防寒用下着を着用す
ると、断熱性が高くなります。

安全性と快適さを確保するため、認定されたヘルメットを必ず着用
してください。 上記の下着とヘルメットを着用すれば暖かさが増
し、けがを減らします。ニット帽、目出し帽、フェイスマスクを必
ず携帯または着用してください。ヘルメットに取り付けることがで
きるゴーグルやフェイスシールドは不可欠です。

手には十分な断熱効果のあるスノーモービルグローブまたはミット
を着用して保護し、親指と他の指がコントローラー類を操作できる
ようにしておいてください。

着脱可能なフェルトライナーが付いたナイロン製または皮革製のゴ
ム底ブーツが、スノーモービル走行には最適です。

スノーモービルで走行する場合は、可能な限り衣服を湿らせないよ
うにしてください。 屋内に入ったとき、スノーモービルスーツと
ブーツを脱ぎ、それらが適度に乾燥していることを確認します。

可動部分に引っかかる恐れのある長いスカーフやだぶついた衣服を
着用しないでください。

カラーレンズ付きのゴーグルを携帯してください。

必必要要なな装装備備
スノーモービルの所有者として、あなたには必要なすべての安全装
備をスノーモービルに備える責任があります。要件に関する現地の
規制を確認してください。

救急箱 付属の車載工具

携帯電話 ナイフ

スペアスパークプラグ 懐中電灯

粘着テープ（ダクトテープ） トレールマップ

予備ドライブベルト 軽食

プローブ* シャベル*

運転する前に
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雪崩ビーコン -

*雪崩のリスクがある地域で走行する場合

運転する前に
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ススノノーーモモーービビルルにに慣慣れれるる
この車両は、過去に運転経験のある他の車両の性能を超えている可
能性があります。新しい車両に慣れるまで十分に時間をかけてくだ
さい。

経験の浅いライダーは危険を見逃し、車両特有の挙動や地面の状態
に驚くことがあります。低速で走行してください。過度の速度や無
謀な走行は、死亡事故を起こす恐れがあります。

初めて運転する場合や同乗者を乗せる場合は、事前にこのオペレー
ターズガイドをよく読んで理解し、スノーモービルのコントロール
類や操作に十分慣れておくようにしてください。そのような機会が
持てなかった場合は、交通のない場所を選んで1人乗りで練習し、コ
ントロール類の感覚や応答に慣れてください。

オペレーターの経験に関わらず、スノーモービルの操作特性をオペ
レーターに伝えることは非常に重要です。スキースタンス、スキー
タイプ、サスペンションタイプ、トラック幅、全幅およびタイプな
ど、スノーモービルの構成は、モデルごとに異なっています。 ス
ノーモービルの操作性は、上記の特性から大きな影響を受けます。

トトララッックク推推進進装装置置
このスノーモービルは、トラック推進装置を装備しています。 ト
ラックは、雪で覆われた路面をとらえ、路面にかかった力とは逆の
方向にスノーモービルを押します。トラックから離れていてくださ
い。 回転しているトラックに接触すると、負傷する恐れがありま
す。

警警告告
回回転転ししてていいるるトトララッッククのの後後方方やや近近くくにに絶絶対対にに立立たたなないいででくくだだささ
いい。。飛飛ばばさされれたた異異物物にによよっってて重重傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。

トラックのグリップは、路面状態によって変わります。圧雪や氷の
上では、グリップが低下する場合があります。速度を下げ、旋回す
るための空間を広く取りましょう。スキーのグリップとトラックの
グリップとのバランスの取り方については、このガイドのトラック
強化製品のサブセクションを参照してください。スノーモービルの
フロントとリアのトラクション強化製品が正しく組み合わせられて
いないために、フロントとリアのバランスが取れていない場合、ス
ノーモービルはオーバーステアやアンダーステアになりがちで、制
御を失う恐れがあります。

スステテアアリリンンググ
ハンドルバーを通じてスキーを使用して、スノーモービルを操舵し
ます。操舵能力は、路面に対するスキーのグリップによって異なり
ます。操舵制御能力は、圧雪、氷、道路上で低下することがありま
す。速度を下げ、曲がるための十分な空間を取りましょう。スキー
のグリップとトラックのグリップとのバランスの取り方について
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は、このガイドのトラック強化製品のサブセクションを参照してく
ださい。スノーモービルのフロントとリアのトラクション強化製品
が正しく組み合わせられていないために、フロントとリアのバラン
スが取れていない場合、スノーモービルはオーバーステアやアン
ダーステアになりがちで、制御を失う恐れがあります。

同乗者を乗せたり荷物を運搬したりすると、操舵制御性が低下しま
す。速度を下げ、曲がるための十分な空間を取りましょう。

テテザザーーココーードド
エンジン始動前に必ずテザーコードアイレットを衣類に取り付け
て、オペレーターが転落したときにエンジンが停止するようにして
ください。

航行後、子供や他の人がエンジンを始動させてしまうことのないよ
うに、また、密閉空間（ガレージを除く）で始動しないように、必
ずエンジンカットオフスイッチからテザーコードを外してくださ
い。

ブブレレーーキキ
特定の状況下では、制動性能が突然変化する場合があります。走行
時に同乗者がいたり、後部に荷物を積んでいるときは、スノーモー
ビルの制動距離が長くなる場合があることを忘れないでください。
ブレーキを強く掛けないでください。トラックがロックします。制
御を失う恐れがある不測の出来事を避けるために、制動中は必ず自
制して、トラックをブロックしないようにしてください。

トラックにスタッドを使用していると、圧雪や氷の上での制動能力
が上がりますが、軟雪では顕著な効果はありません。トラックへの
スタッドの取り付けについては、トラクション強化製品のサブセク
ションを参照してください。

パパーーキキンンググブブレレーーキキ
エンジン始動前に、必ずパーキングブレーキをかけてください。
パーキングブレーキは、スノーモービルを駐車する場合、必ず使用
してください。

スノーモービルを動作させるときは、パーキングブレーキが完全に
解除されていることを確認します。車両で走行するとき、レバーを
引き続けると、ブレーキパッドが引っ張られることになり、その結
果ブレーキシステムが損傷し、制動能力の喪失や火災が発生する恐
れがあります。

ププロロググララムム式式DD..EE..SS..SS.. キキーー
プログラム式D.E.S.S. スノーモービルの速度やエンジンのトルクを
制限するように、キーをプログラムすることができます。これによ

スノーモービルに慣れる
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り、初めて運転する人や経験浅いオペレーターが、不安を感じたり
コントロールを失ったりせずにスノーモービルの運転方法を学べる
ようになります。

このアクセサリーがお客様のモデルに装備可能かどうかについて
は、BRP認定ディーラーにお問い合わせください。

荷荷物物のの運運搬搬
荷物の運搬は、車両のハンドリング性能、安定性、および制動距離
に影響します。そのため、正しい積載および重量配分が重要です。

荷物を運搬するときは、以下の推奨事項を遵守することが重要で
す。
– 絶対に最大積載量を超えないでください。該当のスノーモービル
の積載量については、車両の安全情報または技術仕様のサブセク
ションを参照してください。

– 荷物の荷重に合わせて必ずサスペンションを調整してください。
詳細については、走行に関する調整のサブセクションを参照して
ください。

– BRP LinQ認定アクセサリーで適切に固定されている場合を除
き、絶対に荷物を運搬しないでください。BRPが認定していない
アクセサリーは、この用途に適していないと考えられる場合もあ
ります。

– 荷物を運搬しているときは、必ず速度を下げ、徐々に曲がり、制
動距離を長めに取ってください。

警警告告
貨貨物物ののけけんん引引やや運運搬搬のの際際ににここれれららのの推推奨奨事事項項にに従従わわなないいとと、、操操
作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

貨貨物物ののけけんん引引
貨物のけん引は、車両のハンドリング性能、安定性、および制動距
離に影響します。 そのため、正しい積載および重量配分が重要で
す。

貨物をけん引するときは、以下の推奨事項を遵守することが重要で
す。
– カーゴキャリアまたはアクセサリーをけん引する場合は、必ず剛
体のけん引バーを使用してください。

– 絶対にロープを使用して貨物をけん引しないでください。ロープ
を使用すると、貨物とスノーモービルが衝突する恐れがありま
す。急に減速時や下り坂では、転倒する恐れもあります。

– 絶対に貨物をバンパーに直接取り付けてけん引しないでくださ
い。貨物けん用のヒッチだけを使用してください。カーゴキャ
リアのヒッチが車両上のヒッチに適合していることを確認しま

スノーモービルに慣れる
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す。セキュリティーチェーンやケーブルを使用して、カーゴキャ
リアを車両に固定します。チェーンやケーブルに過剰なゆるみが
ないようにしてください。破断したり反発したりすることがあり
ます。

– 絶対に車両の最大牽引荷重を超えないようにしてください。該当
のスノーモービルの牽引荷重については、車両の安全情報または
技術仕様のサブセクションを参照してください。

– 絶対にタング荷重を超えないようにしてください（該当の場
合）。

– 貨物がカーゴキャリアに安全に固定され、荷重が均等に分散され
た状態であることを必ず確認してください。タングにある程度の
荷重がかかっていることを確認してください（該当の場合）。

– 必ずタングにかかっている荷重に従ってサスペンションを調整し
てください（該当の場合）。詳細については、走行に関する調整
のサブセクションを参照してください。

– 速度を下げて、徐々に曲がってください。斜面や粗い地形を避け
てください。カーゴキャリアを装備した車両の運転は、特に傾斜
のあるスロープにおいて転倒するリスクが非常に高くなります。
険しい傾斜は避けてください。

– 特に、傾斜面上や同乗者がいるときは、制動距離を長めに取って
ください。スリップや横滑りが発生しないよう注意してくださ
い。

– 貨物を積載したカーゴキャリアを切り離すときは注意してくださ
い。貨物が自分自身や他の人の上に倒れる場合があります。

警警告告
貨貨物物ののけけんん引引やや運運搬搬のの際際ににここれれららのの推推奨奨事事項項にに従従わわなないいとと、、操操
作作不不能能ににななっったたりり車車両両がが転転覆覆すするる可可能能性性ががあありりまますす。。

ギヤボックスを装備した車両でカーゴキャリアをけん引するとき
は、シフトレバーを必ずL（ローレンジ）にしてください。

けん引されるアクセサリーは両側と後部に反射体を取り付けます。

ブレーキランプの要件については、国の輸送規制を確認してくださ
い。

別別ののススノノーーモモーービビルルののけけんん引引
スノーモービルが走行不能になってけん引しなければならない緊急
の場合にのみ、ロープを使用できます。
– ドライブベルトを取り外します。詳細は、メンテナンス手順を参
照してください。

– スキーレッグ（スピンドル）にロープを取り付けます（ススキキーーでで
ははあありりまませせんん）。スキーレッグに手が届かない場合は、ロープを
バンパーに取り付けます。

スノーモービルに慣れる
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– 必要に応じて、他の人にけん引されるスノーモービルに座っても
らい、ハンドルをきりブレーキを掛けることができるようにしま
す。

– 十分に注意しながら、低速でけん引します。

注注意意
けけんん引引さされれるるススノノーーモモーービビルルののベベルルトトととドドラライイブブシシスステテムムにに損損
傷傷をを与与ええなないいよよううにに、、そそののドドラライイブブベベルルトトはは必必ずず取取りり外外ししまま
すす。。

このようにすることが違法になる地域もあります。州や地元の所轄
官庁に確認してみてください。

アアククセセササリリーーとと改改造造
BRPが認定したアクセサリーの改造や追加は、車両のハンドリング
性能に影響する場合があります。改造が行われた後は安全のため、
車両に慣れる時間をとって、運転挙動に適応する方法を理解するこ
とが重要です。

BRPによって車両専用に認定されていない装置の取り付けや、許可
されていない改造は行わないでください。これらの改造や装置は
BRPによってテストされておらず、危険が生じる場合があります。
たとえば、
– 操作不能になったり衝突したりするリスクが高まります
– オーバーヒートや短絡が生じ、火災ややけどのリスクが高まりま
す。

– 車両の保護機能に影響します。
– 車両輸送中のトレーラーの挙動に影響します。
– 輸送中に路上で物品が紛失するリスクがあります。

また、その車両の走行が違法になることもあります。

所有する車両に適したアクセサリーについては、最寄りのBRP認定
ディーラーにお問い合わせください。

トトララククシショョンン強強化化製製品品

注注記記：：
このセクションは、下記のいずれかを装備したすべてのスノーモー
ビルに適用されます。
– BRPによって承認され工場で取り付けられた、専用スタッドの取
り付けが可能なトラック

– 工場であらかじめスタッドが取り付けられたトラック
または、これらのトラックのいずれかを取り付けることができるス
ノーモービル

スノーモービルに慣れる
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トラクション強化製品やご使用のスノーモービルへの適合性につい
ての詳細は、BRP認定スノーモービルディーラーに必ずお問い合わ
せください。

スノーモービルのアジャスタブルまたはアグレッシブスキーカーバ
イドランナーやトラックスタッドなどのトラクション強化製品は、
スノーモービルの挙動、特に操作性、加速、および制動性を変えま
す。

トラクション強化製品を使用すると、圧雪や氷へのグリップが良く
なりますが、深雪では顕著な効果がありません。このため、トラク
ション強化製品を装備したスノーモービルを運転するには、一定の
適応期間が必要です。スノーモービルがトラクション強化製品を搭
載している場合、必ず、長時間かけて、旋回、加速および制動する
ときのスノーモービルの挙動に慣れてください。

トラックスタッドを使用すると、スノーモービルの特定のコンポー
ネントへの負荷と応力が増大し、振動レベルが上昇する恐れがあり
ます。 これにより、ベルト、ブレーキライニング、ベアリング、
チェーン、チェーンスプロケットなどの部品の早期摩耗が生じ、ト
ラックの寿命が短くなる恐れがあります。

また、トラックスタッドは、適切なトンネルプロテクターを装備し
てしないと、スノーモービルに深刻な損傷を与えることがありま
す。

スノーモービルのトラクション強化製品の使用に関する現地の規制
を確認してください。

承認されていないトラックにスタッド取り付けたり、承認されてい
ないスタッドを取り付けたりすると、トラックが裂けたり、ばらば
らになったりする危険が高まります。

トラックスタッドやトンネルプロテクターの取り付けには、技術的
知識が必要です。 安全で適切な取付を確保するために、BRPはス
タッドをディーラーで取り付けてもらうことを推奨します。

メンテナンスや交換については、メンテナンス手順のトラックを参
照してください。

操操作作性性
よりアグレッシブなスキーカーバイドランナーやスタッドなど、ト
ラクション強化製品を使用すると、スノーモービルは、フロントと
リアの両方で地面のグリップが向上します。このため、スノーモー
ビルのフロントとリアのバランスが取れるように、カーバイドラン
ナーを使用して、スキーのグリップを向上させることが必要です。
出来合いのカーバイドスキーランナーでも悪くはありませんが、そ
れらは最適な制御機能を発揮しません。その理由は、最適な制御機
能はオペレーターの個人的な好み、ライディングスタイル、および
サスペンションの調整の仕方によって異なるからです。

スノーモービルに慣れる
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警警告告
ススノノーーモモーービビルルののフフロロンントトととリリアアののトトララククシショョンン強強化化製製品品がが正正
ししくく組組みみ合合わわせせらられれてていいなないいたためめにに、、フフロロンントトととリリアアののババラランン
ススがが取取れれてていいなないい場場合合、、ススノノーーモモーービビルルははオオーーババーースステテアアややアア
ンンダダーースステテアアににななりりががちちでで、、制制御御をを失失うう恐恐れれががあありりまますす。。

オオーーババーースステテアア
ある条件下で、リアトラックにスタッドを付けないで、よりアグ
レッシブなスキーカーバイドスキーランナーを使用すると、スノー
モービルはオーバーステアになる恐れがあります。イラストをご覧
ください。

オオーーババーースステテアア

アアンンダダーースステテアア
ある条件下で、トラックにスタッドを使用して、スキーによりアグ
レッシブなカーバイドスキーランナーを装着していない場合、ス
ノーモービルはアンダーステアになる恐れがあります。イラストを
ご覧ください。

スノーモービルに慣れる
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アアンンダダーースステテアア

制制御御さされれたた走走行行
カーバイドスキーランナーとトラック用のスタッドをバランスよく
組み合わせると、十分な制御とよりより操作性が確保されます。イ
ラストをご覧ください。

制制御御さされれたた走走行行

スノーモービルに慣れる
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加加速速
トラックにスタッドを使用すると、圧雪や氷の上でのスノーモービ
ルの加速がよくなりますが、軟雪では顕著な効果がありません。ス
タッドを使用すると、ある条件下では、トラクションの急激な変動
が生じることがあります。

スロットルは必ず穏やかに操作してください。絶対に、トラックを
スピンさせてスノーモービルの後部を滑らせないでください。この
ような行為をすると、異物や氷が激しく後方に飛ばされ、近くにい
る人を負傷させ、後続するスノーモービルを損傷させる恐れがあり
ます。

ブブレレーーキキ
加速時と同様、トラックにスタッドを使用していると、圧雪や氷の
上での制動能力が上がりますが、軟雪では顕著な効果はありませ
ん。このように、制動は、ある条件下では突然変化します。制御を
失う恐れがある不測の出来事を避けるために、制動中は必ず自制し
て、トラックをブロックしないようにしてください。

スノーモービルに慣れる
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安安全全走走行行

ラライイダダーーのの姿姿勢勢 ((前前進進走走行行))
オペレーターのライディング姿勢とバランスは、スノーモービルを
自分の望む方向に行かせるための2つの基本原則です。丘の側面を回
る場合、オペレーターと同乗者は望む方向に旋回するように、体重
をそちらに移動させる構えができている必要があります。オペレー
ターと同乗者は、車両の外に足を出して車両の進行方向を変えよう
としないでください。経験を積めば、どのくらいの速度でどの程度
傾ければどの程度の旋回をするか、また適切なバランスを維持する
ために斜面に向かって体をどの程度傾ければいいのかが分かるよう
になります

一般的に言って、最良のバランスとコントロールを得るためのライ
ディング姿勢は、着座していることです。ただし、腰を浮かせる、
膝を付く、または立ち上がることも特定の状況下では必要です。

警警告告
ごご自自分分のの能能力力をを超超ええるる運運転転ををししなないいででくくだだささいい。。

着着座座
スノーモービルで、よく知っているなだらかな土地を走行している
とき、ランニングボードに足を置き、シートに座って背中をわずか
に反らせるのが理想的な姿勢です。膝と腰はフレキシブルにしてお
いて、衝撃を吸収します。
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中中腰腰のの姿姿勢勢
体をシートから離し、脚で体を支える中腰の姿勢は、一種のスク
ワットの姿勢です。荒れた地面を走行するとき、脚が衝撃を吸収し
ます。急停止しないでください。

膝膝付付ききのの姿姿勢勢
この姿勢では、一方の脚をランニングボードにしっかり付き、他方
の脚の膝をシートに載せます。急停止しないでください。

安全走行
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立立ちち姿姿勢勢
両足をランニングボードに置きます。膝を柔らかくして、隆起した
雪面からの衝撃を吸収します。こうすると、辺りがよく見え、状況
の変化につれて体重を移動させることができる効果的な姿勢です。
急停止しないでください。

安全走行
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ラライイダダーーのの姿姿勢勢 ((後後退退走走行行))
後退時：
– スノーモービルの背後に障害物がなく、人がいないことを確認し
てから、後退してください。

– BRPは、後退時にスノーモービルに座るよう推奨しています。
– 立ち上がらないでください。後退しているときに、オペレーター
の体重が前方に移動してスロットルレバーにかかると、不意に加
速する恐れがあります。スノーモービルが後退しているときに予
期せず加速すると、制御を失う恐れがあります。

高速で後退しながら旋回すると、安全と制御の喪失につながる恐れ
があります。

乗乗員員のの乗乗船船
この車両は、1人のオペレーターと座席数分の同乗者用に設計されて
います。SSCC規格に準拠しており、シートにはストラップまたはグ
リップが装備されています。同乗者が座ることができるのは、指定
された同乗者シートだけです。

警警告告
–– BBRRPPがが承承認認ししてていいななシシーートトににはは同同乗乗者者をを絶絶対対にに乗乗せせなないいででくく
だだささいい。。

–– ハハンンドドルルババーーととオオペペレレーータターーのの間間にに誰誰もも座座ららせせなないいででくくだだささ
いい。。

安全走行
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同乗者であっても、その人の体はスノーモービル走行に適している
必要があります。

乗車中、同乗者は足をフットレストにしっかり下ろし、グリップま
たはシートストラップを掴むことができなければなりません。上記
の身体基準は、同乗者の身体の安定を確保し、放り出される危険を
低減するために重要です。 落水は重傷や死亡事故の原因になりま
す。

オペレーターには同乗者の安全を確保する責任があります。同乗者
にスノーモービル走行に関する情報を提供してください。

車両走行前に、重量に合わせてサスペンションを調整してくださ
い。詳細については、走行に関する調整のサブセクションを参照し
てください。

同乗者の方に、乗車中に気持ちが悪くなったり安全でないと感じた
ら、すぐに教えてもらうように伝えてください。

起伏のある所を走行するとき、乗員は、体を若干浮かせ、足を使っ
て衝撃を吸収することができます。

予測できない起伏があると、同乗者が放り出されてしまう恐れがあ
ります。同乗者に、旋回するときは、車両がひっくり返らない程度
に、あなたと一緒に体を傾けることを思い出させてください。極め
て注意深くして、より低速で走行し、同乗者を頻繁に確認してくだ
さい。運転中は、同乗者に注意を払ってください。

同乗者を乗せて走行しているときは、制動能力と操舵制御能力が低
下します。速度を落として、車体操作のためのスペースを広く取っ
てください。

単単独独走走行行
ご自分のスノーモービルだけで出かけることも危険です。燃料がな
くなる、事故に遭う、あるいはスノーモービルが損傷するという危
険があります。スノーモービルが30分で行けるところまで歩いて行
くには、1日を要することを忘れないでください。「バディシステ
ム」を使いましょう。必ず友人かスノーモービルクラブの会員と一
緒に走行してください。そのような場合であっても、ご自身が行く
場所と、戻ってくるおおよその時刻を誰かに知らせておいてくださ
い。

ググルルーーププででのの走走行行
発車する前に、グループを率いる「トレールボス」と、グループの
最後尾に付く人を指名してください。グループのすべてのメンバー
が提案されているルートと目的地を知っていることを確認します。
他の人たちと一緒に走行する場合は、他の人たちの経験に合わせて
ご自分の能力を抑えてください。トレールボス、さらに言えば、他
のどのスノーモービルも追い越してはいけません。全面的に手信号

安全走行
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を使用して、危険の存在と方向転換の意図を伝えます。 各スノー
モービルの間で安全な距離を保ちながら、後続の車両は前方車両の
位置を把握しておくことが重要です。

手手信信号号
すべてのスノーモービルオペレーターは、信号を後続する他のス
ノーモービルオペレーターにリレーします。

停停止止
どちらかの手
を真っ直ぐ頭
の上に上げま
す。

左左折折
左手を左方向
に真っ直ぐ伸
ばします。

右右折折
左腕を伸ばし
て、左手を垂
直に挙げ、肘
が直角になる
ようにしま
す。

減減速速
左腕を左下方
向に伸ばし、
手を上下に動
かして警告（
注意）を喚起
します。

ススノノーーモモーービビ
ルルにに追追従従
左腕を上げて
肘を曲げ、親
指を後方に向
け、肩の上で
前腕を前後に
動かします。

対対向向車車あありり
左腕を肩まで
上げ、肘を曲
げて前腕を垂
直に立てて手
首を曲げ、手
を頭上で左か
ら右へと動か
して、トレー
ルの右側を指
します。

最最後後ののススノノーー
モモーービビルルがが整整
列列
左腕を肩まで
上げ、肘を曲
げて前腕を垂
直に立てて、
握りこぶしを
作ります。

安全走行
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ラライイトトシシググナナルル
手信号の代わりとして、スノーモービルにライトシグナルシステム
を取り付けることができます。OEMであるかアフターセールスシス
テムであるかに関わらず、このシステムは基本的に2つのカラーLED
ライトで構成されており、他の人に対して信号を出したり、自分が
最後尾のライダーであることを示したりできます。また、ライダー
は両手でハンドルバーを握ることができるため、他のライダーとす
れ違うときにも高い安全性を維持できます。

詳細については、BRPスノーモービルディーラーにお問い合わせく
ださい。

追追従従すするるススノノーーモモーービビルルあありり 黄黄色色のライト

ググルルーーププのの中中のの最最後後尾尾ののススノノ
ーーモモーービビルル

緑緑色色のライト

衝衝突突のの回回避避
車両を運転する際は、不測の事態に常に警戒してください。控えめ
な運転を心がけてください。人間や物、周囲の状況、近づいてくる
車両に常に注意してください。トレールでは、国の規制従って通行
側を維持し、衝突を防止してください（特に視界が悪いときな
ど）。例: 坂の頂上やカーブの手前トレール外を走行するときはさ
らに注意を払ってください。

必ず他のスノーモービルやその場に居合わせた人たちから安全な距
離を取ってください。別のスノーモービルの直後を走行しないでく
ださい。何らかの理由で前を走行するスノーモービルが減速した場
合、あなたが注意を怠っていると、そのオペレーターと同乗者が負
傷する恐れがあります。前を走るスノーモービルからは、安全な停
止距離を保ってください。雪面の状態によっては、想定よりも幾分
長い停止距離が必要になることがあります。安全運転に徹し、控え
めな運転を心がけてください。

地上と水面上において、霧または視界を妨げる雪が発生する可能性
があります。霧や激しい降雪の中に進入しなければならない場合、
ライトを点灯させて低速で進み、意識を集中して危険がないか見
張ってください。進む道筋に自信がない場合は、進まないでくださ
い。他のスノーモービルから安全な距離を取り、周りがよく見える
ようにし、反応時間を稼いでください。

操操縦縦のの仕仕方方
スノーモービルが、オペレーター、同乗者もしくはスノーモービル
の能力を超える、または指定されている用途とは異なる危険な条件
で使用される場合、オペレーター、同乗者またはその場に居合わせ
た人が人身事故や死亡事故に巻き込まれる恐れがあります。

安全走行
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販売促進用の写真やビデオで見られる、プロライダーが行う危険な
走行は、管理された理想的な条件下で行われていることを忘れない
でください。 そうした走行が自分の運転レベルを超えている場合
は、絶対に危険な走行にまねをしないでください。

ジャンプは危険な状況を作り出すことがあります。ジャンプは練習
が必要であり、管理された既知の条件下で行う必要があります。絶
対にトレールでジャンプ操作を行わないでください。コントロール
を失うと、岩や木などのさまざまな要素や別のスノーモービルと衝
突する可能性があります。ジャンプしたときは、着地の際に衝撃を
吸収するよう構えてください。衝撃の際に踏ん張り、膝を柔らかく
してショックアブソーバーのように機能させます。

また、トレールにある起伏や掘られた路面は、スノーモービルを上
に跳ね上げるのに十分であり、衝撃が発生したりコントロールを失
う可能性があります。フルスロットルにすると、スノーモービルが
氷の表面を掘ってしまい、後続車は荒れた氷面を走行することにな
ります。トレールにおいてはトラックをスピンさせないようにする
ことで、他のユーザーを保護してください。

過過速速度度
過度の速度や無謀な走行は、死亡事故を起こす恐れがあります。速
度を積雪の状態やと周囲の状況に必ず合わせてください。多くの場
合、予期しない事態に直ちに反応することができません。 必ずト
レール、天候、ご自身の能力に適した速度で走行してください。お
住まいの地域の規則を確認してください。制限速度が定められてお
り、遵守しなければならない場合があります。

可可動動部部
トラックから離れていてください。回転しているトラックに接触す
ると、負傷する恐れがあります。

スノーモービルのそばにいる人が重傷を負わないようにするため
に、以下のことを行ってください。
– 絶対に動作しているトラックの後ろやそばに立たないでください
– トラックを回転させる必要がある場合は、必ずリアデフレクター
パネルが付いた、底面の広いスノーモービルスタンドを使用して
ください。

– トラックを引き上げて地面から離す場合は、一番低い速度で動作
させてください。遠心力により、異物、損傷もしくは脱落したス
タッド、裂けたトラックの断片、または裂けたトラックが丸ご
と、相当な力でトンネルから後方に激しく飛ばされる恐れがあり
ます。

– ベルトガードをしっかり取り付けていない状態でエンジンを作動
させないでください。

– ブレーキディスクガードをしっかり取り付けていない状態で絶対
に車両を運転しないでください。

安全走行
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– サイドパネルを開いたまま、またはフードを取り外したままで絶
対に車両を運転しないでください。

既既知知ののささままざざままなな地地面面//走走行行
整整備備さされれたたトトレレーールル
整備されているトレールでは、着座しているのが最も好ましいライ
ディング姿勢です。 高速で走行しないでください。とりわけ、ト
レールの右側を走行することに留意してください。予期しない出来
事が起こりうることを覚悟しておいてください。すべてのトレール
の標識を遵守しましょう。トレールの端から端へジグザグに走行し
ないでください。

整整備備さされれてていいなないいトトレレーールル
新雪が降っていないのであれば、雪面は「洗濯板」のような状態で
あること、および雪の吹きだまりが存在することを予期してくださ
い。 そのような雪原を過度の速度で走行すると、体に害がありま
す。速度を下げてください。ハンドルバーを握り、中腰の姿勢を取
ります。体を脚で支え、上体をかがませて、上下動を吸収します。
「洗濯板」トレールが長距離の場合には、シート上に一方の膝を付
く姿勢を取ることもよいでしょう。こうすれば、ある程度快適にな
りますし、同時に体をゆるめて、車両の制御をすることができま
す。隠れている岩や、特に最近の降雪で部分的に隠れている切り株
に注意しましょう。

深深雪雪
深い「粉」雪では、車両が「埋まる」ことがあります。こうなった
場合、可能な限り大きな円弧を描いて旋回し、固い雪面を探しま
す。 (誰にでも起こりうることですが、)「埋まって」しまった場
合、トラックを空転させないでください。車両がさらに深く潜って
しまいます。そうしないで、エンジンを止め、車両から降りて、車
両の後部を新雪のあるところに移動させます。次に、車両の前方に
ある、はっきり見える通り道を踏み固めます。大抵数フィートで十
分です。エンジンを再始動してください。立ち姿勢を取り、むらな
くゆっくりスロットルを引き絞りながら、車両をそっと揺すりま
す。車両のフロントエンドが沈んでいるか、リアエンドが沈んでい
るかを見て、足をランニングボードの沈んでいない側の端に置きま
す。トラックを支えようとしてトラックの下に異物を置くのは絶対
に止めてください。エンジンが動作している場合、スノーモービル
の前や後ろに誰もいないようにしてください。トラックから離れて
いてください。回転しているトラックに接触すると、負傷する恐れ
があります。

凍凍結結ししたた水水
凍結した湖や河を走行するのは命取りになりかねません。水路を走
行しないでください。不慣れな土地にいる場合、地元の監督官庁ま
たは住人に、氷の状態、入り江、河口、湧き水、速い水流またはそ
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の他の危険について尋ねてください。スノーモービルを、薄すぎて
あなたや車両を支えられない氷の上で走らせないでください。氷上
や凍結した地面の上でスノーモービルを走行させる場合、何らかの
予防措置を執らないと非常に危険です。 まさに氷の特性そのもの
が、スノーモービルやあらゆる車両をうまく制御することを妨害し
ます。氷上では、発車、旋回または停止のためのトラクションは、
雪上よりずっと少ないです。このため、これらの距離は何倍も必要
です。操舵は最小限にすべきであり、制御不能なスピンは常に存在
する危険です。氷上では、注意深く低速で走行してください。停止
または旋回する場合は、そのための空間を十分に取ってください。

軟軟氷氷
軟氷は常に避けてください。湖や川を横断し始める前に、必ず軟氷
がないか確認してください。 トラックの行跡に黒い斑点が現れた
ら、即座に氷から離れてください。氷と水は後方に投げられて、後
続車の通り道に落ちます。車両を軟氷エリアから抜け出させること
は多大な努力が必要であり、時には不可能です。

上上りり斜斜面面
走行中に直面する斜面は、二種類あります—木、崖や他の障害物が
少ない開かれた丘と、道なりに登坂するしかできない丘です。開か
れた丘のアプローチの仕方は、丘の側面を走るか、ジグザグに走っ
て上ることです。角度を付けたアプローチです。両足が同じランニ
ングボードに置いた状態で立った姿勢を維持します。体重を常に上
り斜面側にかけてください。安全な速度を維持して、速度を変動さ
せないでください。 1つの方向へできる限り遠くまで行ってから、方
向を転換します。上り斜面が車両の反対側に来るようにし、膝を付
くのも他方の脚にします。

真っ直ぐに登坂するのには問題があります。立ち姿勢を選択し、登
坂を始める前に加速してから、スロットルを緩めてトラックが滑ら
ないようにします。

いずれの場合でも、車速は傾斜を上るのに必要な速度にします。頂
上に着いたら必ず速度を緩めます。先に進めなくなっても、トラッ
クを空転させないでください。ブレーキをかけてエンジンを停止さ
せ、スキーを雪から引っ張り出して斜面の下に向け、スノーモービ
ルの後部を上に向けて、エンジンを再始動します。そしてパーキン
グブレーキを解除し、スロットルを一定の強さでゆっくり引き絞っ
て、スノーモービルを低速で発車させます。まず転倒しない姿勢を
取ってから、斜面を降ります。

下下りり斜斜面面
下り斜面を走行する場合は、常に車両を完全に制御することが必要
です。急斜面では、重心を低くして、両手でハンドルレバーを握り
ます。スロットルをわずかに引き絞った状態を維持して、エンジン
が動作している状態で車両が斜面を下り降りるようにします。速度
が安全速度を超えた場合、ブレーキをかけて速度を緩めますが、そ
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の場合ブレーキを軽く繰り返しかけます。ブレーキを強く掛けない
でください。トラックがロックします。

丘丘のの側側面面
斜面を横断する場合、または斜面を横断しながら上ったり下りたり
する場合は、ある手順に従います。すべてのライダーは、車両を安
定させるために、上り斜面の方に体を傾けます。上り坂の方を向い
たランニングボードに両足を置いて立った姿勢が、好ましい運転位
置です。必要に応じて素早く体重を移動できるようにしておいてく
ださい。斜面の横断や急斜面の走行は、初心者や経験の浅い人には
推奨しません。

雪雪崩崩のの危危険険
山岳地帯を走行している場合、雪崩の危険に留意してください。雪
崩は規模や形態においてさまざまであり、一般的に地形が険しい場
合や、積雪が不安定な場合に発生します。

新雪、動物、人間、風、スノーモービルは、いずれも雪崩を発生さ
せる可能性があります。雪崩が発生しうる状況では、急斜面をハイ
マーキングまたは横断しないでください。不安定な積雪状態では、
走行はゆるい斜面に限定されます。風が作った雪庇を避けてくださ
い。不安定な状況に近づかないのが、安全な山岳走行のコツです。
多分最も重要なことは、山岳地帯にいるときは、日々の状況と危険
を承知しておくことです。スノーモービル走行に出かける前に、毎
日現地の雪崩予報と脅威を確認し、気象予報士のアドバイスに留意
してください。

山岳地帯で走行する場合は、除雪シャベル、プローブおよび雪崩
ビーコンを常に携行してください。

陽陽光光
明るい晴天の日には、あなたの視力は著しく低下します。太陽と雪
から来る目を眩ませる光は、あなたの視力を低下させ、雨裂と溝、
その他の障害物を容易に見分けられなくなります。こうした状況で
は、常にカラーレンズ付きのゴーグルを着用してください。

夜夜間間走走行行
一定の時間の自然光と人工光の量は、あなたの見る能力とみられる
能力に影響を与えます。十分に注意してください。前方に未知のま
たは危険な物体を見つけたときに間に合うように停止できる速度で
走行してください。既成のトレールに留まり、不慣れな地域には絶
対に進入しないでください。両方のヘッドライトとテールライトが
汚れておらず機能することを確認してください。

よよくく知知ららなないい地地域域
知らないエリアに入った場合は、常に非常な注意を払って走行して
ください。雪の下に隠れている障害物もあります。低速で進むよう
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にして、スノーモービル走行を終了せざるを得なくなる可能性があ
るフェンスやフェンス支柱、道を横切っている小川、岩、不意の窪
み、支え線、および数知れないその他の障害物など、潜在的な危険
を十分認識できるようにしてください。

既成のトレールから外れて走行する場合や、森の中を走行する場合
は、速度を下げ、警戒を強めることが必要です。過度に速く走行す
ると、小さな障害物でさえ極めて危険になることがあります。小さ
な岩や切り株でさえ、スノーモービルが制御を失い、ライダーが負
傷する恐れがあります。既存の行跡の上を走行している場合であっ
ても、注意してください。次の曲がり角や丘の頂上の向こうにある
物が見える程度の速度で走行しましょう。

隠隠れれたたワワイイヤヤーー
隠れたワイヤーがないか常に注意してください。一時期農地であっ
た可能性がある地域では特に注意が必要です。 多くの事故が、ス
ノーモービルが農地のワイヤー、支柱や道路の近くにある支え線、
道路閉鎖のために使用されてチェーンやワイヤーに突っ込んで発生
してきました。絶対に低速で走行してください。

凹凹凸凸ののああるる路路面面ででのの走走行行
吹きだまり、除雪車が作った雪の堆積、下水溝、または識別できな
い物体を利用して無計画にジャンプするのは危険です。適切な色の
レンズまたはフェイスシールドを着用していて、低速で走行してい
れば、それらを避けることができます。

適切な色のレンズまたはフェイスシールドを着用して、低速で走行
すれば、こうした地形の変化を確認しやすくなります。車両の後部
に向かってしゃがみ、スキーを上に向けて直進位置にします。 ス
ロットルを幾分引き絞って、衝撃に対して踏ん張ります。膝を柔ら
かくして、ショックアブソーバーのように機能させます。

道道路路のの横横断断
スノーモービルは、舗装された街路、公道、高速道路を走行するよ
うには設計されていません。道路を走行しないでください。道路を
走行しなければならない場合、および道路走行が許可されている場
合は、速度を下げ、方向のコントロールを維持できるように雪があ
る側を通行するようにしてください。

スノーモービルのトレールは道路を横切っている場合が多いため、
ライダーは、適切な横断手順を知っておくことが重要です。道路に
さしかかったときは、交差点で止まろうとすることを他の人に合図
し、速度を下げて道路の端で完全に停止してください。時に、道路
脇の溝や雪の堆積を超えて、道路にアプローチすることになること
があります。容易に登れると分かる場所を選んでください。堆積の
最上部で完全に停止し、通行する自動車がなくなるまで待ちます。
その後、両方向をよく確認し、道路に対して垂直方向に横断しま
す。 必要に応じて、立った姿勢で両方向を確認してください。 止
まっている車両に注意してください。道路に他の交通や障害物がな
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いことがはっきりわかる場合は、ためらわず交差点を真っ直ぐ横断
してください。どのライダーも完全に停止して両側を確認し、接近
する交通がないときに横断してください。

線線路路のの横横断断
線路に乗らないでください。それは違法です。線路と線路用地は私
有財産です。スノーモービルは列車に勝てません。線路を横断する
前に、目を凝らし、耳を澄ましてください。

野野生生生生物物へへのの配配慮慮
野生生物は、あなたがスノーモービル走行する日を祝福します。ス
ノーモービルの行跡は、動物が一つの地域から別の地域に移動する
ができる固い地面を提供します。野生生物を追いかけたり、困らせ
たりして、この特権を台無しにしないでください。疲労し、消耗す
れば動物が死ぬこともあります。野生生物の保護や餌付けに使用さ
れていると公表されているエリアには立ち入らないでください。運
良く野生生物に出会ったら、スノーモービルを止めて、静かに観察
しましょう。

一一酸酸化化炭炭素素（（CCOO））中中毒毒
どのエンジン排気にも、致命的なガスである一酸化炭素（CO）が含
まれています。一酸化炭素を吸うと頭痛、めまい、眠気、吐き気、
錯乱や時には死亡に至ることがあります。

一酸化炭素は、全くエンジン排気を見たり、その匂いを感じないと
しても存在する恐れがある、無色、無臭、無味のガスです。一酸化
炭素は極めて早く致死濃度に高まることがあり、あっという間に悪
影響を受けて、自身を守れなくなります。また、閉じた場所や換気
が悪い場所では、一酸化炭素の致死濃度が数時間あるいは数日も長
引くことがあります。

一酸化炭素中毒の徴候を感じたら、すぐにその場所を離れ、新鮮な
空気を得て、治療を求めてください。

一酸化炭素による重傷または死を防ぐには：
– ガレージ、カーポートや納屋などの換気が悪い、または部分的に
閉じられたエリアで車両を絶対に運用しないでください。扇風機
や窓およびドアを開けたりしてエンジン排気を通気しようとし
も、一酸化炭素が危険なレベルに速く達する場合があります。

– 窓やドアなどの開口を通してエンジン排気が建物に吸い込まれる
恐れがある場所では、決して屋外で車両を運転しないでくださ
い。

– エンジンが動作しているときは、絶対に車両の隣に立たないでく
ださい。エンジンが動作しているときに車両の隣に立つと、高濃
度の排気ガスを吸い込む恐れがあります。
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航行後、子供や他の人がエンジンを始動させてしまうことのないよ
うに、また、密閉空間（ガレージを除く）で始動しないように、必
ずエンジンカットオフスイッチからテザーコードを外してくださ
い。

ガガソソリリンンにによよるる火火事事やや危危険険のの防防止止
ガソリンは可燃性が高く、非常に爆発性があります。燃料の蒸気は
拡散し、エンジンから遠く離れた火の粉や炎によって引火すること
もあります。火事や爆発の危険性を低減させるために、以下の指示
に従ってください：
– 燃料の保管には、許可されたガソリン容器だけを使用してくださ
い。

– 車両への給油手順の指示内容を厳守してください。
– 決して、燃料キャップが正しく取り付けられていない状態で、エ
ンジンを始動、運転しないでください。

– 車両に予備の燃料を積載する場合は、BRPが認定したLinQフュー
エルキャディのみを使用してください。フューエルキャディは、
正しくしっかりと取り付けてください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き起こす場合があります。
– 決して、口によりガソリンをサイフォンしないでください。
– ガソリンを飲み込んだり、目に入ったり、ガソリンの蒸気を吸い
込んだ場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

– ガソリンが体にかかった場合は、石鹸と水で洗い、衣服を着替え
てください。

高高温温部部分分にによよるる火火傷傷
特定のコンポーネントは操作中に熱くなる可能性があります。火傷
を避けるために、運転中や運転直後は接触しないでください。
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練練習習のの実実行行
すべての日常点検を終えてから、誰もいない所で次の練習を行って
ください。基本手順のエンジン始動手順およびエンジンの停止に記
載されている指示に必ず従って、エンジンを始動および停止してく
ださい。ジャケットへのテザーコードの取り付けを忘れないでくだ
さい。

練練習習をを行行うう場場所所
練習を行うのに適している場所を見つけてください。以下の条件を
満たす場所でなければなりません：
– 水上交通がない
– 障害物がない
– 固い圧雪
– 操作するのに十分なスペース

運運転転のの練練習習
すべての日常点検を終えてから、誰もいない所で次の練習を行って
ください。基本手順のエンジン始動手順およびエンジンの停止に記
載されている指示に必ず従って、エンジンを始動および停止してく
ださい。ジャケットへのテザーコードの取り付けを忘れないでくだ
さい。

緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチのの使使用用
目的：スロットルレバーの操作、およびエンジン停止スイッチの使
用に慣れること。

指示：
– パーキングブレーキをかけた状態でエンジンを始動し、運転温度
に達するまでアイドリングさせます。

– エンジン停止スイッチを使用して、エンジンを使用します。手を
ハンドグリップに乗せたまま右手の親指でスイッチを押します。

– エンジンを再起動させ、このエクササイズを繰り返します。アイ
ドリングの時間は不要です。

練習のヒント：
– 緊急エンジン停止スイッチを見ずに押してください。

始始動動、、停停止止、、おおよよびび基基本本的的なな取取りり扱扱いい
目的：
– スロットルのコントロールおよび車両の動かし方を学ぶこと。
– 低速での減速およびブレーキに慣れること。

このエクササイズを行う際にコントロールを失っていると感じた場
合、加速を止めるためにスロットルを放し、必要に応じてブレーキ
をかけて減速してください。さらにエンジン・ストップ・スイッチ
を使って電源を完全に切ることもできます。
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指示：最初は、スロットルを少しの間使用し、放して惰行運転しま
す。
– エンジンを始動し、パーキングブレーキレバーを解除します。
– 車両が少しずつ前進し始めるまでスロットルをゆっくり開けま
す。動き始めた直後、スロットルを放して惰行運転し、ブレーキ
レバーを握って停車します。

– スロットルを開けて放すのに慣れるまで、エクササイズのこの部
分を練習し続けてください。

動動作作中中ののエエンンジジンン停停止止
目的：走行中に緊急エンジン停止スイッチを使う練習をして、後に
なって使う場合に車両がどのように反応するかを知っておきましょ
う。

指示：
– 8 km/h（5 MPH）の速度で直線コースを途中まで走行し、エンジ
ン停止スイッチをオフにして、惰走して停止します。

– エンジンを再起動させ、このエクササイズを繰り返します。エン
ジン停止スイッチを使用する前に、速度を（最大で20 km/h（12
MPH））まで上げてみてください。

緊急事態が発生した場合、ブレーキをかけながら、緊急エンジン停
止スイッチを押し下げるか、テザーコードキャップをエンジンカッ
トオフスイッチから引き抜いて、スノーモービルのエンジンを止め
ます。

基基本本タターーンン
目的：コントロールしながら左右に曲がることに慣れましょう。

指示：
– 直線コースでハンドルを切り、大きな弧を描くように曲がりま
しょう。曲がるための十分なスペースがあることを確認してくだ
さい。

– 左右に曲がる操作を繰り返しながら、8km/h（5 MPH）未満の一
定の速度を保つようにしてください。低速度を維持するためにス
ロットルをホールドします。

– より簡単にハンドルバーを切るには、カーブおよび正面方向に体
を傾けます。

急急停停止止
目的：
– 車両のブレーキ能力に慣れること。
– 最も効率よくブレーキをかける方法を学ぶこと。

この練習は前述のものと似ていますが、今回はブレーキをより強く
かけ、最終的にはトラックの回転をロックさせることなく最も強く
ブレーキをかけることができるまで練習します。素早く停車するに

練習の実行
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は、必ずスロットルを完全に放してください。スロットルを開けた
まま同時にブレーキをかけた場合、停止距離は長くなります。

指示：
– 直線コースの一方の端からスタートし、8 km/h（5 MPH）まで加
速します。直線コースを走行している途中にスロットルを完全に
放し、ブレーキを素早くかけます。

– 頭と目を上に向け、ハンドルを真直ぐの状態に維持し、完全に停
車するまでブレーキを放さないでください。

– これを繰り返します。次はより早く走行し、ブレーキをより強く
踏みます。トラックの回転が止まると感じたら、ブレーキレバー
を放す必要があります。コントロールを維持するためには、ト
ラックの回転を維持する必要があります。

リリババーーススででのの運運転転
目的：リバースでの旋回半径および車両の取り扱いに慣れること。

指示：
– リバースへシフトして座席に座ります。基本手順のリバースへの
シフトを参照してください。

– 背後に障害物がないか確認します。後方を見ながら、通常の動作
と同様にスロットルを放してブレーキをかけて、ゆっくり後退し
ます。

– 低速度で運転し、長距離を走るのにリバースを使わないこと。
– 慣れるまで、直線で後退と停止を繰り返します。
– 直線での後退に慣れたら、ハンドルバーをきりながらゆっくり後
退してください。

練習の実行
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燃燃料料
燃料は、一定の条件下で可燃性および爆発性を持ちます。
– 裸火を明かりにして燃料レベルを確かめるのは絶対にやめてくだ
さい。

– 絶対に近くでタバコを吸ったり、炎や火花を発生させたりしない
でください。

– 換気のよい場所で作業してください。

給給油油のの手手順順
1. エンジンを停止してパーキングブレーキをかけます。
2. オペレーターと同乗者は車両から降りてください。フューエル
キャップが正しく取り付けられていない場合、シートに座った
り、寄りかかったりしないでください。

3. 燃料リザーバーキャップを取り外す前に、キャップを反時計回り
にゆっくり回して圧力を安定させます。

注注記記：：
短いホイッスル音が鳴るのは正常です。

4. 給油ノズルをフィラーネックに差し込んでください。
5. タンクから空気を逃がして燃料が逆流しないように、燃料をゆっ
くり注ぎます。燃料をこぼさないように注意してください。

6. ガソリンポンプのノズルハンドルがリリースされたら給油を止
め、少し待ってから給油ノズルを抜きます。より多くの燃料を燃
料タンクに入れるために、ガソリンポンプのノズルを手前に引く
ことをしないでください。燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。

7. 燃料キャップを取り付け、時計方向にしっかり締め付けます。
8. 車両から若干こぼれた燃料は必ず拭き取ってください。大量の漏
れが発生した場合はサイドパネルを取り外し、エンジンコンパー
トメントから燃料蒸気を除去してから始動してください。

9. 発進前に、パーキングブレーキを解除することを忘れないでくだ
さい。

10.車両を温かい場所に停車する前に、絶対に燃料タンクに補充しな
いでください。温度上昇につれて、燃料が膨張し流出する可能性
があります。
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車車両両のの移移送送
オイルリザーバーと燃料タンクキャップが正しく取り付けられてい
ることを確認します。

車両の輸送には、多くの種類のトレーラーを使用できます。傾斜
床、平床、エンクローズドトレーラーなど、どのようなトレーラー
を使用する場合にも、車両をトレーラーに載せた状態および載せて
いない状態で走行するときは、必ず注意事項に従ってください。

たとえ短い移動距離でも、必ず車両のフロントとリアを確実に固定
してください。適切な固定用ベルトのみを使用してください。すべ
ての装置がしっかり固定されていることを確認します。道路上の異
物でスノーモービルが損傷しないように、車両にはカバーをかけま
す。

トレーラーが地域の要求事項に適合することを確認してください。
ヒッチと安全チェーンが固定されていること、ブレーキランプ、方
向指示灯および車幅灯が機能していることを確認します。

警警告告
すすべべててののシシーートト、、アアククセセササリリーー、、おおよよびび貨貨物物ににつついいててはは、、道道路路
にに落落下下ししたたりり、、他他のの車車両両をを危危険険ににささららししたたりりすするるここととががなないいよよ
ううにに、、必必ずず正正ししくく固固定定すするるかか取取りり外外すすよよううににししててくくだだささいい。。

警警告告
車車両両をを後後方方にに向向けけててけけんん引引ししなないいででくくだだささいい。。車車両両をを後後方方にに向向
けけててけけんん引引すするるとと、、風風ががウウイインンドドシシーールルドドをを損損傷傷すするる恐恐れれががああ
るるばばかかりりででななくく、、ウウイインンドドシシーールルドドががななくくななっっててししままうう恐恐れれささ
ええあありりまますす。。
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製製品品上上ににああるる重重要要ななララベベルル

車車両両警警告告ララベベルル
これらのラベルは、オペレーター、同乗者またはその場に居合わせ
る人の安全のために、車両に貼ってあります。

以下のラベルが車両に貼付されています。それらは車両の恒久的一
部であると考えてください。デカールが紛失または損傷した場合、
無料で再貼付できます。BRP認定スノーモービルディーラーにお問
い合わせください。

注注記記：：
このガイドおよび車体ﾝにいかなる不一致がある場合、車体の安全性
ラベルはこのガイドのラベルより優先されます。

回回転転部部品品——警警告告ララベベルル

警警告告
回回転転部部にに注注意意ししててくくだだささいい

516009920

回回転転部部品品——警警告告ララベベルル
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シショョッッククアアブブソソーーババーー -- 警警告告ララベベルル

シショョッッククアアブブソソーーババーー -- 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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ププーーリリーーガガーードドととドドラライイブブププーーリリーーのの締締めめ付付けけトトルルクク –– 警警告告おおよよ
びび注注意意ララベベルル

警警告告

エエンンジジンン動動作作中中はは、、ここののガガーードドをを必必ずず所所定定位位置置にに設設置置ししてておおくく
必必要要ががあありりまますす。。回回転転部部品品にに注注意意ししててくくだだささいい。。衣衣服服をを巻巻きき込込
んんだだりり負負傷傷すするる恐恐れれががあありりまますす。。

注注意意
–– ドドラライイブブププーーリリーーボボルルトトのの推推奨奨トトルルククはは111155～～112255 NNmm（（8855～～
9922 llbbff--fftt））でですす。。

–– 推推奨奨トトルルククをを適適用用ししなないいとと、、ドドラライイブブププーーリリーーととエエンンジジンンにに
重重大大なな故故障障がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

–– 全全体体のの組組みみ立立てて手手順順ににつついいててははシショョッッププママニニュュアアルルをを参参照照しし
ててくくだだささいい。。

11365_JA

ププーーリリーーガガーードドととドドラライイブブププーーリリーーのの締締めめ付付けけトトルルクク –– 警警告告おおよよ
びび注注意意ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

警警告告
高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい。。

516009935

高高温温時時はは開開けけなないいででくくだだささいい -- 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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高高温温部部品品にに注注意意 –– 注注意意ララベベルル

注注意意
高高温温部部分分にに注注意意。。

516009922

高高温温部部品品にに注注意意 –– 注注意意ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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製品上にある重要なラベル
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エエンンジジンンオオイイルルレレベベルル –– 注注意意ララベベルル

12
12
5

4T

30s STOP 30s

エエンンジジンンオオイイルルレレベベルル –– 注注意意ララベベルル

左左側側パパネネルル内内部部

製品上にある重要なラベル
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デディィススククガガーードド -- 警警告告ララベベルル

警警告告
エエンンジジンン動動作作中中はは、、ここののガガーードドをを必必ずず所所定定位位置置にに設設置置ししてておおくく
必必要要ががあありりまますす。。

デディィススククガガーードド –– 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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正正ししいいけけんん引引方方向向 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
–– ここのの車車両両はは必必ずず前前進進方方向向ににけけんん引引ししててくくだだささいい。。
–– 絶絶対対ににここのの車車両両をを後後進進方方向向ににけけんん引引ししなないいででくくだだささいい。。風風防防
がが落落下下すするるとと道道路路のの危危険険物物ににななるる恐恐れれががあありりまますす。。

51
60

09
93

1

正正ししいいけけんん引引方方向向 -- 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

警警告告
–– 運運転転すするる前前ににすすべべててのの警警告告ララベベルルをを読読んんでで理理解解しし、、オオペペレレーー

タターーズズガガイイドドをを読読んんでで所所定定位位置置にに保保管管しし、、QQRRココーードドリリンンクク
をを使使用用すするるかかSSkkii--DDooooウウェェブブササイイトトににアアククセセススししてて安安全全講講習習
ビビデデオオををごご覧覧くくだだささいい。。

–– 車車両両のの特特徴徴にに慣慣れれままししょょうう。。経経験験のの浅浅いいラライイダダーーはは危危険険をを見見
逃逃しし、、車車両両特特有有のの挙挙動動やや地地面面のの状状態態にに驚驚くくここととががあありりまますす。。
低低速速でで走走行行ししててくくだだささいい。。

–– 過過度度のの速速度度やや無無謀謀なな走走行行はは、、死死亡亡事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまま
すす。。

–– 速速度度をを積積雪雪のの状状態態ややとと周周囲囲のの状状況況にに必必ずず合合わわせせててくくだだささいい。。
–– 操操舵舵制制御御おおよよびび制制動動能能力力はは、、圧圧雪雪、、氷氷、、道道路路上上でで低低下下すするるここ

ととががあありりまますす。。速速度度をを下下げげ、、停停止止ままたたはは旋旋回回すするるたためめのの空空間間
をを広広くく取取りりままししょょうう。。

–– オオペペレレーータターーのの最最少少年年齢齢にに関関すするる法法律律をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。
当当社社はは、、1166才才以以上上のの人人がが運運転転すするるここととをを推推奨奨ししてていいまますす。。

–– エエンンジジンンがが動動作作ししてていいるるととききままたたはは車車両両がが走走行行ししてていいるるとときき
にに、、絶絶対対ににササイイドドパパネネルルややフフーードドをを開開けけたたままままににししなないいででくく
だだささいい。。必必ずずテテザザーーココーードドををポポスストトかからら取取りり外外ししててかからら、、ササ
イイドドパパネネルルややフフーードドをを開開けけててくくだだささいい。。

発発車車前前：：
テテザザーーココーードドをを衣衣服服にに取取りり付付けけまますす。。発発車車前前にに必必ずず、、ススロロッットト
ルルレレババーーととブブレレーーキキレレババーーがが正正ししくく動動作作すするるかか点点検検ししててくくだだささ
いい。。ここれれららはは、、放放ししたたととききにに最最初初のの位位置置にに戻戻ららななけけれればばななりりまま
せせんん。。パパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけまますす。。ハハンンドドルルババーーをを両両方方向向
ににいいっっぱぱいいままでで回回ししてて、、支支障障ななくく動動くくここととをを確確認認ししまますす。。
発発車車後後：：
テテザザーーココーードドをを引引いいてて、、エエンンジジンンがが停停止止すするるここととをを確確認認ししまま
すす。。再再度度エエンンジジンンをを始始動動しし、、緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチをを押押しし
てて、、エエンンジジンンがが停停止止すするるかか確確認認ししまますす。。ブブレレーーキキののフフェェーードドをを
避避けけるるたためめにに、、走走行行前前ににパパーーキキンンググブブレレーーキキをを解解除除ししまますす。。
同同乗乗者者をを乗乗せせてて走走行行すするるととききはは：：
–– 制制動動能能力力とと操操舵舵制制御御能能力力がが低低下下ししまますす。。
–– 速速度度をを落落ととししてて、、車車体体操操作作ののたためめののススペペーーススをを広広くく取取っっててくく

だだささいい。。
–– 重重量量にに合合わわせせててササススペペンンシショョンンをを調調整整ししててくくだだささいい。。
重重要要：：オオペペレレーータターーはは、、同同乗乗者者のの安安全全にに関関すするる責責任任をを負負っってていい
まますす。。どどののドドラライイババーーおおよよびび同同乗乗者者もも下下記記内内容容ををおお読読みみくくだだささ
いい。。
–– 常常にに警警戒戒ししてて不不測測のの事事態態をを回回避避すするるよようう心心掛掛けけててくくだだささいい。。
–– 控控ええめめなな運運転転をを心心ががけけ、、人人、、物物、、状状況況、、接接近近ししててくくるる車車両両にに

注注意意ししててくくだだささいい。。
–– 薄薄いい氷氷のの上上やや水水ののああるる場場所所はは避避けけててくくだだささいい。。
–– トトレレーールル外外をを走走行行すするるととききははささららにに注注意意をを払払っっててくくだだささいい。。
–– 常常にに承承認認さされれたたヘヘルルメメッットト、、おおよよびびススノノーーモモーービビルル走走行行にに適適

切切なな衣衣類類をを着着用用ししててくくだだささいい。。
–– 同同乗乗者者ででああっっててもも、、アアルルココーールルをを摂摂取取ままたたはは薬薬をを服服用用ししてていい

るる場場合合はは、、絶絶対対にに乗乗ららなないいででくくだだささいい。。

製品上にある重要なラベル
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www.brp.com/en/

about-brp/patents.html

516012147_JA

始始動動手手順順 –– 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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ララベベルルのの位位置置

製品上にある重要なラベル
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同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
重重要要：：オオペペレレーータターーはは、、同同乗乗者者のの安安全全にに関関すするる責責任任をを負負っってていい
まますす。。
どどののドドラライイババーーおおよよびび同同乗乗者者もも下下記記内内容容ををおお読読みみくくだだささいい。。
–– ここのの車車両両をを運運転転すするるににはは、、1166才才以以上上ででななけけれればばななりりまませせんん。。
–– トトレレーールル外外をを走走行行すするるととききははささららにに注注意意をを払払っっててくくだだささいい。。
–– 薄薄いい氷氷のの上上やや水水ののああるる場場所所はは避避けけててくくだだささいい。。
–– 同同乗乗者者ででああっっててもも、、アアルルココーールルやや薬薬物物をを摂摂取取ししてていいるる場場合合
はは、、絶絶対対にに乗乗ららなないいででくくだだささいい。。

同同乗乗者者をを乗乗せせてて走走行行すするるととききはは：：
–– 制制動動能能力力とと操操舵舵制制御御能能力力がが低低下下ししまますす。。
–– 速速度度をを落落ととししてて、、車車体体操操作作ののたためめののススペペーーススをを広広くく取取っっててくく
だだささいい。。

–– 重重量量にに合合わわせせててササススペペンンシショョンンをを調調整整ししててくくだだささいい。。

同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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ララベベルルのの位位置置

製品上にある重要なラベル
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同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
ここのの車車両両はは、、11人人ののオオペペレレーータターーとと座座席席数数分分のの同同乗乗者者用用にに設設計計ささ
れれてていいまますす。。SSSSCCCC規規格格にに準準拠拠ししてておおりり、、シシーートトににははスストトララッッププ
ままたたははググリリッッププがが装装備備さされれてていいまますす。。

同同乗乗者者のの安安全全 -- 警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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ララベベルルのの位位置置

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト -- 警警告告ララベベルル

警警告告
重重傷傷やや死死亡亡事事故故のの危危険険性性をを減減ららすすたためめ、、
–– カカーーゴゴボボッッククススにに可可燃燃性性のの液液体体類類やや液液体体のの危危険険物物をを入入れれてて運運
搬搬ししなないいででくくだだささいい。。着着火火ししたた場場合合、、爆爆発発をを引引きき起起ここすす恐恐れれ
ががあありりまますす。。

–– 運運転転前前ににカカババーーがが閉閉じじらられれてて固固定定さされれてていいるるここととをを確確認認ししてて
くくだだささいい。。

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト——警警告告ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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製品上にある重要なラベル
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最最大大積積載載量量おおよよびびけけんん引引能能力力 -- 警警告告ララベベルル

警警告告
–– 旋旋回回ししてていいるるトトララッッククのの背背後後やや近近くくにに絶絶対対にに立立たたなないいででくくだだ
ささいい。。飛飛ばばさされれたた異異物物にによよっってて重重傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。
圧圧雪雪やや氷氷をを取取りり除除くくににはは、、エエンンジジンンをを停停止止しし、、車車両両をを横横向向けけ
ににししてて、、レレンンチチツツーールルをを使使用用ししててベベルルトトガガーードドのの雪雪氷氷をを除除去去
ししまますす。。

–– 絶絶対対ににカカーーゴゴエエリリアアににはは座座ららなないいででくくだだささいい
–– 必必ずずししっっかかりり固固定定さされれたた剛剛性性のの高高いいけけんん引引ババーーをを使使用用ししててけけ
んん引引ししててくくだだささいい。。

–– 詳詳細細ににつついいててはは、、『『オオペペレレーータターーズズガガイイドド』』をを参参照照ししててくくだだ
ささいい。。

–– 荷荷重重がが最最大大積積載載量量をを超超ええるるとと、、操操舵舵制制御御とと制制動動能能力力にに影影響響をを
及及ぼぼしし、、回回復復不不能能なな損損傷傷をを受受けけるる恐恐れれががあありりまますす。。

–– 最最大大積積載載量量：：6655 kkgg（（663388 NN））
–– 最最大大垂垂直直荷荷重重：：1100 kkgg（（9988 NN））
–– 最最大大けけんん引引能能力力：：554444 kkgg（（55333388 NN））

製品上にある重要なラベル
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544 kg
5,338 N

10 kg
98 N516010546_JA

65 kg

製品上にある重要なラベル
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技技術術情情報報ララベベルル
調調整整ツツーールルララベベルル
– 最初にサスペンション調整ツールを取り付けます。（ラベル上の
赤色の部分）

– 次に、プーリーエキスパンダーとヘッドライト調整ツールを取り
付けます。（ラベル上の青色の部分）

– 設備のセクションに記載のツールを参照してください。

調調整整ツツーールル

代代表表的的なな例例

製品上にある重要なラベル
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推推奨奨燃燃料料——注注意意ララベベルル
車両のエンジンに適した燃料タイプについては、技術仕様を参照し
てください。

–

N
O

TICE - USE XX IF ETHANOL BLEND (M
AX 

10
%

)

–

AAKKII ((RROONN++MMOONN))//22 オオククタタンン価価 -- 注注意意ララベベルル

E10

XX

RROONNオオククタタンン価価 -- 注注意意ララベベルル

製品上にある重要なラベル
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製品上にある重要なラベル
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走走行行前前点点検検
毎回乗車前に、操作中に発生する可能性がある問題を検出するため
に乗車前の点検を実施します。乗車前の点検により、問題になる前
に磨耗や劣化を監視できます。発見した問題を解消して、事故や機
能不良のリスクを低減します。

エエンンジジンン始始動動前前
1. ライト、シート、フットレスト、コントローラー類、計器類な
ど、車体から雪氷を取り除きます。

2. ドライブベルトガードに収納されているレンチツールを使用し
て、リアサスペンションから圧雪や氷を取り除きます。

3. エアサイレンサープレフィルターに雪が付着していないことを確
認します。

4. スキーとステアリングが支障なく動くことを確認します。ハンド
ルバーとスキーが対応する動作をするか確認します。

5. 燃料と噴射オイルのレベルと漏れを確認します。必要に応じて補
充し、漏れがある場合は、最寄りのBRP認定スノーモービル
ディーラー、修理店、または担当者に連絡し、メンテナンス、修
理、または交換を依頼してください。

6. すべてのストレージコンパートメントのラッチが正しく掛かって
いなければなりません。また、重量物や壊れやすい物を保管しな
いでください。フードとサイドパネルのラッチも正しく掛けてく
ださい。

7. スロットルコントロールレバーを数回作動させ、簡単かつスムー
ズに動くことを確認します。レバーを放したときは、レバーがア
イドリング位置に復帰しなければなりません。

8. ブレーキレバーを作動させ、ブレーキコントロールレバーがハン
ドルバーグリップに接触する前に、ブレーキが完全にかかること
を確認します。レバーを放したときは、レバーが完全に復帰しな
ければなりません。

9. パーキングブレーキをかけ、ブレーキが正常に動作しているか確
認します。パーキングブレーキをかけたままにします。

10.ドライブベルトの状態および高さを点検します。メンテナンス手
順のドライブベルトを参照してください。

エエンンジジンン始始動動後後
正しいエンジン始動手順については、該当のエンジン始動手順のセ
クションを参照してください。

1. ヘッドライトのハイビームとロービーム、テールランプ、ストッ
プランプおよびパイロットランプの点灯を確認します。

注注記記：：
ライトを点検するために、テザーコードを衣服から外さなければな
らない場合もあります。そのような場合には、スノーモービルのコ
ントローラー類を操作できる状態に戻ったら速やかにコードを取り
付けてください。
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2. (テザーコードキャップを引っ張って) エンジンカットオフスイッ
チの動作を確認し、また緊急エンジン停止スイッチの動作を確認
します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. 車両の暖機のセクションを参照し、指示事項に従ってください。

走走行行前前チチェェッッククリリスストト
項目 作業内容 ✔

シート、フットレス
ト、ライト、エアフィ
ルター、コントローラ
ー類および計器類を含
む車体

全体の状態や摩耗状態を点検し、雪
や氷を取り除きます。

スキーとステアリング
の動作

自由に動き、正常に動作するか確認
します。

スキーランナー 異常な磨耗がないか確認します。

燃料 適量で漏れがないことを確認しま
す。

噴射用オイル（該当す
る場合）

適量で漏れがないことを確認しま
す。

クーラント 適量で漏れがないことを確認しま
す。

ドライブベルト
亀裂、擦り切れまたは異常な摩耗が
ないか、適切な高さであるか確認し
ます。

スロットルレバー 正常に動作するか確認します。

ブレーキレバー 正常に動作するか確認します。

パーキングブレーキ、
ブレーキ 正常に動作するか確認します。

ブレーキオイル 適量で漏れがないことを確認しま
す。

走行前点検
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ストレージコンパート
メント

正しくラッチが掛かっていること、
および重量物や壊れやすい物がない
ことを確認します。

トラック

状態をチェックして、雪または氷を
除去します。
スタッド装備のトラックの場合はト
ラクション強化製品を参照してくだ
さい。

スライダーシュー 異常な磨耗がないか確認します。

緊急エンジン停止スイ
ッチおよびエンジンカ
ットオフスイッチ (テザ
ーコードキャップ)

正常に動作するか確認します。テザ
ーコードはオペレーターの衣服のハ
トメに留めておいてください。

ライト 正常に動作するか確認します。

ホーンボタン（装備さ
れている場合） 正常に動作するか確認します。

走行前点検
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車車両両ににつついいててのの情情報報
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基基本本ココンントトロローールル

ハハンンドドルルババーー
ハンドルバーはスノーモービルの操舵を制御します。ハンドルバー
が右または左に回転するとき、スキーは右または左に回転して、ス
ノーモービルを操舵します。

警警告告
高高速速でで後後退退ししななががらら旋旋回回すするるとと、、安安全全とと制制御御のの喪喪失失ににつつななががるる
恐恐れれががあありりまますす。。

代代表表的的なな例例

ススロロッットトルルレレババーー
スロットルレバーはハンドルバーの右端にあります。

レバーを押すと、エンジン回転数が上昇します。レバーを放すと、
自動的にアイドリング回転数になります。

990000 AACCEE TTuurrbboo RRエエンンジジンン搭搭載載モモデデルル

親指で作動するようにできています。
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ススロロッットトルルレレババーーケケーーブブルル
1. 加速時
2. 減速時

990000 AACCEE TTuurrbboo RRエエンンジジンン搭搭載載モモデデルル以以外外

親指または他の指によって作動されるように設計されています。

IITTCCススロロッットトルルレレババーー
1. 加速時
2. 減速時

基本コントロール
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警警告告
エエンンジジンンをを始始動動すするるたたびびにに、、ススロロッットトルルレレババーーのの動動作作ををテテスストト
ししててくくだだささいい。。レレババーーをを放放ししたたらら、、停停止止位位置置にに戻戻ららななけけれればばなな
りりまませせんん。。そそううででなないい場場合合、、エエンンジジンンをを始始動動ででききまませせんん。。

ススロロッットトルル位位置置をを親親指指かからら他他のの指指にに切切りり替替ええるる((IITTCCススロロッットトルルレレ
ババーー））

注注意意
危危険険なな状状況況をを起起ここすす可可能能性性ががあありりまますすののでで、、ススロロッットトルル位位置置をを
変変更更すするる前前ににはは、、ススノノーーモモーービビルルをを停停止止・・固固定定すするるここととをを強強くく
おお勧勧めめいいたたししまますす。。

親指から他の指のスロットル位置に切り替える際、選択できる位置
は三つあります。最も適切な位置は、ライダーが好む位置であり、
これは、走行スタイルと環境により直接関連しています。

親親指指ススロロッットトルル位位置置：：下下方方向向にに押押すすとと、、ススロロッットトルルハハウウジジンンググがが
回回転転すするる

基本コントロール
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望望むむ場場合合、、ススロロッットトルルハハウウジジンンググをを引引きき続続きき回回転転すするる

指指ススロロッットトルル位位置置

注注意意
指指ススロロッットトルル位位置置をを使使用用すするる際際、、ミミトトンンででははななくく、、手手袋袋をを使使うう
ここととをを強強くくおお勧勧めめししまますす。。
トトレレーールル外外のの、、密密林林ななどどでで走走行行すするる際際、、指指ススロロッットトルル位位置置をを避避
けけるるここととををおお勧勧めめししまますす。。

スロットル位置を親指位置に戻す手続は上記の手続の反対です。

緊緊急急エエンンジジンン停停止止ススイイッッチチ
緊急エンジン停止スイッチはハンドルバーの右端にあります。

基本コントロール



80

代代表表的的なな例例

緊急時にエンジンを停止させるには、スイッチを押してOFF位置に
して、同時にブレーキをかけます。

オオフフ位位置置

エンジンを始動するには、スイッチを引いてON位置にします。

基本コントロール
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所所定定のの位位置置

すべてのスノーモービルオペレーターは、最初の遠出のときに緊急
エンジン停止スイッチを複数回使用し、またその後エンジンを止め
るときにはいつでも同スイッチを使用して、その機能に習熟してく
ださい。そのようにすれば、エンジン停止手順が反射行動になり、
緊急エンジン停止スイッチを使用することが必要な緊急事態に対す
るオペレーターの心構えを作ります。

警警告告
不不具具合合がが疑疑わわれれるる緊緊急急事事態態ののたためめににススイイッッチチをを使使用用ししたた場場合合、、
エエンンジジンンをを再再始始動動すするる前前にに不不具具合合のの原原因因をを特特定定しし、、不不具具合合をを解解
消消ししててくくだだささいい。。整整備備ににつついいててはは、、BBRRPP認認定定ススノノーーモモーービビルル
デディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

ブブレレーーキキレレババーー
ブレーキレバーはハンドルバーの左端にあります。

レバーを引くと、ブレーキがかかります。レバーを放すと、自動的
に停止位置に戻ります。制動効果は、レバーにかかる圧力と、地面
の種類と雪の深さに比例します。

基本コントロール
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代代表表的的なな例例
1. ブレーキレバー
2. ブレーキをかける

ブブレレーーキキレレババーーのの調調整整

警警告告

ブブレレーーキキレレババーーををユユーーザザーーのの体体格格やや普普段段のの運運転転位位置置にに合合わわせせてて
調調整整すするるここととがが重重要要でですす。。

ブレーキレバーを正しい位置にすることで、次のことが可能になり
ます。
– 人差し指と中指をレバーにかけやすくなる。
– レバーの外端を利用して力を最適化できる。
– 手首の位置を正しく合わせることができる。

スノーモービルに乗って出かける前に、時間を取ってブレーキレ
バーを調整し、操作を試すことで、快適性が向上します。

基本コントロール
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ブブレレーーキキレレババーーのの調調整整
1. 2本のボルトを十分緩めて、ハンドルバー上でブレーキレバーを
簡単に移動できるようにします。

注注記記：：
2本のボルトを十分緩めていないと、ブレーキレバーを移動させたと
きにハンドルバーが傷付く場合があります。

ススチチーールルハハンンドドルルババーー装装備備モモデデルル

基本コントロール
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アアルルミミニニウウムムハハンンドドルルババーー装装備備、、多多機機能能ススイイッッチチ未未装装備備モモデデルル

アアルルミミニニウウムムハハンンドドルルババーーおおよよびび多多機機能能ススイイッッチチ装装備備モモデデルル

基本コントロール
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2. ハンドルバー上に基準マークを設け、距離および回転限度に従い
ます。

ススチチーールルハハンンドドルルババーー装装備備モモデデルル

A. ハンドルバーのポイントとブレーキレバーの側面との間は0～5
mm（0～0.197 in）

アアルルミミニニウウムムハハンンドドルルババーー装装備備、、多多機機能能ススイイッッチチ未未装装備備モモデデルル

基本コントロール
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A. ハンドルバーマークの始点とブレーキレバーの側面との間は0～9
mm（0～0.354 in）

アアルルミミニニウウムムハハンンドドルルババーーおおよよびび多多機機能能ススイイッッチチ装装備備モモデデルル

A. 多機能スイッチの側面とブレーキレバーの側面との間は0～15
mm（0～0.590 in）

3. オペレーターが運転席に乗った状態で、ブレーキレバーを希望す
る位置に移動します。

4. 2本のボルトを規定のトルクで締め付けます。

基本コントロール
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締締めめ付付けけトトルルクク

ブレーキレバー調整ボル
ト 8.5 ± 1.5 Nm（75 ± 13 lbf-in）

パパーーキキンンググブブレレーーキキレレババーー
パーキングブレーキレバーはハンドルバーの左端にあります。

代代表表的的なな例例

パーキングブレーキは、スノーモービルを駐車する場合、必ず使用
してください。

警警告告

ススノノーーモモーービビルルをを動動作作ささせせるるととききはは、、パパーーキキンンググブブレレーーキキがが完完
全全にに解解除除さされれてていいるるここととをを確確認認ししまますす。。車車両両でで走走行行すするるとときき、、
レレババーーをを引引きき続続けけるるとと、、ブブレレーーキキパパッッドドがが引引っっ張張らられれるるここととにに
ななりり、、そそのの結結果果ブブレレーーキキシシスステテムムがが損損傷傷しし、、制制動動能能力力のの喪喪失失やや
火火災災がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。

パパーーキキンンググブブレレーーキキををかかけけるる
ブレーキをかけ続けてから、図に示すように、パーキングブレーキ
レバーを使用してブレーキレバーをロックします。

基本コントロール
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代代表表例例——係係合合メメカカニニズズムム
1. ブレーキをかけ続けます
2. パーキングブレーキレバーを使用して、ブレーキレバーをロック
する

パパーーキキンンググブブレレーーキキをを解解除除すするる
ブレーキレバーを引きます。パーキングブレーキレバーは自動的に
元の位置に戻ります。走行する前に必ずパーキングブレーキを解除
します。

エエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチ
D.E.S.S.を使用するモデルの場合キー、このキーはエンジンカットオ
フスイッチでもあります。

基本コントロール
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代代表表的的なな例例

エンジンカットオフスイッチ (テザーコード) はコンソールにありま
す。

車両の動作を可能にするために、テザーコードキャップは、しっか
りエンジンカットオフスイッチに取り付けておいてください。

テザーコードキャップをスイッチから引き抜くと、エンジンが停止
します。

警警告告

エエンンジジンン始始動動前前にに、、必必ずずテテザザーーココーードドハハトトメメをを衣衣服服にに取取りり付付けけ
てておおいいててくくだだささいい。。

DD..EE..SS..SS..((デデジジタタルル暗暗号号化化セセキキュュリリテティィシシスステテムム))
テザーコードキャップにはD.E.S.S.キーが付いています。これは、従
来型のロックキーと同等のセキュリティ機能をオペレーターとス
ノーモービルに提供します。

基本コントロール
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D.E.S.S.キーは、恒久的に記憶されている一意のデジタルコードを備
えている電子チップを内蔵しています。

BRP認定スノーモービルディーラーは、お買い求めのスノーモービ
ルがテザーコードキャップのD.E.S.S.キーを認識して車両の操作がで
きるように、D.E.S.S.を設定しています。

D.E.S.S.を設定していない別のテザーコードを使用する場合、エンジ
ンは始動しますが、車両を動かすドライブプーリー連結速度には達
しません。

テザーコードキャップに泥や雪が付いていないことを確認してくだ
さい。

DD..EE..SS..SS.. 柔柔軟軟性性
BRP認定スノーモービルディーラーは、最大で8個の異なるキーを受
け付けるように、スノーモービルのD.E.S.S.を設定できます。

当社は、BRP認定スノーモービルディーラーから追加のテザーコー
ドを購入するよう推奨しています。 2個以上のD.E.S.S.を装備する
BRPスノーモービルを所有している場合、BRP認定スノーモービル
ディーラーは、各車両が他の車両のD.E.S.S.キーを受け付けるように
設定できます。

基本コントロール
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二二次次ココンントトロローールル
機能の一部はご使用のモデルに該当しない、またはオプションであ
る可能性があります。

車体の警告ラベルは図に表示されていません。車両の警告ラベルの
情報については車両警告ラベルのセクションを参照してください。

多多機機能能ススイイッッチチ

代代表表的的なな例例

多機能スイッチはハンドルバーの左側にあります。
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1. 始動/電子リバースボタン
2. ヘッドライトディマースイッチ
3. ヒルブレーキスイッチ
4. ワーキングライトおよび警告灯スイッチ
5. ホーンおよびブザーボタン

始始動動//電電子子リリババーーススボボタタンン
押してエンジンを始動します。基本手順のセクションのエンジン始
動手順を参照してください。

エンジンが始動したら、電子リバースを作動させてください。手順
については、基本手順のリバースへのシフトを参照してください。

ヘヘッッドドラライイトトデディィママーーボボタタンン
押してハイまたはロービームを選択します。エンジンが動作してい
るときは、ライトが自動で点灯します。

ヒヒルルブブレレーーキキススイイッッチチ
ヒルブレーキシステムはアクセサリーとして販売されています。

スイッチの上または下を押して、ヒルブレーキをかけたり解除した
りします。

二次コントロール
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1. ヒルブレーキスイッチ
2. ヒルブレーキ上
3. ヒルブレーキ下

ワワーーキキンンググラライイトトおおよよびびビビーーココンンススイイッッチチ
ワーキングライトシステムはアクセサリーとして販売されていま
す。

スイッチの上または下を押して、ワーキングライトおよびビーコン
をオンまたはオフにします。

二次コントロール
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1. ワーキングライトおよびビーコンスイッチ
2. ワーキングライト
3. ビーコン

ホホーーンンおおよよびびブブザザーーボボタタンン
ボタンを押してホーンまたはブザーを鳴らします。

二次コントロール
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1. ホーン機能
2. ブザー機能

二次コントロール
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ココンンソソーールルススイイッッチチ

1. 走行モード
2. ヒーター付きスロットルレバーおよびグリップ
3. シートヒーター
4. ディスプレイメニュー/設定

走走行行モモーードド

警警告告

動動作作モモーードドをを変変更更すするる際際ににはは、、必必ずず航航行行中中のの状状況況をを把把握握ししててくく
だだささいい。。

EECCOOモモーードド
（（燃燃料料節節約約モモーードド））
ECOモード(燃費重視モード)が選択されている場合、車両のトルクと
スピードは、燃料消費を抑えるのに必要な適切巡行スピードを維持
するために制限されます。

ECOモードは起動後、オペレーターにより解除されるまで動作を続
けます。

標標準準モモーードド
標準モードのときは、多機能ゲージにインジケーターはありませ
ん。

二次コントロール
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ススポポーーツツモモーードド

警警告告
ススポポーーツツモモーードドをを起起動動すするる前前にに、、ままずず同同乗乗者者にに、、ししっっかかりり手手すす
りりをを握握るる様様にに注注意意ししててくくだだささいい。。ススポポーーツツモモーードドはは、、加加速速性性能能
をを強強化化ししまますす。。

スポーツモードが選択されている際、スロットル反応と加速は標準
またはECOモードに比べて早く起こります。

スポーツモードは起動後、オペレーターにより解除されるまで動作
を続けます。

作動時および解除時に、選択されたモードのメッセージが下記のよ
うに表示されます。

動動作作モモーードド 作作動動時時ののメメッッセセーージジ

スポーツ スポーツモード

標準 スタンダードモード

Eco ECOモード(ECO MODE)

走走行行モモーードドのの操操作作
ECO／標準／スポーツモードスイッチを使い、パワーレベルをECO
(パワー制限)、標準そしてスポーツ(レスポンス向上)から選択してく
ださい。

出力を向上するには、スイッチを上に向けて押す。出力を下げるに
は、スイッチを下に向けて押す。

二次コントロール
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スポーツモードから標準モードを起動するには、スイッチの下側を
一度押す。

スポーツモードからECOモードを起動するには、スイッチの下側を
二度押す。

標準モードからECOモードを起動するには、スイッチの下側を一度
押す。

警警告告

ススポポーーツツモモーードドをを起起動動すするる前前にに、、ままずず同同乗乗者者にに、、ししっっかかりり手手すす
りりをを握握るる様様にに注注意意ししててくくだだささいい。。ススポポーーツツモモーードドはは、、加加速速性性能能
をを強強化化ししまますす。。

標準モードからスポーツモードを起動するには、スイッチの上側を
一度押す。

ECOモードからスポーツモードを起動するには、スイッチの上側を
二度押す。

ECOモードから標準モードを起動するには、スイッチの上側を一度
押す。

警警告告
モモーードドをを切切りり替替ええるる際際、、他他ののススノノーーモモーービビルル、、障障害害物物ままたたはは人人
間間のの状状況況認認識識をを維維持持すするるここととをを忘忘れれなないいででくくだだささいい。。

二次コントロール
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ヒヒーータターー付付ききシシーートトののススイイッッチチ（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
ヒーター付きシートのスイッチは、ステアリングコラムの左側のコ
ンソールにあります。

代代表表的的なな例例
1. 高
2. OFF
3. 低い

二次コントロール
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ヒヒーータターー付付ききググリリッッププおおよよびびススロロッットトルルレレババーーヒヒーータターーススイイッッチチ
コンソール上のスイッチは、ハンドルバーグリップとスロットルレ
バーの温度の強弱を同時に制御します。スロットルレバーとグリッ
プの温度のバランスは調整可能です。BRP認定スノーモービル
ディーラーにお問い合わせください。

手を快適な温度に保つには、スイッチを必要なだけ押して温度の強
弱を選択します。

温度の強弱は、デジタルディスプレイに表示されます。

スイッチを放すと、燃料レベルの表示に戻ります。

ココンンソソーールル上上ののススイイッッチチ
1. 温度を上げる
2. 温度を下げる

温度の強弱は、デジタルディスプレイに表示されます。

二次コントロール
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ゲージ上にバーが表示されなければ、グリップヒータースイッチは
オフになります。

スイッチを放すと、エンジン温度の表示に戻ります。

ゲージ上にバーが表示されなければ、スロットルレバーヒーターは
オフになります。

スイッチを放すと、燃料レベルの表示に戻ります。

メメニニュューー//セセッットトボボタタンン
このボタンは、多機能ゲージ上のインフォメーションディスプレイ
の操作に使用します。

二次コントロール
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ココンンソソーールル上上ののススイイッッチチ
1. 設定機能
2. メニュー機能

概要については、「7.2インチデジタルディスプレイ」を参照してく
ださい。

ギギアアシシフフトトレレババーー
ハハイイ//ロローーギギヤヤボボッッククスス装装備備モモデデルル

代代表表的的なな例例

二次コントロール



103

このレバーを使用してギヤを選択します。ギヤボックスには、2つの
前進ギヤと1つのニュートラルがあります。

あるポジションから別のポジションへのシフトは、速度が30 km/h
（19 MPH）未満のときに可能です。

注注意意
3300 kkmm//hh（（1199 MMPPHH））をを超超ええてていいるるととききににシシフフトトすするるとと、、ギギヤヤ
ボボッッククススにに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

ニニュューートトララルル
ニュートラル位置にすると、ギアボックスの前進ギアが切り離され
ますギア。

注注記記：： リバースギアは、まだ作動させることができます。

ハハイイレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの高速レンジが選択されます。こ
れは、通常の走行速度レンジです。車両は、最高速度に到達できま
す。

ロローーレレンンジジ（（前前進進））
この位置にすると、ギアボックスの低速レンジが選択されます。車
両は低速で動き、最大のトルクを発揮します。

注注意意
カカーーゴゴキキャャリリアアををけけんん引引すするるとときき、、重重いい荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、
障障害害物物をを横横切切るるとときき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったたりり下下っったたりりすするるとときき
はは、、ロローーレレンンジジをを使使用用ししててくくだだささいい。。

二次コントロール
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ボボデディィおおよよびびシシーートト

フフロロンントトおおよよびびリリアアババンンパパーー
スノーモービルを手で持ち上げるときにはいつでも使用します。

注注意意
負負傷傷ししなないいよよううにに注注意意ししてて、、適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに
脚脚力力をを利利用用ししてて持持ちち上上げげててくくだだささいい。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考
ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。可可能能ででああれればば、、適適切切ななリリフフトト装装置置をを使使用用すするるかか、、持持ちち上上げげ
るる力力をを分分担担ししててももららううたためめにに人人にに手手伝伝っっててももららいいまますす。。

フフロロンントト強強化化型型ババンンパパーー



105

フフロロンントトエエククスストトララババンンパパーー

貨貨物物 -- 強強化化型型ババンンパパーー -- 5599 RRAANNGGEERR AALLPPIINNEE

ボディおよびシート
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貨貨物物 -- 強強化化型型ババンンパパーー -- 6699 RRAANNGGEERR AALLPPIINNEE

注注意意
ススノノーーモモーービビルルをを引引っっ張張るるままたたはは持持ちち上上げげるるたためめににススキキーーをを使使
用用ししなないいででくくだだささいい。。

フフロロンントトガガララスス
風風防防のの取取りり外外しし
1. ディフレクターピンをグロメットから引き出します（該当の場
合）。

ボディおよびシート
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ササイイドドデディィフフレレククタターー付付きき

2. 風防の両脇に手を置きます。
3. 両側のピンがラバーグロメットから外れるまで、風防を引き上げ
ます。

4. センターピンまたはタブを解除します（該当の場合）。

ボディおよびシート
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セセンンタターー -- ササイイドドデディィフフレレククタターー付付きき

風風防防のの取取りり付付けけ
1. 必要に応じて、泡立った石鹸水でグロメットを潤滑します。

注注意意
ググリリーーススななどどででググロロメメッットトをを潤潤滑滑ししなないいででくくだだささいい。。

2. センターピンまたはタブをヘッドランプモジュールの穴に差し込
みます。

ボディおよびシート
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セセンンタターー -- ササイイドドデディィフフレレククタターー付付きき

3. ウィンドシールドのピンをグロメットに挿入してウィンドシール
ドを固定します。

ボディおよびシート



110

ササイイドドデディィフフレレククタターー付付きき

調調整整式式ミミララーー（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
各ミラーは、オペレーターの好みに合わせて調整できます。

警警告告
車車両両をを安安全全なな場場所所にに停停止止ささせせててかからら、、調調整整ししててくくだだささいい。。

ボディおよびシート
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カバーを取り付けるときは、ミラーを下に傾けて取り付けやすくす
ることができます。

1. ミラー

フフロロンントトスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト
ストレージコンパートメントは車両のフロント、ゲージの上にあり
ます。

ボディおよびシート
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オペレーターズガイドと緊急スターターロープは、フロントスト
レージコンパートメントにあります。

開けるには、ボタンを押して、カバーを引き上げます。

注注記記：：
閉めるときは、カバーが正しく固定されていることを確認してくだ
さい。カチッという音が聞こえます。

ボボンンネネッットト
ボボンンネネッットトのの取取りり外外しし
1. ボンネットボルトを取り外します。

ボディおよびシート
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代代表表的的なな例例
2. ボンネットを前方に引きます。

代代表表的的なな例例

ボボンンネネッットトのの取取りり付付けけ
1. 取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注
意を払ってください。

ボディおよびシート
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締締めめ付付けけトトルルクク

ボンネットトルクスボルト 2.5 ± 0.2 Nm

ササイイドドパパネネルル

警警告告
ササイイドドパパネネルルをを開開いいたたまままま、、ままたたはは車車両両かからら取取りり外外ししたたまままま、、
決決ししててエエンンジジンンをを動動作作ささせせなないいででくくだだささいい。。

ササイイドドパパネネルルのの取取りり外外しし
1. すべてのラッチを解除してから、パネルを開きます。

代代表表的的なな例例
2. 下端周辺のサイドパネルを回します。

ボディおよびシート
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3. パネルタブを外します。

4. サイドハルタブからパネルを解除します。

ボディおよびシート
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注注意意
パパネネルルをを傷傷付付けけなないいよようう安安全全なな場場所所にに置置いいててくくだだささいい。。

ササイイドドパパネネルルのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外しと逆の順序で行います。

アアッッパパーーボボデディィモモジジュューールル
アアッッパパーーボボデディィモモジジュューールルのの取取りり外外しし
1. 取り外すもの:
– フロントガラス
– ボンネット
– サイドパネル

2. ストレージコンパートメントを開きます。

ボディおよびシート
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3. ゲージサポート固定ねじを取り外します。

代代表表的的なな例例

4. ゲージサポートの正面を上げ、前方にスライドさせて取り外しま
す。

ボディおよびシート
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5. ゲージコネクターの接続を外して、サポートを取り外します。
6. ストレージコンパーメント（装備されている場合）を取り外す前
に、ストレージコンパーメントを持ち上げて、12 V電源ソケット
コネクターを切り離します。

代代表表的的なな例例

ボディおよびシート
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7. ヘッドライトコネクターとMAPTS（2ストロークエンジン）コネ
クターの接続を外します。

代代表表的的なな例例

8. エアインテークダクトクランプを緩めます。

9. 両側にあるアッパーボディモジュールリテーニングスクリューを
取り外します。

ボディおよびシート
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10.アッパーボディモジュールを取り外します。

1. アッパーボディモジュールのゲージサポート部をつかみま
す。

2. モジュールを前方に引っ張ります。
3. モジュールを車両から取り外します。

アアッッパパーーボボデディィモモジジュューールルのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。

1. アッパーボディモジュールを所定位置に下げます。

注注記記：：
エアインテークダクトがブーツ内の正しい位置にあることを確認し
ます。

2. エアインテークダクトクランプを締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ダクトクランプ 1 ± 0.2 Nm

3. 両側に、アッパーボディモジュール固定ねじを取り付けます。
4. IRライトコネクターを接続します。
5. ボンネットを取り付けます。

ボディおよびシート
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締締めめ付付けけトトルルクク

アッパーボディスクリュー 2.5 ± 0.2 Nm

6. ヘッドライトコネクターを接続します。
7. ストレージコンパートメントを取り付けますが、カバーはまた開
いたままにしておきます。

8. ゲージを取り付け、スクリューで固定します。

締締めめ付付けけトトルルクク

ゲージスクリュー 2.5 ± 0.2 Nm

9. 取り付け：
– サイドパネル
– ボンネット
– フロントガラス

シシーートト
シシーートトのの取取りり外外しし
シート後部のラッチを解除します。

シートを後方にスライドさせ、取り外します。

ボディおよびシート
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シシーートトのの取取りり付付けけ

注注意意
シシーートトとと燃燃料料タタンンククのの間間にに物物をを載載せせてて走走行行すするるとと、、燃燃料料タタンンクク
にに損損傷傷をを与与ええるる恐恐れれががあありりまますす。。決決ししててシシーートトとと燃燃料料タタンンククのの
間間にに物物をを置置かかなないいででくくだだささいい。。

フックの上にシートを載せてから、それを前方にスライドさせま
す。

ラッチをしっかり掛けます。

警警告告
走走行行前前ににシシーートトががししっっかかりり掛掛かかっってていいるるここととをを確確認認ししまますす。。

ボディおよびシート
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装装備備
機能の一部はご使用のモデルに該当しない、またはオプションであ
る可能性があります。

拡拡幅幅キキッットト（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
拡幅キットは、険しい斜面で旋回するときの安定性を向上させま
す。

1. 拡幅キット

オオペペレレーータターーズズガガイイドド
オペレーターズガイドは、フロントストレージコンパートメントに
保管しておいてください。

ママウウンンテテンンスストトララッッププ
このハンドルバーストラップは、傾斜位置で動かなくなったときに
牽引するための力を増加させるためだけに使用してください。右側
のランニングボード上に立って車両を希望の経路まで戻そうとする
ときに、例外的に、非常に低い速度でのみ使用が可能です。走行中
は、両方の手をハンドルバーグリップ上に置き、ブレーキ性能や適
切な操舵機能、方向制御機能を発揮できるようにします。ハンドル
バーを利用してけん引、リフト、または斜面横断を行おうとしない
でください。
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警警告告
高高速速走走行行時時にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。操操舵舵制制御御機機能能がが著著ししくく低低
下下しし、、ブブレレーーキキ操操作作ががででききななくくななるるここととががあありりまますす。。

装備
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電電動動ババイイザザーーののジジャャッッククココネネククタターー
電動バイザーはジャックコネクターに接続することができます。応
力解放エクステンションが車両に装備されています。

ドドラライイババーー側側のの電電動動ババイイザザーージジャャッッククココネネククタターーのの位位置置

ドドラライイブブベベルルトトガガーードド
ドドラライイブブベベルルトトガガーードドのの取取りり外外しし

警警告告
以以下下のの場場合合ににはは、、決決ししててエエンンジジンンをを動動作作ささせせなないいででくくだだささいい。。
–– シシーールルドドととベベルルトトガガーードドががししっっかかりり取取りり付付けけらられれてていいなないい。。
–– フフーードドややササイイドドパパネネルルがが開開いいてていいるる、、ままたたはは取取りり外外さされれてていい
るる。。

エエンンジジンンがが動動作作ししてていいるる間間はは、、決決ししてて可可動動部部分分のの調調整整ををししなないい
ででくくだだささいい。。

注注記記：：
過度の騒音と振動を防止するために、ベルトガードは意図的にわず
かに大きく作ってあり、ピンとリテーナーの張力を維持するように
なっています。再取り付けする場合、この張力を維持することが重
要です。

エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外し
ます。

装備
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左側パネルを開きます。このセクションの手順をご覧ください。

リテーニングピンを取り外します。

代代表表的的なな例例

ガードの後部を持ち上げてから、フロントタブを外します。

ドドラライイブブベベルルトトガガーードドのの取取りり付付けけ
1. ベルトガードタブをフロントサポートスロットに差し込みます。

装備
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2. ドライブベルトガードをエンジンの方に押してから、車両の前部
に向けて押します。

3. ベルトガードタブをボトムパンとフックの間に差し込みます。

装備
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左左側側ボボトトムムパパンン -- 断断面面図図
1. ベルトガードタブ
2. ボトムパンフック

4. ベルトガードの後部をリテーナーの上にセットし、リテーニング
ピンを使用して固定します。

装備
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ススペペアアドドラライイブブベベルルトトホホルルダダーー
スペアドライブベルトは、ドライブベルトガード上のホルダーに保
管することができます。

注注記記：：
スペアドライブベルトは、スノーモービルに付属していません。

スペアドライブベルトをドライブベルトガードスロットにセットし
ます。

装備
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代代表表的的なな例例
1. ドライブベルトガード
2. スロット

ベルトをタブの背後でスライドさせて、所定の位置に固定します。

代代表表的的なな例例

装備
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工工具具
ドライブベルトガードの一部は、基本メンテナンスを可能にする
ツールを保持するように設計されています。

ツールは車両と一緒に提供されます。ツールは、必ず適切な位置と
方向に取り付ける必要があります。

代代表表例例 -- ドドラライイブブベベルルトトガガーードドツツーールルのの位位置置
1. サスペンション調整ツール
2. プーリーエキスパンダーおよびヘッドライト調整ツール

下記の順序で取り付けます。

注注意意
ツツーールルがが正正ししくく固固定定さされれてていいるるここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。ツツーー
ルルがが外外れれ、、回回転転部部品品をを損損傷傷ささせせるる原原因因ににななるるここととががあありりまますす。。

1. 固定タブの下に、サスペンション調整ツールのオープンエンド側
を差し込みます。

装備
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ササススペペンンシショョンン調調整整ツツーールル
2. クローズエンド側を固定タブに押し込みます。

3. プーリーエキスパンダー兼高さ調整ツールの短柄側を穴に差し込
みます。

ププーーリリーーエエキキススパパンンダダーーおおよよびびヘヘッッドドラライイトト調調整整ツツーールル
4. 回転させて、長柄側を所定位置に留めます。

装備
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リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントト
リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトカカババーーをを開開くく

装備
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カバーを閉じるときに、カバーハンドルが正しくロックされている
ことを確認してください。

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトのの取取りり外外しし
1. コンパートメントカバーを開けます。
2. シートを取り外します。
3. バッテリーカバーを取り外します。

装備
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4. 次の留め具を取り外します。

5. パネルを旋回させて、後部のコネクターにアクセスします。

装備
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6. ブラケットからコネクターを外してから、テールライトコネク
ターを外します。

7. 次の留め具を取り外します。

装備
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8. 両側のこのねじを取り外します。

装備
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9. バッテリーコンパートメントの内側から、C-TEKハーネスコネク
ターを外します。

装備
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10.リアストレージコンパートメントを取り外します。

リリアアスストトレレーージジココンンパパーートトメメンントトのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。

ストレージのねじ 10 ± 2 Nm
（89 ± 18 lbf-in）

ヒヒルルブブレレーーキキ（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
険しい斜面で安全に停止するためのヒルブレーキです。

装備
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照照明明ララッックク（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
照明ラックキットには、ビーコンおよびワーキングライトが含まれ
ています。

装備
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ヒヒッッチチ

注注記記：：
許容重量を調べるには、車両のデカールを参照してください。

フックを開くには、ハンドルを押して回し、ロッキングプレートを
引き込みます。

装備
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けん引物をヒッチに取り付けるときは、必ずメーカーの推奨事項を
参照してください。

警警告告
決決ししててロローーププででアアククセセササリリーーををけけんん引引ししなないいででくくだだささいい。。必必ずず
剛剛体体ののけけんん引引ババーーをを使使用用ししててくくだだささいい。。ロローーププをを使使用用すするるとと、、
物物体体ととススノノーーモモーービビルルのの衝衝突突がが発発生生すするる恐恐れれががあありりまますす。。急急速速
なな減減速速ををすするるとと、、ままたたはは下下りり斜斜面面でではは転転倒倒すするる恐恐れれががななくくももああ
りりまませせんん。。

装備



143

ゲゲーージジ –– 77..22イインンチチデデジジタタルルデディィススププレレイイ

多多機機能能表表示示

1. 多機能スイッチのメニュー（M）ボタンを使用して、上側または
中央の表示を選択します。メニュー/設定ボタンの位置について
は、「セカンダリーコントロール」を参照してください。

2. 目的のディスプレイが点滅している間に、多機能スイッチのセッ
ト (S) ボタンを使用して表示項目を移動します。

目的の情報が表示されたら、メニュー（M）ボタンを押すか、5
秒待って確定します。

下記事項のリセット方法
– 平均速度
– 最高速度
– 総燃料消費量
ディスプレイが点滅している間に、セット (S) ボタンを押したま
まにします。

下下側側のの表表示示

77..22イインンチチデデジジタタルルロロアアーーデディィススププレレイイ

下記の項目を表示させることができます。
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– 設定
– メッセージ

速度表示では、最高および平均速度が表示されます。 MENUボタン
を3秒間押したままにするとリセットされます。

左左側側のの表表示示

左側の表示には以下のものが含まれます：
– 燃料レベルインジケーター
– グリップヒーターレベル
– 走行距離AおよびB（kmまたはmph）
– 積算時間
– SPEED(速度)
– RPM
– オドメーター

右右側側のの表表示示

右側の表示には以下のものが含まれます：
– エンジン温度
– スロットルヒーターインジケーター
– 時計

ゲージ – 7.2インチデジタルディスプレイ
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中中央央のの表表示示

車速（km/hまたはmph単位）または回転数を表示します。設定を参
照してください。

ドドラライイビビンンググモモーードドのの表表示示

ドライビングモードの表示では、選択された動作モードが示されま
す。
– スポーツ
– ECO
– 標準

ゲージ – 7.2インチデジタルディスプレイ
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注注記記：：
規格モードのときは、情報が表示されません。

作動時および解除時に、選択されたモードのメッセージが下部表示
部に下記のように表示されます。

ドドラライイビビンン
ググモモーードド 作作動動時時ののメメッッセセーージジ 解解除除時時ののメメッッセセーージジ

スポーツ スポーツ Sport OFF

Eco Eco Ecoオフ

警警告告ラランンププおおよよびびイインンジジケケーータターー
下記のインジケーターランプは、深刻な状況になる恐れのある車両
の状態を警告します。車両始動時は、機能していることを確認する
ためのランプがいくつか点灯します。車両始動後もランプが点灯し
続けている場合、詳細については、各システムの警告ランプのセク
ションを参照してください。

注注記記：：
一部の警告インジケーターが多機能ゲージのディスプレイに表示さ
れて、インジケーターランプと同じように機能しますが、車両始動
時には表示されません。

ゲージ – 7.2インチデジタルディスプレイ
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表表示示灯灯 -- 下下側側ののババーー

ラライイトト 説説明明

オレンジ色 - 車両機能異常

青色 - ハイビームが選択された状態。

赤色 - エンジン温度が高過ぎる。

赤 - パーキングブレーキがかかっている、また
はブレーキシステムの不具合。

RED - バッテリー電圧が低すぎる、または電気
系統の問題。

赤色 - エンジン油圧低下（該当の場合）。

オレンジ色 - 低燃料レベル。

オレンジ色
点点灯灯：車両排出ガス制御システムの不具合。
点点滅滅：エンジンの不具合。応急帰還モードにな
ります。直ちに車両の整備を行ってください。

アアイイココンンおおよよびびイインンジジケケーータターー -- 多多機機能能デディィススププレレイイ

アアイイココンンおおよよびびイインンジジーータターー

スポーツモードが選択されているこ
とを示します。

ECOモードが選択されていることを
示します。

ゲージ – 7.2インチデジタルディスプレイ
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設設定定
セセッットトアアッッププ
メニューボタンを使用してSSEETTTTIINNGGSSを選択し、ボタンを押したま
まにして設定メニューに入ります。中央の表示の速度と回転数の切
り替えなど、さまざまなオプションが利用可能です。

単単位位のの選選択択
この多機能ゲージは工場でメートル単位に設定されていますが、
ヤードポンド単位に変更することができます。

メニューボタンを使用してUUNNIITTSSを選択し、ボタンを押したままに
して単位を変更します。

時時計計のの設設定定
MENUボタンを使用してCCLLOOCCKKを選択し、ボタンを押したままにし
て時刻を変更します。

1. MENUボタンを押して時計表示を選択します。
2. メニューボタンを1秒間押したままにします。
3. MENUボタンを押して、12時間表示または24時間表示を選択しま
す。

4. メニューボタンまたはOKボタンを押したままにして、選択内容
を確定します。

5. メニューボタンを押して時の桁を変更します（時の桁が点滅しま
す）。

6. メニューボタンまたはOKボタンを押したままにして、選択した
時間を確定します。

7. メニューボタンを押して分の桁に切り替えます（分の桁が点滅し
ます）。

8. MENUボタンを押して分の桁を変更します。

言言語語のの設設定定
ゲージ表示の言語は変更することができます。使用できる言語、お
よび好みに合わせたゲージの設定については、BRP認定スノーモー
ビルディーラーにご相談ください。

ゲージ – 7.2インチデジタルディスプレイ
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燃燃料料

燃燃料料にに関関すするる要要件件

注注意意
新新ししいいガガソソリリンンをを必必ずず使使用用ししまますす。。ガガソソリリンンはは放放っってておおくくとと酸酸
化化ししまますす。。酸酸化化すするるとと、、オオククタタンン、、揮揮発発性性化化合合物物のの損損失失、、おおよよ
びびガガムムおおよよびびワワニニススのの蓄蓄積積がが起起ここりり、、燃燃料料シシスステテムムをを損損傷傷ししかか
ねねまませせんん。。

アルコールとの燃料の混合は国および地域によって異なります。ご
使用されている車両は推奨される燃料を使用するために設計されて
いますが、次のことに注意してください。
– 政府の規制によって定められているアルコール割合を超えるアル
コールを含む燃料を使用することは推奨されておらず、もし使用
した場合、次のような燃料システムコンポーネントの問題が発生
しかねません。
– 始動および操作時の困難。
– ゴムまたはプラスチック部品の老化。
– 金属部品の腐食。
– 内部エンジン部品への損傷。

– ガソリンのアルコール度が政府の現在の規制を超えていると疑っ
た場合、燃料漏れまたはその他の燃料システムの異常がないか常
に点検してください。

– アルコールが混合された燃料は水分を多く含む車があり、燃料の
相分離につながる恐れがあり、エンジンの性能上の問題またはエ
ンジンの損傷を引き起こす可能性があります。

推推奨奨燃燃料料
10%以下のエタノールを含む無鉛ガソリンを使用してください。ガ
ソリンは、次の最低オクタン価が必要となります。
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燃燃料料タタイイププ エエンンジジンン 最最低低オオククタタンン価価

エタノールを含ま
ない燃料

600 ACE
900 ACE

87 AKI (RON+MON)/2
92 RON

900 ACE Turbo 91 AKI (RON+MON)/2
95 RON

10%以下のエタノ
ールを含む可能性
のある燃料

600 ACE
900 ACE

900 ACE Turbo

91 AKI (RON+MON)/2
95 RON

注注意意
他他のの燃燃料料をを試試ししたたりりししなないいこことと。。不不適適当当なな燃燃料料をを使使用用すするるとと、、
エエンンジジンンままたたはは燃燃料料シシスステテムムのの損損傷傷をを招招ききかかねねまませせんん。。

注注意意
EE8855ののララベベルルのの燃燃料料ポポンンププかかららのの燃燃料料はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだ
ささいい。。

E15のラベルの燃料の使用は、U.S. EPA（米国環境保護庁）の規制
により禁止されています。

給給油油のの手手順順

警警告告

給給油油前前にに必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししててくくだだささいい。。

燃料
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警警告告
燃燃料料はは、、一一定定のの条条件件下下でで可可燃燃性性おおよよびび爆爆発発性性をを持持ちちまますす。。
裸裸火火をを明明かかりりににししてて燃燃料料レレベベルルをを確確かかめめるるののはは絶絶対対ににややめめててくく
だだささいい。。
絶絶対対にに近近くくででタタババココをを吸吸っったたりり、、炎炎やや火火花花をを発発生生ささせせたたりりししなな
いいででくくだだささいい。。
換換気気ののよよいい場場所所でで作作業業ししててくくだだささいい。。

注注記記：：
フューエルキャップが正しく取り付けられていない場合、シートに
座ったり、寄りかかったりしないでください。

1. エンジンを止めます。
2. オペレーターと同乗者を車両から降ろしてください。

警警告告
給給油油中中、、誰誰もも車車両両にに乗乗ららせせなないいででくくだだささいい。。

3. 燃料リザーバーキャップを取り外す前に、キャップを反時計回り
にゆっくり回して圧力を安定させます。

注注記記：：
短いホイッスル音が鳴るのは正常です。

燃料
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代代表表的的なな例例
1. 燃料タンクキャップ

4. 給油ノズルをフィラーネックに差し込んでください。
5. タンクから空気を逃がして燃料が逆流しないように、燃料をゆっ
くり注ぎます。燃料をこぼさないように注意してください。

6. 燃料がフィラーネックの根元のところまで達したら、給油を止め
ます。燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。

警警告告
車車両両をを温温かかいい場場所所にに停停車車すするる前前にに、、絶絶対対にに燃燃料料タタンンククにに補補充充しし
なないいででくくだだささいい。。温温度度上上昇昇ににつつれれてて、、燃燃料料がが膨膨張張しし流流出出すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。

7. フューエルリザーバーキャップを時計回りに回して、完全に締め
付けます。

警警告告

車車両両かからら若若干干ここぼぼれれたた燃燃料料はは必必ずず拭拭きき取取っっててくくだだささいい。。大大量量のの
漏漏れれがが発発生生ししたた場場合合ははササイイドドパパネネルルをを取取りり外外しし、、エエンンジジンンココンン
パパーートトメメンントトかからら燃燃料料蒸蒸気気をを除除去去ししててかからら始始動動ししててくくだだささいい。。

注注記記：：
フューエルキャップが正しく取り付けられていない場合、シートに
座ったり、寄りかかったりしないでください。

燃料
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エエンンジジンンオオイイルル

推推奨奨オオイイルル
Rotax®エンジンは、XPS™オイルを使用して開発と検証が行われま
した。BRPでは、XPSエンジンオイルまたは同等の使用を常に推奨
しています。推奨エンジンオイルにはオイル添加物を混入しないで
ください。エンジンに適していないオイルの使用や添加剤を加えた
ことを原因とする損傷については、BRPの限定保証の対象にならな
い場合があります。

XXPPSS推推奨奨エエンンジジンンオオイイルル

4T 0W40合成油

推奨されるXPSエンジンオイルが入手できない場合

下記の潤滑油仕様を満足するかそれを超える0W40 4ストローク
SAE合成エンジンオイルを使用してください。
オイルの容器に貼付されているAPIサービスラベルの分類を必ず確
認し、表示されている規格が含まれていることを確認してくださ
い。
– APIサービス分類SN
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慣慣ららしし運運転転期期間間

慣慣ららしし運運転転中中のの運運転転
エエンンジジンン
慣らし期間中は：
– 長時間のフルスロットル走行は避けてください。
– 加速を維持し続けるのは避けてください。
– 巡航速度での長時間の運転は避けてください。
– エンジンのオーバーヒートを避けてください。

ただし、短い加速や速度の変動は、慣らし運転の質を向上させま
す。

あらかじめ設定された時間、エンジンマネジメントシステムはエン
ジンのパラメータの一部を制御します。

持続時間は燃料の残量に基づきます。 慣らし運転を完了するまで
に、燃料が燃料タンク2杯分ほど必要です。

この期間中：
– エンジンの性能と挙動は最適ではありません。
– 燃料とオイルは最適時より多く消費されます。

駆駆動動ベベルルトト
新品のドライブベルトは、50 km（30 mi）の慣らし運転を必要とし
ます。

慣らし期間中は：
– 激しい加速や減速は避けてください。
– 貨物のけん引は避けてください。
– 高速での巡航は避けてください。

車両がクリープするのであれば、ドライブベルトの高さを予備設定
より低くしてください。メンテナンス手順のドライブベルトを参照
してください。
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基基本本手手順順

エエンンジジンン始始動動手手順順
手手順順
1. パーキングブレーキをかけます。
2. スロットルコントロールレバーの操作を再確認します。
3. ヘルメットを着用します。
4. テザーコードキャップがエンジンカットオフスイッチに取り付け
られていることと、コードが衣服のハトメに取り付けられている
ことを確認します。

5. 緊急エンジン停止スイッチがON位置 (アップ) にあることを確認
します。

警警告告
エエンンジジンン始始動動中中にに、、決決ししててススロロッットトルルをを引引きき絞絞ららなないいででくくだだささ
いい。。

6. パーキングブレーキを解除します。

注注記記：：
最初の低温始動時、パーキングブレーキを解除しないでください。
以下に説明するように、暖機手順を実行します。

7. スタートボタンを押して電動スターターを作動して、エンジンを
始動します。エンジンが始動したら、すぐにボタンを放します。

注注意意
電電動動ススタターータターーをを一一度度にに1100秒秒以以上上押押ささなないいででくくだだささいい。。電電動動スス
タターータターーををククーールルダダウウンンささせせるるたためめにに、、ククラランンキキンンググササイイククルル
間間のの中中断断時時間間をを遵遵守守ししててくくだだささいい。。

緊緊急急始始動動
緊急始動手続を試みないでください。バッテリーを再充電するまた
は取り換える。

車車両両暖暖機機
毎回走行する前に、以下のように車両を暖機してください。

1. 上記のエンジン始動手順（155ページ）エンジン始動手順で説明
したように、エンジンを始動します。

2. エンジンをアイドリング回転数で1～2分暖機します。
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注注記記：：
約12分アイドリングしたあと、エンジンは停止します。

3. パーキングブレーキを解除します。
4. ドライブプーリーが噛み合うまで、スロットルを作動させます。
最初の2～3分間は、低速で走行します。

注注意意
ススロロッットトルルをを作作動動ささせせててもも車車両両がが動動かかなないい場場合合、、エエンンジジンンをを停停
止止しし、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかか
らら引引きき抜抜いいててかからら、、以以下下ののここととををししまますす。。
–– ススキキーーがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ハハンンドドルルをを
持持っってて一一度度にに一一方方ののススキキーーだだけけをを持持ちち上上げげててかからら、、元元にに戻戻しし
まますす。。

–– トトララッッククがが地地面面にに固固着着ししてていいなないいかか点点検検ししまますす。。ススノノーーモモーー
ビビルルのの後後部部をを持持ちち上上げげてて、、トトララッッククがが地地面面かからら離離ししててかからら、、
降降ろろししまますす。。

–– リリアアササススペペンンシショョンンをを調調べべてて、、固固いい雪雪やや氷氷のの堆堆積積ががトトララッックク
のの回回転転をを妨妨害害ししてていいなないいかか確確認認ししまますす。。そそのの周周辺辺をを清清掃掃ししまま
すす。。

–– トトラランンススミミッッシショョンンがが接接続続さされれてていいるる（（ニニュューートトララルルにになな
いい））ここととをを確確認認ししまますす。。

注注意意
負負傷傷ししなないいよよううにに注注意意ししてて、、適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに
脚脚力力をを利利用用ししてて持持ちち上上げげててくくだだささいい。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考
ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

警警告告
テテザザーーココーードドキキャャッッププがが引引きき抜抜かかれれてていいるるここととをを確確認認ししててかか
らら、、車車両両のの前前にに立立ちち、、トトララッッククままたたははリリアアササススペペンンシショョンンココンン
ポポーーネネンントトにに近近づづききまますす。。

注注記記：：
暖機は電子制御されます。この間 (外気温によるが最長10分間)、エ
ンジン回転数が制限されます。

基本手順
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ハハイイままたたははロローーレレンンジジへへののシシフフトト
このトランスミッションは、動作中にシフトができるように設計さ
れています。しかし、エンジンに高い負荷がかかっているときのシ
フトは推奨していません。

注注意意
3300 kkmm//hh（（1199 MMPPHH））をを超超ええてていいるるととききににシシフフトトすするるとと、、ギギヤヤ
ボボッッククススにに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。

ハハイイレレンンジジ
この位置にすると、ギアボックスの高速レンジが選択されます。こ
れは、通常の走行速度レンジです。車両は、最高速度に到達できま
す。

ロローーレレンンジジ
この位置にすると、ギアボックスの低速レンジが選択されます。車
両は低速で動き、最大のエンジントルクを発揮します。

ローレンジは下記のときに使用する必要があります：
– カーゴキャリアまたはアクセサリーのけん引
– 重いものを運ぶ
– 障害物を越える
– トレーラーへの積み込み
– 上り坂

また、24 km/h（15 MPH）未満で長時間走行する場合も、ローレン
ジを使用するよう推奨しています。

注注意意
カカーーゴゴキキャャリリアアををけけんん引引すするるとときき、、重重いい荷荷物物をを運運搬搬すするるとときき、、
障障害害物物をを横横切切るるとときき、、ままたたはは傾傾斜斜をを上上っったたりり下下っったたりりすするるとときき
はは、、ロローーレレンンジジをを使使用用ししててくくだだささいい。。

リリババーーススへへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。座った状態を維持します。姿勢につい
ては乗車のセクションのライダーの姿勢（後退走行）を参照して
ください。

3. エンジンがアイドリング回転数で作動しているときに、始動/
RERボタンでリバース（R）ギヤを選択します。

4. リバースブザー音が鳴るまで待ちます。次にそっとスロットルレ
バーを引き絞ります。

基本手順
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警警告告
リリババーースス回回転転数数はは制制限限さされれまませせんん。。高高速速でで後後退退すするるとと車車両両のの制制
御御がが失失わわれれるる恐恐れれががあありりまますすののでで、、常常にに注注意意ししてて進進んんででくくだだささ
いい。。完完全全にに停停止止ししててかからら、、リリババーーススをを作作動動ささせせててくくだだささいい。。シシ
フフトトををすするる前前にに、、必必ずずシシーートトにに着着座座ししてて、、ブブレレーーキキををかかけけててくく
だだささいい。。走走行行すするる前前にに、、車車両両のの背背後後のの通通りり道道にに障障害害物物ががななくく、、
人人ががいいなないいここととをを確確認認ししててくくだだささいい。。

リリババーーススかからら前前進進へへののシシフフトト
1. 車両を完全に停止させます。
2. ブレーキをかけ続けます。
3. RERボタンを押して、放します。
4. スロットルレバーをゆっくり変動なく引き絞ります。ドライブ
プーリーを噛み合わせてから、注意深く加速します。

エエンンジジンンのの停停止止
スロットルレバーを放し、エンジンがアイドリング回転数に戻るま
で待ちます。

緊急エンジン停止スイッチを使用して、またはテザーコードキャッ
プをエンジンカットオフスイッチから引き抜いて、エンジンを停止
させます。

警警告告
車車両両がが動動作作ししてていいなないいととききはは、、不不測測ののエエンンジジンン始始動動をを防防止止しし、、
子子供供やや他他のの人人がが断断りりななくく使使用用すするるここととをを避避けけ、、盗盗難難をを防防ぐぐたためめ
にに、、必必ずずテテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチ
かからら引引きき抜抜いいてておおいいててくくだだささいい。。

基本手順
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走走行行条条件件ととススノノーーモモーービビルルににつついいてて

高高度度
工場では、スノーモービルをある高度範囲 (海抜) で使用するように
較正します。

新品のスノーモービルのハンドルバーには、較正を示すタグが取り
付けられています。車両の安全情報を参照してください。

スノーモービルの較正について不明点がある場合は、BRP認定ス
ノーモービルディーラーにご相談ください。

スノーモービルを、規定高度範囲外で使用する場合は、BRP認定ス
ノーモービルディーラーでその高度に見合った較正をしてもらって
ください。

注注意意
不不適適切切なな高高度度較較正正はは性性能能をを下下げげ、、ススノノーーモモーービビルルにに深深刻刻なな損損傷傷
をを与与ええるる恐恐れれががあありりまますす。。

温温度度
これらのエンジンのエンジン管理は、すべての温度で最適空燃比を
提供します。

固固いい圧圧雪雪
このガイドに記載されている、最小トラックプロファイル（44 mm
（1.75 in））を持つどのモデルも、深雪条件に合わせて設計されて
いるため、雪のある場所と無い場所の境界や固い圧雪上で長時間使
用しないでください。

上記の状況で走行しなければならない場合：
– いずれの状況においても、70 km/h（45 mph）を超えないように
してください。

– （スロットルの75%を超える）急加速は避けてください。
– アイススクラッチャーを使用する必要があります。
– エンジン温度が温度計の75%を超えないようにしてください。

注注意意
ここれれららののタタイイププののトトララッッククをを、、トトレレーールル、、固固いい圧圧雪雪面面、、ままたたはは
氷氷のの上上でで高高速速でで動動かかすすとと、、ララググにに高高いい応応力力ががかかかかりり、、加加熱熱すするる
傾傾向向ががあありりまますす。。ままたた、、特特定定のの摩摩耗耗部部品品のの寿寿命命がが劇劇的的にに短短くくなな
りりまますす。。考考ええらられれるるトトララッッククのの潜潜在在的的なな品品質質劣劣化化、、剥剥離離、、損損傷傷
をを避避けけるるたためめにに、、そそののよよううなな路路面面でではは速速度度をを落落ととしし、、必必要要最最小小
限限のの距距離離をを走走行行すするるよよううににししててくくだだささいい。。



160

アアイイススススククララッッチチャャーーをを装装備備ししたた車車両両

アイススクラッチャーは、エンジンの冷却能力を高め、トラックク
リップやスライダーを潤滑し冷やすために車両に装備されていま
す。これは、雪がリアサスペンションや開口部まで十分に跳ね上が
らないような氷、固い圧雪などの条件下で使用する必要がありま
す。

注注意意
高高いいララググププロロフファァイイルルののトトララッッククをを装装備備ししたたススノノーーモモーービビルル
をを、、トトレレーールルやや圧圧雪雪上上でで走走行行ささせせるるここととはは推推奨奨ししてていいまませせんん
がが、、そそれれららのの条条件件下下でで車車両両をを使使用用すするる場場合合はは、、アアイイドドララーーホホ
イイーールルととアアイイススススククララッッチチャャーーをを組組みみ合合わわせせるるよようう強強くく推推奨奨しし
てていいまますす。。

重重要要事事項項

これらの条件において走行すると、トラックの信頼性やその保証
をリスクにさらすことになります。

次に示すトラックプロファイル高さを持つ場合は、表示されている
推奨維持速度を絶対超えないようにしてください。

トトララッッククププロロフファァイイルル高高ささ 最最高高維維持持速速度度

57 mm（2.25 in）
60 mm（2.36 in） 110 km/h（70 MPH）

64 mm（2.52 in）
75 mm（3 in） 95 km/h（60 MPH）

走行条件とスノーモービルについて
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乗乗りり心心地地のの調調整整
スノーモービルの操縦性と乗り心地は数多くの調整に依存します。

警警告告
ササススペペンンシショョンンのの調調整整はは、、車車両両ののハハンンドドリリンンググ性性能能にに影影響響をを与与
ええるる可可能能性性ががあありりまますす。。必必ずず時時間間ををかかけけてて、、ササススペペンンシショョンンのの
調調整整ををししたた後後のの車車両両のの挙挙動動にに慣慣れれててくくだだささいい。。必必ずず左左側側とと右右側側
ササススペペンンシショョンンココンンポポーーネネンントトをを同同じじ設設定定にに調調整整ししまますす。。

サスペンション調整の選択は、載せる荷重、オペレーターの体重、
個人的な嗜好、走行速度および雪原の状態により変化します。

注注記記：：
ご使用のスノーモービルに適用できない調整もあります。

警警告告
ササススペペンンシショョンン調調整整をを行行うう前前にに、、以以下下ののここととをを覚覚ええてておおいいててくく
だだささいい。。
–– 安安全全なな場場所所にに駐駐車車すするる。。
–– テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら引引
きき抜抜くく。。

–– 適適切切ななリリフフトト装装置置をを使使用用すするるかか、、手手助助けけをを得得てて持持ちち上上げげるる力力
をを分分担担ししまますす。。リリフフトト装装置置をを使使用用ししなないい場場合合、、正正ししいい持持ちち上上
げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを使使用用ししまますす。。

–– ごご自自分分のの限限界界をを超超ええるる場場合合はは、、車車両両のの前前部部やや後後部部をを持持ちち上上げげ
よよううととししなないいででくくだだささいい。。

–– ササススペペンンシショョンンをを調調整整すするる前前にに、、適適切切なな装装置置をを使使用用ししてて、、車車
両両のの前前部部をを地地面面かからら離離ししてて支支ええまますす。。

–– リリアアデデフフレレククタターーパパネネルル付付ききのの幅幅広広ののススノノーーモモーービビルルススタタンン
ドドをを使使用用ししてて、、車車両両のの後後部部をを地地面面かからら離離ししてて支支ええまますす。。

–– 支支持持装装置置がが安安定定ししてていいてて、、動動かかなないいここととをを確確認認ししまますす。。

サスペンションをセットアップする最良の方法は、各調整を一時に
ひとつだけカスタマイズすることです。さまざまな調整は相互に関
連しています。たとえば、フロントスプリングを調整したあと、セ
ンタースプリングの再調整が必要になる場合もあります。 スノー
モービルの試験走行は、トレール、速度、雪、オペレーターのライ
ディング姿勢など同じ条件下で行います。また、満足が行くまで、
系統的に行います。

以下はサスペンションの微調整のガイドラインです。車載工具に含
まれているサスペンション調整ツールを使用します。
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フフロロンントトササススペペンンシショョンンのの調調整整
ススキキーーススタタンンスス
スキーは、3つの異なる幅に設定できます。

異なる幅が得られるように、スペーサーを置きます。
– スキーレッグの内側（最も狭いスキースタンス設定：斜面での
ターンの開始が最も簡単）

– スキーレッグの外側（最も広いスキースタンス設定：コーナーで
最も安定）

– 各側（中間設定：深雪時に最も操舵精度が高い）

1. スペーサー
2. アクスル
3. ストッパー
4. ねじ
5. ワッシャ
6. ナット

締締めめ付付けけトトルルクク

スキーナット 48 ± 6 Nm
（35 ± 4 lbf-ft）

フフロロンントトススププリリンンググ
フロントスプリングプリロードはフロントサスペンションの固さに
影響を与えます。

乗り心地の調整



163

フロントサスペンションプリロードは操舵挙動にも影響を与えま
す。

対対処処 結結果果

プリロードの増加

フロントサスペンションがより
固くなる

フロントエンドが高くなる

操舵がより精細になる

衝撃吸収能力が向上する

プリロードの減少

フロントサスペンションが軟ら
かくなる

フロントエンドが低くなる

操舵が軽くなる

衝撃吸収能力が低下する

警警告告
両両方方ののススププリリンンググにに同同じじププリリロローードドががかかかかるるよよううにに調調整整ししまま
すす。。不不均均等等なな調調整整ははハハンンドドリリンンググ不不良良、、安安定定性性不不良良ままたたはは制制御御
不不良良のの原原因因ににななりり、、事事故故ののリリススククがが増増大大ししまますす。。

カカムムタタイイププアアジジャャススタターー

工具キットに同梱のサスペンション調整工具を使用してカムを回す
ことにより、スプリングプリロードを増減させます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリンンググアアジジャャススタターー –– タタイイププ11

乗り心地の調整
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リングとスプリングをつかんで回し、スプリングプリロードを増減
させます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリンンググアアジジャャススタターー –– タタイイププ22

リングとスプリングをつかんで回し、スプリングプリロードを増減
させます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

乗り心地の調整
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リリアアササススペペンンシショョンンのの調調整整

EEAASSYYRRIIDDEE -- 調調整整可可能能ななココンンポポーーネネンントト
1. イージーアジャストハンドル（装備されている場合）
2. リアスプリング
3. センタースプリング
4. ストッパーストラップ

注注意意
リリアアササススペペンンシショョンンをを調調整整すするるととききはは、、必必ずずトトララッッククのの張張力力をを
確確認認しし、、必必要要にに応応じじてて調調整整ししまますす。。

スストトッッパパーースストトララッッププ –– EEaassyyRRiiddeeササススペペンンシショョンン
ストッパーストラップの長さは、センタースプリングにかかる重
量、特に加速時にかかる重量に影響を与え、このため、フロントエ
ンドが持ち上がります。

ストッパーストラップの長さは、センタースプリングの行程長にも
影響を与えます。

注注意意
スストトッッパパーースストトララッッププのの長長ささをを変変更更ししたたととききはは必必ずずトトララッッククのの
張張りりをを点点検検すするる必必要要ががあありりまますす。。

注注記記：：
ストッパーストラップは、ポジション1、2、または3に設定できま
す。より若い数はより長いストラップ設定に対応します。

乗り心地の調整
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スストトッッパパーースストトララッッププのの位位置置
1. 位置1（最低）
2. 位置2
3. 位置3（最短）

スノーモービルが深雪中を、または上り斜面を走行する場合、ス
トッパーストラップの長さやライディング姿勢を変えること、また
雪原上でトラックが走行する角度を変えることが必要な場合もあり
ます。オペレーター'が様々な調整や雪の状態を熟知していれば、最
も効率的な組み合わせが分かります。

一般的に、ストッパーストラップを長く設定すれば、平地での性能
がよくなり、短く設定すれば、深雪の急斜面での操縦性がよくなり
ます。

乗り心地の調整
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スストトッッパパーースストトララッッププ設設定定

位位置置 使使用用

1
原野の走行：
– 衝撃の吸収が向上する
– 平地での軽く簡単なハンドリング

2 標準設定：最良の全体的設定 (汎用)

3
上り斜面：
– 上り斜面用のよりよいトラックアタック角度
– 移動が少なくなる
– 車高が低くなる

セセンンタターーススププリリンンググ
センタースプリングプリロードは操舵力、操縦性および衝撃吸収に
影響を与えます。

また、センタースプリングプリロードの調整は、トラックの前部へ
の圧力を増減し、深雪中での性能に影響をおよぼします。

対対処処 結結果果

プリロードの増加

操舵が軽くなる

衝撃吸収能力が向上する

深雪中で発進しやすくなる

深雪中での性能と操縦性がよく
なる

プリロードの減少

操舵が重くなる

衝撃吸収能力が低下する

トレール操縦性がよくなる

カカムムタタイイププアアジジャャススタターー

工具キットに同梱のサスペンション調整工具を使用してカムを回す
ことにより、スプリングプリロードを増減させます。

乗り心地の調整
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1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリンンググタタイイププアアジジャャススタターー

リングとスプリングをつかんで回し、スプリングプリロードを増減
させます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

リリヤヤススププリリンンググ
リアスプリングプリロードは乗り心地、車高および荷重補正に影響
をおよぼします。

また、リアスプリングプリロードを調整すると、スノーモービルの
フロントエンドにかかる重量が増減します。その結果、スキーにか
かる重量が増減します。これは、深雪中での性能、操舵効果および
操縦性に影響を与えます。

最悪の走行条件においてサスペンションが軽くボトムした場合、ス
プリングプリロードのよい選択をしたことを示します。

対対処処 結結果果

プリロードの増加 リアサスペンションが固くなる

乗り心地の調整
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対対処処 結結果果

リアエンドが高くなる

衝撃吸収能力が向上する

操舵が重くなる

プリロードの減少

リアサスペンションが軟らかくなる

リアエンドが低くなる

衝撃吸収能力が低下する

操舵が軽くなる

深雪中での性能と操縦性がよくなる

プリロードが正しいか否かを特定するために、以下を参照してくだ
さい。
– A = サスペンションが完全に伸びた状態。
– B = オペレーター、同乗者および荷重が乗り、サスペンションが
一番下まで下がった状態

– C = 寸法「A」と「B」の間の距離。下表を参照してください。

代代表表例例 -- 地地面面とと上上部部リリアアアアーームムピピボボッットトままででのの距距離離

乗り心地の調整
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CC 対対策策

90～100 mm（3.6～4 in） 調整は不要

100 mm（4 in）超過
調整が軟らか過ぎ。プリロード

の増加

90 mm（3.6 in）未満
調整が固過ぎ。プリロードの減

少

注注記記：：
純正品のスプリングで基準値が達成できない場合は、選択可能な別
のスプリングがないかBRP認定スノーモービルディーラーにお尋ね
ください。

工具キットに同梱のサスペンション調整工具を使用して、ロックリ
ングを緩めて調整リングを回すことにより、スプリングプリロード
を増減させます。

調整が行われた後、ロックリングを締め付けます。

1. プリロードの増加
2. プリロードの減少

乗り心地の調整
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1. ロックリング
2. 調整リング

負負荷荷容容量量のの調調整整（（装装備備さされれてていいるる場場合合））
一部のEasyRideサスペンションには、リアサスペンションの負荷容
量の調整機能が追加されています。

注注意意
調調整整部部はは、、必必ずずいいずずれれかか一一方方のの端端ままででいいっっぱぱいいにに締締めめ付付けけるるよよ
ううににししててくくだだささいい。。調調整整部部をを中中間間位位置置でで放放置置ししなないいででくくだだささ
いい。。損損傷傷すするる場場合合ががあありりまますす。。

調整するには以下のようにします。

固固めめのの設設定定

乗り心地の調整
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ハハンンドドルルをを時時計計方方向向ににいいっっぱぱいいままでで回回すす -- 固固めめののササススペペンンシショョンン

サスペンションを硬めにするには、ハンドルを時計方向いっぱいに
回します。

注注記記：：
リミッターがリアアームブラケットに接触してることを確認しま
す。

乗り心地の調整
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柔柔ららかかめめのの設設定定

ハハンンドドルルをを反反時時計計方方向向ににいいっっぱぱいいままでで回回すす -- 柔柔ららかかめめののササススペペンン
シショョンン

サスペンションを硬めにするには、ハンドルを反時計方向いっぱい
に回します。（工場出荷時の設定）

乗り心地の調整
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注注記記：：
リミッターがリアアームチューブに接触してることを確認します。

調調整整表表

快適設定
(1-UP)

快適設定
(2-UP)

貨物運搬
時

重量物けん
引時

柔らかめ
の設定

X – パッケ
ージ

X – パッケ
ージ

固めの設
定

X –パッケ
ージ

X – パッケ
ージ

乗り心地の調整
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車車両両挙挙動動にに基基づづくく調調整整ののココツツ
問問題題 修修正正手手段段

フロントサスペンション
の動きが速すぎる

スキーアライメントを確認します。
– フロントサスペンションスプリン
グプリロードを減らします。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

– リアスプリングのプリロードを減
らします。

速度が一定のときに操舵
が重すぎる

– フロントサスペンションスプリン
グプリロードを減らします。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

加速時に操舵が重すぎる
– リアスプリングのプリロードを減
らします。

– リミッターストラップを長くしま
す。

コーナリングまたは加速
時にスキーのリフトが大

きすぎる

– リミッターストラップを短くしま
す。

– リアスプリングプリロードを増や
します。

スノーモービルのリアが
固すぎる

– リアスプリングのプリロードを減
らします。

スノーモービルのリアが
軟らかすぎる

– リアスプリングプリロードを増や
します。

リアサスペンションが頻
繁に底付きする

– リアスプリングプリロードを増や
します。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

– リミッターストラップを長くしま
す。

乗り心地の調整
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問問題題 修修正正手手段段

スノーモービルが旋回す
るような動きを見せる

– センタースプリングプリロードを
減らします。

– リアスプリングプリロードを増や
します。

– フロントサスペンションスプリン
グプリロードを増やします。

– リミッターストラップを短くしま
す。

発車時に、トラックが頻
繁にスピンする

– リミッターストラップを長くしま
す。

– リアスプリングのプリロードを減
らします。

– センタースプリングプリロードを
増やします。

乗り心地の調整
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メメンンテテナナンンスス
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メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル
メンテナンスは、車両を安全な運転状態に保つために非常に重要で
す。車両は、メンテナンススケジュールに基づいて整備してくださ
い。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナー
による不適切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合な
どは、保証請求が拒否されることもあります。

定期的な点検を実施し、メンテナンスのスケジュールを守ってくだ
さい。ススケケジジュューールルどどおおりりににメメンンテテナナンンススをを行行っってていいててもも、、始始業業
点点検検はは必必要要でですす。。

警警告告
メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールルやや手手順順にに従従っってて適適切切にに車車両両をを維維持持
ししなないいとと、、安安全全なな作作動動をを損損ねねまますす。。

EEPPAA規規制制 -- カカナナダダおおよよびび米米国国向向けけ車車両両
修修理理工工場場、、ままたたはは所所有有者者任任意意のの個個人人がが、、排排出出ガガスス制制御御装装置置おおよよびび
シシスステテムムののメメンンテテナナンンスス、、交交換換、、ままたたはは修修理理を実施できます。これ
らの手順には、部品や、BRPまたはBRP認定スノーモービルディー
ラーによる整備は不要です。

BRP認定スノーモービルディーラーは、車両を整備する技術上の詳
細な知識とツールを備えていますが、排出ガス関連保証は、BRP認
定スノーモービルディーラーや、BRPがビジネス関係を持つその他
の機関を利用することを条件としていません。

適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナー
による不適切なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合な
どは、保証請求が拒否されることもあります。

排出ガス関連保証の請求では、BRPは、排出ガス関連部品の診断と
修理をBRP認定スノーモービルディーラーに限定しています。詳細
は、保証のセクションに記載された米国EPA排出ガス性能保証を参
照してください。

本書の給油セクションに記載されている燃料に関する要件の指示に
従ってください。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリン
が広く販売されている場合でも、米国 EPA はエタノールの含有率が
10体積%を超えるガソリンの使用を禁止しています。これは、この
車両にも適用されています。このエンジンに、エタノールの含有率
が 10 体積 %を超えるガソリンを使用すると、排出ガス制御システ
ムを損傷する恐れがあります。
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TTrraaiill// CCrroossssoovveerr// UUttiilliittyyのの使使用用
車両がTrail、Crossover、またはUtilityモデルであるかどうかに関わ
らず、これらのモデルを使用するときは、毎年定期的にメンテナン
ス作業を行う必要があります。これらは、下記の表ではA+として表
記されています。

定期的にトトレレーールル走走行行をを行行うう、、田田舎舎道道をを探探索索すするる、、ままたたははススノノーー
モモーービビルルをを使使用用ししてて作作業業をを行行うう場場合合はは、、A+のTrail / Crossover /
Utilityの間隔に従って、下記の表に記載されている作業を行ってくだ
さい。

極極寒寒条条件件
-25 °C（-13 °F）以下の外気温で頻繁に動作するエンジンの場合、整
備とメンテナンスのスケジュールを増やす必要があります。

このような極寒の外気温で動作する内燃機関には、始動/停止のたび
に多くの結露が溜まります。

長時間にわたりエンジンが動作温度に達しないため、オイルは、水
やガスの残渣（水分より多い）で相当希釈されます。

オイルから水分を蒸発させるためには、エンジンを動作温度にする
必要があります。

日常の使用（業務やレジャーでの走行サイクル）が下記の状況と類
似している場合、BRPは、少なくとも毎月オイルを交換するよう強
くお勧めします。

整備とメンテナンスのスケジュールを増やす要因：
– 日常での使用の際に、エンジンが適切な動作温度に達しない。
– 動作温度に達することなく、始動と停止を複数回行う。
– アイドリング時間が短い。
– 動作温度に達することがない、短距離で低回転数での走行サイク
ルである。

注注記記：：
BRPでは、液体類の暖気を補助するために、ブロックヒーターの取
り付けを強く推奨しています。これは、オイルの寿命を伸ばすのに
役立ちます。

メンテナンスのスケジュール
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メメンンテテナナンンススののススケケジジュューールル
推奨するメンテナンスの間隔は次の表に示す通りです。これに従
い、適切なメンテナンスを実施してください。

メンテナンス表には、下記の2つの基準（いずれか早い方）に基づい
て実施しなければならない項目が示されています。
– 暦時間
– オドメーターの表示値

従うべき基準は、運転習慣によって異なります。例:
– 隔週末に車両を使用して友人とトレール走行を楽しんでいる人
は、ほとんどの場合、オオドドメメーータターーのの表表示示値値に従ってメンテナ
ンスの頻度を決定するようになります。

– 年間で車両をほぼ使用しない、または数回しか使用しない人は、
暦暦時時間間に従ってメンテナンスの頻度を決定するようになります。

重重要要事事項項: 次の表は、最初の3年間のメンテナンス実施概要を示し
ています。これ以降の年については、同じパターンを交互に繰り返
してください。

メメンンテテナナンンスス概概要要
暦時間 オドメーター Trail/Cross

Over/Utility

毎月 1,500 km（1,000
mi） AA++

1年 3,000 km（2,000
mi） AA

毎月 4,500 km（3,000
mi） AA++

2年 6,000 km（4,000
mi） AAおよびBB

毎月 7,500 km（5,000
mi） AA++

メンテナンスのスケジュール



181

660000 AACCEE// 990000 AACCEEエエンンジジンン

TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

エアおよび燃料供給
燃料コンポーネント（
燃料キャップ、ホー
ス、クランプ、および
タンク固定）および機
能

II

インライン燃料フィル
ター

RR
5年ごと

ボディおよびシャーシ
ボディパネルおよびハ
ードウェア II、、TT

ピボット、ラッチ、ヒ
ンジおよびキーバレル LL

エンジンおよび冷却
エンジン冷却コンポー
ネント（クーラント濃
度、クーラントレベ
ル、ホース状態、クラ
ンプ、漏れ）

II、、AA

エンジンオイルおよび
オイルフィルター RR

エンジンシールおよび
ガスケット II

メンテナンスのスケジュール
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TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

スパークプラグ

RR
3年ごと
または
10,000
k

m（6,00
0 mi）走
行ごと

エンジンクーラント RR
5年ごと

排気および排出ガス
排気コンポーネント（
ガスケット、パイプ、
マフラー状態、漏れ）

II

エキゾーストマニホー
ルド 合合

ブレーキ
ブレーキコンポーネン
トおよび機能 II,, LL

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ
チェーンケース駆動チ
ェーンの張力 AA AA

ギヤボックス/チェーン
ケースのオイルレベル II II

メンテナンスのスケジュール
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TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

トラックのアライメン
トと張力 AA II、、AA

ギヤボックス/チェーン
ケースオイル RR

無段変速機（CVT）

CVTコンポーネントお
よび機能 II、、CC、、LL

CVTドライブベルト状
態 II

CVTドライブベルトの
張力 AA AA

ドライブプーリーリテ
ーニングスクリュー 合合

電気式
バッテリー接続部およ
び状態 II

電気ハーネスの取り回
し II

ヘッドライト光軸 AA
モジュールおよび該当
のソフトウェアの更新 II

コントロールのスイッ
チの動作および照明 II

メンテナンスのスケジュール
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TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

ステアリングおよびコントロール
スキーランナー II II
パーキングポジション
レバーの動作 II、、AA

ステアリングアライメ
ント II、、AA

ステアリングコンポー
ネントおよび機能 II

スロットルケーブル AA
スロットルの動作 II
サスペンション
サスペンションコンポ
ーネントおよび機能 II,, LL

メンテナンスのスケジュール
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990000 AACCEE TTuurrbboo// RR

TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

エアおよび燃料供給
燃料コンポーネント（
燃料キャップ、ホー
ス、クランプ、および
タンク固定）および機
能

II

インライン燃料フィル
ター

RR
5年ごと

ボディおよびシャーシ
ボディパネルおよびハ
ードウェア II、、TT

ピボット、ラッチ、ヒ
ンジおよびキーバレル LL

エンジンおよび冷却
エンジン冷却コンポー
ネント（クーラント濃
度、クーラントレベ
ル、ホース状態、クラ
ンプ、漏れ）

II、、AA

エンジンオイルおよび
オイルフィルター RR

エンジンシールおよび
ガスケット II

メンテナンスのスケジュール
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TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

スパークプラグ

RR
3年ごと
または
10,000
k

m（6,00
0 mi）走
行ごと

エンジンクーラント RR
5年ごと

排気および排出ガス
排気コンポーネント（
ガスケット、パイプ、
マフラー状態、漏れ）

II

エキゾーストマニホー
ルド 合合

ターボ排気ガスケット

RR
3年ごと
または
10,000
k

m（6,00
0 mi）走
行ごと

ブレーキ
ブレーキコンポーネン
トおよび機能 II,, LL

メンテナンスのスケジュール
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TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

ブレーキ液 RR
2年ごと

ドライブ
チェーンケース駆動チ
ェーンの張力 AA AA

ギヤボックス/チェーン
ケースのオイルレベル II II

トラックのアライメン
トと張力 AA II、、AA

ギヤボックス/チェーン
ケースオイル RR

無段変速機（CVT）

CVTコンポーネントお
よび機能 II、、CC、、LL

CVTドライブベルト状
態 II

CVTドライブベルトの
張力 AA AA

ドライブプーリーリテ
ーニングスクリュー 合合

電気式
バッテリー接続部およ
び状態 II

メンテナンスのスケジュール
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TTRRAAIILL //
CCRROOSSSSOOVVEERR
// UUTTIILLIITTYY

AA++ AA BB

AA == 調調整整
CC == 清清掃掃
II == 点点検検
LL == 潤潤滑滑
RR == 交交換換
TT == トトルルクク

毎毎月月
ままたたはは
11,,550000
kkmm

（（11,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

毎毎年年
ままたたはは
33,,000000
kkmm

（（22,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

22年年ごごとと
ままたたはは
66,,000000
kkmm

（（44,,000000
mmii））走走
行行ごごとと

電気ハーネスの取り回
し II

ヘッドライト光軸 AA
モジュールおよび該当
のソフトウェアの更新 II

コントロールのスイッ
チの動作および照明 II

ステアリングおよびコントロール
スキーランナー II II
パーキングポジション
レバーの動作 II、、AA

ステアリングアライメ
ント II、、AA

ステアリングコンポー
ネントおよび機能 II

スロットルケーブル AA
スロットルの動作 II
サスペンション
サスペンションコンポ
ーネントおよび機能 II,, LL

メンテナンスのスケジュール
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メメンンテテナナンンススのの手手順順
このセクションでは、基本的なメンテナンスの手順を説明します。

警警告告
メメンンテテナナンンススをを行行うう場場合合はは、、エエンンジジンンをを止止めめ、、テテザザーーココーードド
キキャャッッププをを取取りり外外ししてて、、以以下下ののメメンンテテナナンンスス手手順順にに従従っっててくくだだ
ささいい。。適適切切ななメメンンテテナナンンスス手手順順をを守守ららなないいとと、、高高温温のの部部品品、、稼稼
動動部部分分、、電電気気的的、、化化学学的的ああるるいいははそそのの他他のの危危険険にによよりり負負傷傷すするる
恐恐れれががあありりまますす。。

警警告告

分分解解//組組立立をを行行ううととききにに、、ロロッックク装装置置（（ロロッッククタタブブ、、戻戻りり止止めめ
フファァススナナーーななどど））のの取取りり外外ししがが必必要要なな場場合合、、必必ずず新新品品とと交交換換しし
ててくくだだささいい。。

エエンンジジンン・・ククーーラランントト

警警告告
エエンンジジンンがが高高温温のの場場合合、、絶絶対対ににククーーラランントトタタンンククキキャャッッププをを開開
けけなないいででくくだだささいい。。

エエンンジジンン・・ククーーラランントト・・レレベベルルのの確確認認
右側パネルを開けます。ボディおよびシートを参照してください。

室温でクーラントレベルを確認します。液体は、クーラントタンク
のコールドレベルラインにあることが必要です。

注注記記：：
低温でレベルを確認する場合、そのマークより若干低い場合があり
ます。

クーラントの補充が必要な場合またはシステム全体の補充が必要な
る場合は、BRP認定スノーモービルディーラー、修理店または担当
整備士にご相談ください。
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1. クーラントリザーバー
2. コールドライン

推推奨奨エエンンジジンン冷冷却却液液

推推奨奨ククーーラランントト

XPSロングライフプレミッククーラント

推奨のXPS用クーラントが入手できない場合

蒸留水と不凍液の溶液 (蒸留水50％、不凍液50％)

注注意意
内内燃燃アアルルミミニニウウムムエエンンジジンン専専用用のの腐腐食食防防止止剤剤入入りりエエチチレレンンググリリ
ココーールル不不凍凍液液をを必必ずず使使用用ししててくくだだささいい。。

エエンンジジンンオオイイルル
極極寒寒条条件件

-25°C（-13°F）以下の環境で動作するエンジンの場合、整備とメン
テナンスのスケジュールを増やす必要があります。

このような極寒の動作温度で低負荷で動作する内燃機関には、始動/
停止のたびに多くの結露が溜まります。

長時間にわたりエンジンが動作温度に達しないため、オイルは、水
やガスの残渣（水分より多い）で相当希釈されます。

メンテナンスの手順
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オイルから水分を蒸発させるためには、エンジンを動作温度にする
必要があります。

日常の使用（業務やレジャーでの走行サイクル）が下記の状況と類
似している場合、BRPは、少なくとも毎月オイルを交換するよう強
くお勧めします。

整備とメンテナンスのスケジュールを増やす要因：
– 日常での使用の際に、エンジンが適切な動作温度に達しない。
– 動作温度に達することなく、始動と停止を複数回行う。
– アイドリング時間が短い。
– 動作温度に達することがない、短距離で低回転数での走行サイク
ルである。

注注記記：：
BRPでは、液体類の暖気を補助するために、ブロックヒーターの取
り付けを強く推奨しています。これは、オイルの寿命を伸ばすのに
役立ちます。

推推奨奨オオイイルル
Rotax®エンジンは、XPS™オイルを使用して開発と検証が行われま
した。BRPでは、XPSエンジンオイルまたは同等の使用を常に推奨
しています。推奨エンジンオイルにはオイル添加物を混入しないで
ください。エンジンに適していないオイルの使用や添加剤を加えた
ことを原因とする損傷については、BRPの限定保証の対象にならな
い場合があります。

XXPPSS推推奨奨エエンンジジンンオオイイルル

4T 0W40合成油

推奨されるXPSエンジンオイルが入手できない場合

下記の潤滑油仕様を満足するかそれを超える0W40 4ストローク
SAE合成エンジンオイルを使用してください。
オイルの容器に貼付されているAPIサービスラベルの分類を必ず確
認し、表示されている規格が含まれていることを確認してくださ
い。
– APIサービス分類SN

メンテナンスの手順
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エエンンジジンンオオイイルルレレベベルルのの確確認認

注注意意
走走行行すするる前前にに必必ずずチチェェッッククしし、、必必要要ででああれればばオオイイルルをを追追加加すす
るる。。燃燃料料をを入入れれすすぎぎててははいいけけまませせんん。。オオイイルルレレベベルルがが不不適適切切なな
まままま使使用用をを続続けけるるとと、、エエンンジジンンにに重重大大なな損損傷傷をを与与ええるる可可能能性性がが
あありりまますす。。ここぼぼれれたたオオイイルルはは必必ずずふふきき取取っっててくくだだささいい。。

車両を水平な表面に乗せ、次の手続を使いオイルレベルをチェック
します：

1. エンジンをスタートし、通常の動作温度に達するのを待ちます。
リアラジエーターが温まるとエンジンは通常の動作温度になって
おり、サーモスタットは開いた状態になっています。

2. エンジンをさらに30秒間アイドリングさせます。
3. エンジンを止めます。
4. 左側パネルを開きます。ボディおよびシートを参照してくださ
い。

5. ドライブベルトガードを取り外します。ドライブベルトガードを
参照してください。

6. オイルゲージをフィラーチューブから取り出し、オイルを拭き取
る。

7. オイルゲージをフィラーチューブに完全に入れる。
8. オイルゲージを取り出し、オイルレベルをチェックする。オイル
レベルは、以下に示すように、最小マークと最大マークの間にあ
ることが必要です。必要に応じて、オイルを補充してください。

メンテナンスの手順
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1. 最低と最大の間のオイルレベル。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルははととててもも熱熱くくななりりまますす。。

警警告告
ここぼぼれれたたオオイイルルをを拭拭きき取取りりまますす。。熱熱せせらられれてていいるる場場合合、、オオイイルル
のの引引火火性性がが高高くくななりりまますす。。

エエンンジジンンオオイイルルのの交交換換

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルはは非非常常にに熱熱くくななっってていいるる可可能能性性ががあありりまますす。。エエ
ンンジジンンオオイイルルがが若若干干冷冷めめるるままでで待待ちちまますす。。

注注意意
エエンンジジンンオオイイルルととオオイイルルフフィィルルタターーはは同同時時にに交交換換すするる必必要要ががああ
りりまますす。。

1. エンジンを通常の動作温度まで暖めます。
2. 水平面に車両を置いてください。
3. 左サイドパネルを取り外します。
4. ディップスティックを取り外してください。

メンテナンスの手順
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車車両両左左側側
1. オイルタンクオイルレベルゲージ

5. オイルフィルターを取り外します。このサブセクションの手順を
参照してください。

6. 車両の下から、ドレンプラグにアクセスします。

1. 1本のアクセスカバーリテーニングスクリューを取り外し、も
う1本のリテーニングスクリューを緩めます。

1. ドレンプラグアクセスカバー

メンテナンスの手順
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アアククセセススカカババーーをを回回すす
1. 留めネジ

2. アクセスカバーを回して、ボトムパン開口部を清掃します。

7. ドレンプラグ周辺を清掃します。
8. ドレンパンを下部のパン開口部の下に置きます。
9. 下記の順序でエンジンドレンプラグを取り外します。

メンテナンスの手順
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エエンンジジンンのの下下側側
1. メインドレンプラグ
2. セカンダリドレンプラグ

10.オイルを完全に排出します。
11.新新品品のシーリングワッシャーをオイルドレンプラグに取り付けま
す。

注注意意
シシーーリリンンググワワッッシシャャーーはは絶絶対対にに再再使使用用ししなないいででくくだだささいい。。必必ずず
新新品品とと交交換換ししててくくだだささいい。。

メンテナンスの手順
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1. シーリングワッシャ
2. オイルドレンプラグ

12.ドレンプラグを取り付け、規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ドレンプラグ 15 ± 2 Nm
（133 ± 18 lbf-in）

13.新品のオイルフィルターを取り付けます。このサブセクションの
手順を参照してください。

14.オイルタンクに推奨オイルを正しいレベルまで補充します。

概概略略エエンンジジンンオオイイルル容容量量（（フフィィルルタターー装装着着時時））

600ACE 2.1 L（2.22 qt (liq.,US)）

900 ACE
900 ACE Turbo 3.3 L（3.5 qt (liq.,US)）

15.オイルタンクにオイルレベルゲージを再び取り付け、正しく締め
ます。

16.エンジンを始動し、数分間アイドリングします。
17.漏れがないことを確認します。
18.エンジンを停止し、このサブセクションで説明している要領で、
オイルレベルを確認します。必要があれば補充します。

19.オイルおよびフィルターは、地域の環境規制に従って廃棄してく
ださい。

メンテナンスの手順
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エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタターー
エエンンジジンンオオイイルルフフィィルルタターーのの交交換換

オオイイルルフフィィルルタターーのの取取りり外外しし
1. 右側サイドパネルを取り外します。
2. オイルフィルターエリアを清掃します。
3. 取り外すもの:
– オイルフィルターカバーのスクリュー
– Oリング付きオイルフィルターカバー
– オイルフィルター。

1. オイルフィルターカバーのスクリュー
2. オイルフィルターのカバー
3. Oリング
4. オイルフィルター

4. 現地の環境規制の基づいてフィルターを処分してください。

オオイイルルフフィィルルタターーのの取取りり付付けけ
1. （マグネトカバーの組み込み部品である）オイルフィルター容器
のオイルフィルターインレットおよびアウトレットオリフィスに
泥や汚染物質がないか点検します。

メンテナンスの手順
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1. 油圧ポンプからのオイルインレット開口部
2. エンジン潤滑システムへのオイルアウトレット開口部
3. オイルフィルターソケット

2. 新しいOリングをオイルフィルターカバーに取り付けます。
3. 新しいフィルターをカバーに取り付けます。
4. フィルターシールとカバーOリングにエンジンオイルを注油しま
す。

メンテナンスの手順
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1. エンジンオイルで潤滑します

注注意意
フフィィルルタターーおおよよびびカカババーーをを取取りり付付けけるる際際ににOOリリンンググをを挟挟みみ潰潰ささなな
いいよよううにに注注意意ししててくくだだささいい。。

5. オイルフィルターカバーを取り付けます。
6. オイルカバーのねじを規定のトルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

オイルフィルターカバー
のスクリュー 10 ± 1 Nm（89 ± 9 lbf-in）

7. エンジンに零れたオイルはふき取ってください。

エエキキゾゾーースストトシシスステテムム
エエキキゾゾーースストトシシスステテムムのの確確認認
出口穴がボトムパンにある状態で、マフラーテールパイプを中央に
揃えてください。エキゾーストシステムには錆や漏れがないように
してください。すべての部品が確実に所定の位置にあることを確認
してください。

リテーニングスプリングおよびヒートシールドの状態を確認し、必
要に応じて交換します。

メンテナンスの手順
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エキゾーストシステムは、騒音を減らし、エンジンの性能全体を向
上させるように設計されています。改造は現地の法律の違反になる
ことがあります。

注注意意
エエキキゾゾーースストトシシスステテムムののココンンポポーーネネンントトをを取取りり外外ししたた、、改改造造しし
たたままたたはは損損傷傷ししたた場場合合、、重重大大ななエエンンジジンンのの損損傷傷がが発発生生すするる恐恐れれ
ががあありりまますす。。

ススパパーーククププララググ
スパークプラグの点検または交換は、BRP認定スノーモービル
ディーラー、修理店、または担当整備士が行うことができます。ス
パークプラグの点検または交換は、技術上の詳細な知識が必要で
す。必要ない場合であっても、BRP認定スノーモービルディーラー
にスパークプラグを点検または交換してもらうことを推奨します。

ブブレレーーキキオオイイルル
ブブレレーーキキ液液レレベベルルのの検検証証

注注意意
オオイイルルレレベベルルをを確確認認すするる前前にに、、車車両両をを水水平平面面にに置置いいててくくだだささ
いい。。

リザーバーのブレーキオイル（DOT 4）が適切なレベルにあるか確
認します。必要に応じて、オイル（DOT 4）を補充します。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例
1. ブレーキ液リザーバー

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例
1. 最小
2. 最大
3. 動作範囲

注注意意
ブブレレーーキキオオイイルルがが皮皮膚膚にに付付着着ししたたりり目目にに入入っったたりりししなないいよよううにに
ししててくくだだささいい。。重重篤篤なな火火傷傷がが起起ここるる恐恐れれががあありりまますす。。皮皮膚膚ににつつ
いいたた場場合合、、よよくく洗洗っっててくくだだささいい。。目目のの中中にに入入っったた場場合合、、大大量量のの
水水でで最最低低1100分分間間すすすすぎぎ、、すすぐぐにに医医師師にに相相談談ししててくくだだささいい。。

推推奨奨さされれるるブブレレーーキキ液液

推推奨奨さされれるるブブレレーーキキ液液

XPS DOT 4ブレーキ液

代替品あるいは推奨品が入手できない場合

DOT 4ブレーキ液

メンテナンスの手順
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密閉容器に入っているDOT 4ブレーキ液のみを使用してください。
開封された容器は汚染されているか、空気からの湿気を吸収してい
る可能性があります。

警警告告

密密閉閉容容器器にに入入っってていいるるDDOOTT 44ブブレレーーキキ液液ののみみをを使使用用ししててくくだだささ
いい。。ブブレレーーキキシシスステテムムへへのの重重大大なな損損傷傷をを避避けけるるたためめ、、補補充充のの際際
にに推推奨奨オオイイルル以以外外ののオオイイルルをを使使用用ししたたりり、、異異ななるるオオイイルルをを混混合合
ししたたりりししなないいででくくだだささいい。。

ギギヤヤボボッッククススオオイイルル
推推奨奨ギギヤヤボボッッククススオオイイルル

XXPPSS推推奨奨チチェェーーンンケケーーススオオイイルル

XPS™シンクロメッシュトランスミッション合成オイル

推奨されるXPSオイルが入手できない場合

API GL-5の仕様を満足する75W140ギヤオイルを使用してくださ
い。

注注意意
本本ススノノーーモモーービビルルののギギヤヤボボッッククススはは、、XXPPSSシシンンククロロメメッッシシュュトト
ラランンススミミッッシショョンン合合成成オオイイルルをを使使用用ししてて開開発発おおよよびび検検証証がが行行わわ
れれてていいまますす。。 BBRRPPはは、、常常ににここののシシンンククロロメメッッシシュュトトラランンススミミッッ
シショョンン合合成成オオイイルルをを使使用用すするるよようう強強くく推推奨奨ししまますす。。ギギアアボボッックク
ススにに不不適適切切ななオオイイルルのの使使用用にによよるるギギアアボボッッククススへへのの損損傷傷ははBBRRPP
保保障障のの対対象象外外ととささせせてていいたただだききまますす。。

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルレレベベルル
車両を水平面に置いて、ギヤボックス左側のチェックプラグを取り
外してオイルレベルを確認します。

オイルレベルがねじ付き穴の下端に達していなければなりません。

メンテナンスの手順
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チチェェッッククププララググ。。

オイルを補充するには、以下のようにします。

1. 充填プラグを取り外します。

フフィィララーーププララググ
2. オイルがチェックプラグ穴から出てくるまで、推奨オイルをギヤ
ボックスの注入口に注ぎます。

3. チェックおよびフィラープラグを取り付けて、規定トルクで締め
付けます。

メンテナンスの手順
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締締めめ付付けけトトルルクク

チェックプラグ 6 ± 1 Nm（53 ± 9 lbf-in）

フィラープラグ 8 ± 1 Nm（71 ± 9 lbf-in）

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの交交換換

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの排排出出
1. 車両を平面に停車します。
2. ギヤボックスドレンプラグの下にドレンパンを置きます。
3. フィラーキャップを取り外します。
4. ギヤボックスの底にあるドレンプラグを取り外します。

5. ギヤボックスからオイルがすべて流れ出るまで待ちます。
6. ドレンプラグを取り付け、規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

ギアボックス用ドレンプラグ 6 ± 1 Nm（53 ± 9 lbf-in）

ギギヤヤボボッッククススオオイイルルのの充充填填

注注記記：：
車両は水平面上になければなりません。

メンテナンスの手順
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1. 充填プラグを取り外します。
2. オイルレベルチェックプラグを取り外します。

フフィィララーーププララググ

チチェェッッククププララググ

3. 推奨オイルをギヤボックスの注入口に注ぎます。

メンテナンスの手順
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注注記記：：
チェックプラグのオリフィスから流出し始めると、オイルは適正レ
ベルに達しています。

4. チェックプラグを取り付けて、規定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

オイルレベルチェックプラグ 6 ± 1 Nm（53 ± 9 lbf-in）

ドドラライイブブチチェェーーンン
チチェェーーンンケケーーススへへののアアククセセスス
右側パネルを開きます。装備を参照してください。

ドドラライイブブチチェェーーンンのの調調整整
ドライブプーリーエクスパンダーのトルクス端部を使用して、テン
ショナーを時計回りにそっと回し、遊びをなくします。

注注記記：： 従動プーリを前後に回して遊びが完全に解消されていること
を確認してください。

代代表表的的なな例例

テンショナーを無理に中に入れないでください。

注注記記：：
ヘアコッターピンを取り外さないでください。

メンテナンスの手順
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注注意意
ドドラライイブブチチェェーーンンをを過過度度ににききつつくく締締めめるるとと、、チチェェーーンンケケーーススココ
ンンポポーーネネンントトがが重重大大なな損損傷傷をを受受けけまますす。。

駆駆動動ベベルルトト
駆駆動動ベベルルトトのの点点検検
ドライブベルトガードを取り外します。装備の手順を参照してくだ
さい。

ベルトにひび割れ、擦り切れまたは異常な摩耗 (偏磨耗、一方の端の
摩耗、コグの脱落、ひび割れた織物) がないか点検します。異常な摩
耗が認められた場合、考えられる原因は、プーリーのミスアライメ
ント、トラック凍結時の過度に高い回転速度、暖機しないままでの
速やかな発車、マクレのあるまたは錆びた綱車、オイルの付着した
ベルト、または歪んだスペアベルトです。BRP認定スノーモービル
ディーラーにお問い合わせください。

ドドラライイブブベベルルトトのの交交換換

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり外外しし
1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。

2. 左サイドパネルを取り外します。
3. ドライブベルトガードを取り外します。ドライブベルトガードの
取り外しを参照してください。

4. 図に示すように、付属するドリブンプーリーエクスパンダーを、
アジャスターハブのねじ込み穴に挿入します。

メンテナンスの手順
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代代表表例例 -- アアジジャャススタターーハハブブにに取取りり付付けけらられれたたププーーリリーーエエキキススパパンン
ダダーー
5. ツールをねじ込んで、ドリブンプーリーを開きます。
6. ドライブベルトをドリブンプーリーのエッジ上を滑らせてから、
ドライブプーリーの上を滑らせて、ドライブベルトを取り外しま
す。

ドドラライイブブベベルルトトのの取取りり付付けけ
ドリブンプーリーを拡張する必要があります。ドライブベルトの取
り外しを参照してください。

1. ベルトをドライブプーリーの上を滑らせてから、ドリブンプー
リーの上を滑らせます。

注注意意
ベベルルトトをを力力任任せせにに、、ままたたははツツーールルをを使使用用ししてて無無理理にに所所定定のの位位置置
にに入入れれなないいででくくだだささいい。。そそののよよううににすするるとと、、ベベルルトト内内ののココーードド
がが切切断断ままたたはは破破損損すするる恐恐れれががあありりまますす。。

注注記記：：
ドライブベルトを、矢印で示される回転方向に取り付けると、ドラ
イブベルトの寿命が最長になります。

メンテナンスの手順
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1. 回転方向が示される

2. ドリブンプーリーエクスパンダーのスクリューを緩め、プーリー
から外します。

3. ドリブンプーリーを数回回転させ、ベルトをシーブ間に正しく
セットします。

4. 新しいベルトが取り付けられた場合、適正なベルト高さに調整す
る必要があります。ドライブベルトの高さの調整を参照してくだ
さい。

5. ベルトガードを取り付けます。
6. サイドパネルを閉じます。

ドドラライイブブベベルルトトのの高高ささのの調調整整
テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜き
ます。

左サイドパネルを取り外します。

ドライブベルトガードを取り外します。

1. クランピングボルトを緩めます。

メンテナンスの手順
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2. 付属しているサスペンション調整ツールを使用して、リングを一
度に1/4回転ずつ回し、次にドリブンプーリーを回して、ドライ
ブベルトをプーリー綱車間に正しくセットします。

注注記記：：
調整リングには左側トレッドがあります。

メンテナンスの手順



213

ドライブベルトの外側にあるコグの一番低い部分が、ドリブン
プーリーエッジと面一になるまで、ステップ4を繰り返します。

代代表表例例 -- 予予備備設設定定
1. 歯の一番低い部分がドライブベルト外面と面一になっている状態

注注記記：：
リングを反時計回りに回すと、プーリーのドライブベルトが低くな
ります。リングを時計回りに回すと、プーリーのドライブベルトが
高くなります。

3. クランピングボルトをしっかり締め付けます。可能であれば、ト
ルクレンチを使用して、指定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

クランピングボルト 5.5 ± 0.5 Nm（49 ± 4 lbf-in）

メンテナンスの手順
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4. ベルトガードを取り付けます。「ドライブベルトガードの取り付
け」を参照してください。

5. 左側パネルを取り付けます。
6. エンジンを始動して、車両がクリープするか確認します。
7. 車両がクリープしない場合、調整は完了です。
8. 車両がクリープする場合は、ドライブベルトのたわみ量を確認し
ます。

リリババーースス作作動動
ベルトのドリブンプーリー内での位置が高すぎる場合、リバースが
作動しない、または作動させるのが困難である恐れがあります。リ
バース作動が適切に動作しない場合、ドライブベルトが正しく調整
されているか否かを確認してください。

必要に応じて、ドライブベルトの位置を調整して、ドリブンプー
リー内で低くします。

トトララッックク
トトララッックク状状態態

警警告告
別別途途指指定定さされれてていいるる場場合合はは除除きき、、メメンンテテナナンンススやや調調整整をを行行うう前前
にに、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら
抜抜きき取取りりまますす。。車車両両をを、、トトレレーールルかからら離離れれたた安安全全なな場場所所にに停停車車
ささせせててくくだだささいい。。

メンテナンスの手順
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エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外し
ます。

スノーモービルのリアを持ち上げ、それをリアデフレクターパネル
付きの底面の広いスノーモービル機械式スタンドで支えます。エン
ジンを停止させ、トラックを手で回して、状態を点検します。摩耗
したり切れている場合、トラックの繊維が露出している場合、また
は脱落したり破損しているインサートやガイドが認められる場合
は、BRP認定スノーモービルディーラーにご相談ください。

トトララククシショョンン強強化化製製品品をを搭搭載載すするるススノノーーモモーービビルル

スノーモービルがBRP認定スタッド付きトラックを搭載している場
合、使用する前に毎回、必ずトラックを目視点検してから作業を進
めてください。

以下のような不具合を探してください。
– トラックに穴が開いていないか
– トラックに裂け目がある (特にスタッド付きトラックのトラク
ションホールの周辺)

– ラグが破損または断裂している、ロッドの露出している部分
– ラバーの剥離
– ロッドの破損
– スタッドの破損 (スタッド付きトラック)
– スタッドが曲がっている (スタッド付きトラック)
– スタッドが脱落している
– スタッドが裂けてトラックから外れている
– トラックガイドが脱落している
– また、スタッドナットが推奨トルクで締め付けられていることを
確保してください。

認定されたスタッド付きトラックでは、破損または損傷したスタッ
ドはただちに交換してください。トラックに劣化の兆候があれば、
ただちに交換する必要があります。疑問がある場合は、ディーラー
に尋ねてください。

警警告告
トトララッッククままたたははススタタッッドドがが損損傷傷ししたたまままま走走行行すするるとと、、制制御御不不能能
ににななるる恐恐れれががあありりまますす。。

トラクション強化製品についての安全情報 については、オペレー
ターズ'ガイドの冒頭にある安全情報のセクションのトラクション強
化製品を参照してください。

メンテナンスの手順
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トトララッッククのの張張力力ととアアラライイメメンントト

注注記記：：
トラックの張力とアライメントは相互に関係しています。一方なし
に他方を調整しないでください。

警警告告
ススノノーーモモーービビルルののそそばばににいいるる人人がが重重傷傷をを負負わわなないいよよううににすするるたた
めめにに、、以以下下ののここととをを行行っっててくくだだささいい。。
–– 決決ししてて動動作作ししてていいるるトトララッッククのの後後ろろややそそばばにに立立たたなないいででくくだだ
ささいい。。

–– トトララッッククをを回回転転ささせせるる必必要要ががああるる場場合合はは、、必必ずずリリアアデデフフレレクク
タターーパパネネルルがが付付いいたた、、底底面面のの広広いいススノノーーモモーービビルルススタタンンドドをを
使使用用ししててくくだだささいい。。

–– トトララッッククをを引引きき上上げげてて地地面面かからら離離すす場場合合はは、、一一番番低低いい速速度度でで
動動作作ささせせててくくだだささいい。。

遠遠心心力力にによよりり、、異異物物、、損損傷傷ももししくくはは脱脱落落ししたたススタタッッドド、、裂裂けけたた
トトララッッククのの断断片片、、ままたたはは裂裂けけたたトトララッッククがが丸丸ごごとと、、恐恐ろろししいい力力
ででトトンンネネルルかからら後後方方にに激激ししくく飛飛ばばさされれ、、そそのの結結果果、、脚脚がが切切断断ささ
れれるる、、ままたたははそそのの他他のの重重傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。

トトララッッククのの張張りりのの確確認認

注注記記：：
トラック張力の調整をする前に、約15～20分スノーモービルを走行
させます。

1. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取り外
します。

2. 車両の後部を持ち上げ、後部を地面から離して支えます。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

3. リアサスペンションを完全に伸ばします。
4. 張力計を用意します。

メンテナンスの手順
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サービスツール

張力計（P/N 414348200）

1. 技術仕様表に記載されている該当車両のトラックのたわみ量
に従って、下部Oリングを設定します。

1. 下部Oリング

2. 上部Oリングを0 kgf（0 lbf）にセットします。

1. 上部Oリング

5. 張力計をトラックにセットします。すなわち、フロントアイド
ラーホイールとリアアイドラーホイールの間にセットします。

6. 張力計を押し下げて、ボトムOリング (前に設定されたたわみ量)
の位置をスライダーシューの底部の位置に揃えます。

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例

代代表表的的なな例例
1. たわみ量Oリングの位置がスライダーシューの位置と揃う

7. 張力計の上部Oリングが記録する荷重を読み取ります。

メンテナンスの手順
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代代表表例例 -- 荷荷重重のの読読みみ取取りり
1. 上部Oリング

8. 荷重読取値は、技術仕様に記載されているトラックのたわみ量の
とおりでなければなりません。

9. 荷重読取値が基準値と一致しない場合、トラックの張力を調整し
ます。トラック張力調整を参照してください。

トトララッックク張張力力調調整整
1. テザーコードキャップをエンジンカットオフスイッチから引き抜
きます。

2. 車両の後部を持ち上げ、後部を地面から離して支えます。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

3. リアサスペンションを完全に伸ばします。
4. リアホイールキャップを取り外します。

5. リアアイドラーホイールの固定ねじを緩めます。

メンテナンスの手順
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6. 両方の調整ねじを締めるか、あるいは緩めて、トラックの張りを
増大／減少させます。

5599 RRaannggeerr AAllppiinnee

1. 調整スクリュー

注注記記：：
調整ねじにアクセスするには、ドリブンプーリーを回さなければな
らない場合があります。

メンテナンスの手順
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6699 RRaannggeerr AAllppiinnee

右右側側ねねじじをを示示すす
7. 適正な張力が得られない場合は、BRP認定スノーモービルディー
ラーにご相談ください。

8. アイドラーホイール固定ボルトを規定のトルクで締め付けます。

締め付けトルク

アイドラーホイールボルト 48 ± 6 N·m（35 ± 4 lbf-ft）

9. 以下の要領で、トラックアライメントを点検します。

メンテナンスの手順
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トトララッッククアアラライイメメンントト

警警告告
トトララッッククアアラライイメメンントトをを点点検検すするる前前にに、、トトララッッククがが回回転転すするるとと
きき投投げげ出出さされれるる恐恐れれののああるる粒粒子子ががトトララッッククにに付付いいてていいなないいこことと
をを確確認認ししまますす。。手手、、工工具具、、足足おおよよびび衣衣服服ががトトララッッククにに触触れれなないい
よようう十十分分注注意意ししててくくだだささいい。。必必ずず、、リリアアデデフフレレククタターーパパネネルル付付
ききのの底底面面のの広広いいススタタンンドドででススノノーーモモーービビルルをを持持ちち上上げげまますす。。スス
ノノーーモモーービビルル周周辺辺、、特特ににトトララッッククのの後後部部にに、、人人がが立立っってていいなないい
ここととをを確確認認ししまますす。。トトララッッククをを高高速速でで回回転転ささせせなないいででくくだだささ
いい。。
遠遠心心力力にによよりり、、異異物物、、損損傷傷ももししくくはは脱脱落落ししたたススタタッッドド、、裂裂けけたた
トトララッッククのの断断片片、、ままたたはは裂裂けけたたトトララッッククがが丸丸ごごとと、、恐恐ろろししいい力力
ででトトンンネネルルかからら後後方方にに激激ししくく飛飛ばばさされれるる恐恐れれががあありりまますす。。

1. 車両の後部を持ち上げ、後部を地面から離して支えます。

注注意意
適適切切なな持持ちち上上げげ方方ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを利利用用ししまますす。。自自分分のの限限
界界をを超超ええるるとと考考ええらられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううとと
ししなないいででくくだだささいい。。

2. エンジンを始動し、わずかに加速させて、トラックがゆっくり回
るようにします。これは短時間 (15～20秒) で行う必要がありま
す。

3. トラックが十分センター出しされているか点検します。トラック
ガイドとスライダーシューのエッジ間の両側が等距離になること
が重要です。

メンテナンスの手順
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A01F05A

1

2

3

1. ガイド
2. スライダーシュー
3. 等距離

4. トラックアライメントを修正するには：

1. ガイド
2. スライダーシュー
3. こちら側を締め付ける

1. エンジンを止めます。
2. エンジンカットオフスイッチからテザーコードキャップを取
り外します。

メンテナンスの手順
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警警告告

別別途途指指定定さされれてていいるる場場合合はは除除きき、、メメンンテテナナンンススやや調調整整をを行行うう前前
にに、、テテザザーーココーードドキキャャッッププををエエンンジジンンカカッットトオオフフススイイッッチチかからら
抜抜きき取取りりまますす。。車車両両をを、、トトレレーールルかからら離離れれたた安安全全なな場場所所にに停停車車
ささせせててくくだだささいい。。

3. リアアクスルナットを緩めます。
4. スライダーシューがトラックインサートガイドから一番遠い
側で、調整ねじを締め付けます。

5. リアアクスルナットを締め付けます。

警警告告
ホホイイーールルリリテテーーニニンンググボボルルトトをを正正ししくく締締めめ付付けけまますす。。ささももなないい
とと、、ホホイイーールルがが外外れれてて、、トトララッッククがが““ロロッックク””すするる恐恐れれががあありりまま
すす。。

6. エンジンを再始動し、トラックをゆっくり回して、アライメント
を再点検します。

7. リアアクスルナットを指定トルクで締め付けます。

締締めめ付付けけトトルルクク

リアアイドラーホイールスク
リュー（M8）

24.5 ± 3.5 N·m（18 ± 3
lbf-ft）

リアアイドラーホイールスク
リュー（M10） 48 ± 6 N·m（35 ± 4 lbf-ft）

8. スノーモービルを再び地面に置きます。

ササススペペンンシショョンン
リリアアササススペペンンシショョンンのの状状態態
スライダーシュー、スプリング、ホイールなど、すべてのサスペン
ションコンポーネントを目視点検します。

注注記記：：
通常走行中、雪はスライダーシューにとって潤滑剤およびクーラン
トとして機能します。氷または砂混じりの雪の上を長時間走行する
と、過度の熱が蓄積し、スライダーシューの早期摩耗が発生しま
す。

メンテナンスの手順
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ササススペペンンシショョンンスストトッッパパーースストトララッッププのの状状態態
ストッパーストラップに摩耗や亀裂がないか、ボルトとナットが締
まっているか点検します。緩ければ、穴が変形していないか点検し
ます。必要に応じて取り換えます。仕様通りにナットを締め付けま
す。

締締めめ付付けけトトルルクク

ストッパーストラップ
ナット 11 ± 1 Nm（97 ± 9 lbf-in）

ササススペペンンシショョンンのの潤潤滑滑 –– EEaassyyRRiiddee
グリースフィッティング部で次のサスペンションピボットを潤滑し
ます。メンテナンスの頻度については、メンテナンススケジュール
を参照してください。

ササススペペンンシショョンンググリリーースス

XPS合成サスペンショングリース

メンテナンスの手順
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スステテアアリリンンググととフフロロンントトササススペペンンシショョンンのの状状態態
ステアリングとフロントサスペンションに (ステアリングアーム、コ
ントロールアームおよびリンク、タイロッド、ボールジョイント、
スキーボルト、スキーレッグなど) コンポーネントの締め付けがある

メンテナンスの手順
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か、目視点検します。必要に応じてBRP認定スノーモービルディー
ラーにご相談ください。

ススキキーー
ススキキーーととラランンナナーーのの摩摩耗耗とと状状態態
スキーとスキーランナーカーバイドの状態を点検します。摩耗して
いる場合は、BRP認定スノーモービルディーラーにご相談くださ
い。

警警告告
過過度度にに摩摩耗耗ししたたススキキーーややススキキーーラランンナナーーはは、、ススノノーーモモーービビルルのの
制制御御にに悪悪影影響響をを与与ええまますす。。

ヒヒュューーズズ
ヒヒュューーズズボボッッククススへへののアアククセセスス
右側パネルを開けます。ボディおよびシートを参照してください。

ヒヒュューーズズのの位位置置

代代表表例例 –– FFAA

メンテナンスの手順
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代代表表的的なな例例
1. ヒューズブロック

代代表表例例 –– リリレレーーブブロロッックク -- 装装備備さされれてていいるる場場合合

カバーを外します。

リレーとヒューズの識別については、技術仕様を参照してくださ
い。

ヒヒュューーズズのの点点検検
ヒューズの状態を確認して、必要に応じて交換します。

ヒューズをホルダーから取り外し、ヒューズを引き出します。フィ
ラメントが溶けているか点検します。

メンテナンスの手順
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1. ヒューズ
2. 溶けていないか確認

警警告告

高高いい定定格格ののヒヒュューーズズをを使使用用ししなないいででくくだだささいい。。

警警告告

ヒヒュューーズズがが燃燃ええ尽尽ききたたああとと、、再再始始動動すするる前前にに、、不不具具合合のの原原因因をを
特特定定しし、、解解消消ししててくくだだささいい。。整整備備ににつついいててはは、、BBRRPP認認定定ススノノーー
モモーービビルルデディィーーララーーににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。

ヘヘッッドドラライイトト
ヘヘッッドドラライイトト電電球球のの交交換換
1. 風防を取り外します。「ボディおよびシート」のサブセクション
の「風防の取り外し」を参照してください。

2. ストレージコンパートメントを開きます。
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代代表表的的なな例例

3. ゲージサポート固定ねじを取り外します。

4. ゲージサポートの正面を上げ、前方にスライドさせて取り外しま
す。
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5. ゲージサポートを脇に置きます。
6. ストレージコンパートメントを取り外します。

7. 12 V電源ソケットコネクターの接続を外してから取り外してくだ
さい（装備されている場合）。

8. バルブコネクターを取り外します。

メンテナンスの手順
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9. 電球を反時計回りに回して、ロック解除します。
10.電球を引いて取り外す。

注注記記：：
電球シールが所定の位置にあることを確認します。

1. バルブ
2. 電球シール

メンテナンスの手順
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取り外しの逆の手順で、新品の電球を取り付けます。

注注意意
ハハロロゲゲンン電電球球ののガガララスス部部分分をを決決ししてて素素手手でで触触ららなないいででくくだだささ
いい。。電電球球のの寿寿命命がが短短くくななりりまますす。。ガガララスス部部分分をを触触っっててししままっったた
場場合合、、イイソソププロロピピルルアアルルココーールルでで拭拭きき取取れればば、、ババルルブブのの表表面面にに
膜膜をを残残ささなないいでですすみみまますす。。

ヘッドライトの点灯を点検します。

ヘヘッッドドラライイトトビビーームム光光軸軸
ストレージコンパートメントを開きます。

代代表表的的なな例例

調整スクリューを回して、望むビームの高さにします。

メンテナンスの手順
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ババッッテテリリーー
ババッッテテリリーーのの取取りり外外しし

1. リアストレージコンパートメントを取り外します。装備を参照し
てください。

2. 最初にマイナスのターミナルを取り外してから、プラスのターミ
ナルを取り外します。

メンテナンスの手順
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1. マイナス端子
2. プラス端子

3. バッテリー固定ブラケットを取り外します。

4. バッテリーを取り外します。

メンテナンスの手順
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ババッッテテリリーーのの取取りり付付けけ
取り付けは取り外しと逆の順序で行います。しかし、次の点に注意
を払ってください。

締締めめ付付けけトトルルクク

バッテリー端子（プラスとマイ
ナス） 10 ± 2 Nm（89 ± 18 lbf-in）

バッテリー固定ブラケット 7 ± 1 Nm（63 ± 9 lbf-in）

メンテナンスの手順
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車車両両ののおお手手入入れれ

使使用用後後ののおお手手入入れれ
雪と氷をリアサスペンション、トラック、フロントサスペンショ
ン、ステアリングメカニズムおよびスキーから取り除きます。

警警告告
DD..EE..SS..SS..キキーーががDD..EE..SS..SS..ポポスストトかからら引引きき抜抜かかれれてていいるるここととをを確確
認認ししててかからら、、車車両両のの前前にに立立ちち、、トトララッッククままたたははリリアアササススペペンン
シショョンンココンンポポーーネネンントトにに近近づづききまますす。。

スノーモービルを一晩中、または長期間使用しないで戸外に置いて
おく場合は、必ずカバーをかけます。これは、スノーモービルを霜
や雪から保護し、外装を保持するのに役立ちます。

車車両両のの清清掃掃とと保保護護
スノーモービルを中性洗剤を溶かした水で洗浄します。

マイクロファイバークロースまたは相当品だけを使用します。

注注意意
車車両両のの洗洗浄浄にに高高圧圧洗洗浄浄機機はは絶絶対対にに使使用用ししなないいででくくだだささいい。。散散水水
用用ホホーーススののよよううなな低低いい水水圧圧のの水水ののみみをを使使用用ししててくくだだささいい。。

適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 適適合合ししなないい清清掃掃用用品品

すべてのプラスチッ
ク、ビニール、塗装さ
れたスチールおよびア

ルミニウム

ブレーキおよびパーツクリーナー
または

石油系クリーナー製品

適適合合清清掃掃用用品品

素素材材タタイイププ 清清掃掃用用品品

すべてのプラスチッ
ク、ビニール、塗装さ
れたスチールおよびア

ルミニウム

自動車用液体洗剤
XPSポリッシュスプレー
XPS多用途クリーナー

詳細および各製品については、XPS製品のウェブサイト（www.
xpslubricants.com）を参照してください。
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収収納納
夏の間、またはスノーモービルが3か月以上使用しない場合、適切に
保管することが必要です。

収収納納

車両を清掃する

製品メーカーの推奨に基づいて、燃料安定剤を燃料に添加する。
製品を燃料に添加した後、エンジンを動作させる。

エンジンの潤滑

ブレーキレバーピボットの潤滑

リアサスペンションを潤滑する

保管中にバッテリーのチャージを維持するために毎月充電してく
ださい。

マフラー排出口を布でカバーする

トラックが地面から離れるまで、車両の後部を持ち上げる。トラ
ックの張りをリリースしないこと。

注注意意
適適切切ななリリフフトト装装置置をを使使用用すするるかか、、手手助助けけをを得得てて持持ちち上上げげるる力力をを
分分担担ししまますす。。リリフフトト装装置置をを使使用用ししなないい場場合合、、正正ししいい持持ちち上上げげ方方
ををししまますす。。特特にに脚脚力力をを使使用用ししまますす。。自自分分のの限限界界をを超超ええるるとと考考ええ
らられれるる場場合合はは、、車車両両のの後後部部をを持持ちち上上げげよよううととししなないいででくくだだささ
いい。。

注注意意
ススノノーーモモーービビルルはは、、涼涼ししいい乾乾燥燥ししたた場場所所にに保保管管しし、、通通気気性性ののああ
るる不不透透明明ののシシーートトををかかけけるるここととがが必必要要でですす。。ここののよよううににすすれれ
ばば、、日日光光ととホホココリリががププララススチチッッククココンンポポーーネネンントトとと車車両両のの仕仕上上
げげにに影影響響すするるののをを防防げげまますす。。

注注意意
燃燃料料安安定定剤剤はは、、ニニススのの沈沈殿殿物物かかららキキャャブブレレタターーをを確確実実にに保保護護すす
るるたためめにに、、エエンンジジンン潤潤滑滑剤剤よよりり先先にに添添加加ししててくくだだささいい。。
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シシーーズズンン前前のの準準備備
車両を 3 か月以上使用しなかった場合、適切な再使用準備を行う必
要があります。

メンテナンススケジュールを使用して、1年ごと、シーズン前の準備
の項目を実施します。

詳細については、BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わ
せください。
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メメンンテテナナンンスス記記録録
必要に応じて、メンテナンス記録のコピーをBRPにお送りくださ
い。

納納入入前前

シリアル
番号：

署名（活字体
）：

走行距離
（km）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

取り付け手順詳細については、車両のプリデリバリーブリテンを
参照してください。
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最最初初のの点点検検

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録
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ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録



247

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

ササーービビスス

走行距離
（km）：

署名（活字体
）：

時間：

日付：

ディーラ
ー番号：

メモ：

メンテナンススケジュールについては、本オペレーターズガイド
のメンテナンス情報のセクションを参照してください。

メンテナンス記録
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空白ページ

メンテナンス記録
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技技術術情情報報
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車車両両のの識識別別

車車両両説説明明デデカカーールル
車両説明デカールはトンネルの右側にあります。

520002459_JA

BRP FINLAND OY, ISOAAVANTIE 7, 96320 ROVANIEMI, FINLAND

ヨヨーーロロッッパパ市市場場のの場場合合

識識別別番番号号
ご使用のスノーモービルのメインコンポーネント (エンジンとフレー
ム) は、別の識別番号により特定されます。保証のために、または
失った場合にはスノーモービルを追跡するために、上記番号の位置
を特定することが、時に必要になることがあります。 BRP認定ス
ノーモービルディーラーは、保証請求を正しく完了するためにこれ
らの番号を必要とします。当社は、ご使用のスノーモービルのすべ
ての識別番号を記録しておき、それらを保険会社に知らせることを
強く推奨します。
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車車両両識識別別番番号号（（VVIINN））
VINは車両説明デカールに記載されています。上をご覧ください。
VINはまた、車両説明デカールの近くのトンネルに刻印されていま
す。

モデル番号および年式はVINに含まれる情報の一部です。イラストを
参照してください。

2BP S LSAB 9 A V 000001

2BP = カナダ
YH2 = フィン
ランド

モデル番号 シリアル番
号

S = Ski-Doo
L = Lynx

工場
V =ヴァルコート
R =ロヴァニエミ数字または

アルファベッ
ト

年式：P = 2023
Q = 2024
R = 2025など

エエンンジジンン識識別別番番号号のの位位置置

1. エンジン識別番号

車両の識別
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適適合合ララベベルル
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ノノンンロローードド機機械械にに適適用用さされれるる規規制制 ((EEUU)) 22001166//11662288
規制 (EU) 2016/1628 (NRMM)に準拠している車両は、エンジンバル
ブカバーを見て特定できます。

代代表表的的なな例例

Rotax

10
99

7_
JA

NRSC H CO2 g/kWh:

eXX

xx-xxxx
xxxxxx

SMB/P  V-xxxx

# xxxxxxxx
xxxx

エエンンジジンン上上ににああるるNNRRMMMMのの識識別別

適合ラベル
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車両構成によっては、ギヤボックス付近のトンネルにNRMMの識別
ラベルが追加的に取り付けられている場合があります。

代代表表例例 -- トトンンネネルルのの右右側側

Bombardier Recreational 
Products Inc.
565 de la Montagne,
Valcourt,QC, Canada
J0E 2L0
BRP-Rotax GmbH Co. KG
Rotaxstrasse 1
Gunskirchen, A-4623
Austria Rotax12

13
5

車車両両上上ののNNRRMMMM識識別別ララベベルル

適合ラベル
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騒騒音音放放出出おおよよびび振振動動値値
形式 900ACE

騒音放出および振動値1

騒音 音響出力レベル
(LWA)

3625 rpmで91,2 dB（不確定性
（Kwa）3 dB）

振動
手腕系 3.15 m/s2、3625 rpm時

着座時の身体全体 0.5 m/s2未満、3625 rpm時
1：騒音放出および振動値は、ISMA 1規格の付属書AおよびBに従っ
て、ニュートラルまたはベルトのない状態で、雪で覆われた路面ま
たは草地面上で測定されます。

形式 900 ACE Turbo（130 hp）および
Turbo R（180 hp）

騒音放出および振動値1

騒音

音響出力レベル
(LWA)

3625 rpmで99 dB（不確定性
（Kwa）3 dB）

音圧 (LpA) 3625 rpmで92 dB（不確定性
（KpA）3 dB）

振動
手腕系 2.5 m/s2未満、3,625 rpm時

着座時の身体全体 0.5 m/s2未満、3625 rpm時
1：騒音放出および振動値は、ISMA 1規格の付属書AおよびBに従っ
て、ニュートラルまたはベルトのない状態で、雪で覆われた路面ま
たは草地面上で測定されます。
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EEUU適適合合宣宣言言書書

BRP Finland Oy
PL 8040 (Isoaavantie 7)
FI-96101 Rovaniemi, Finland

T 358 40 800 7700
F 358 16 318 114

www.brp.com

EU

BRP Europe N.V., Skaldenstraat 125, Gent, Belgium, 9042

2006/42/EC 2019/1243/EU

 NRMM
 EU 2016/1628

 EMC 2014/30/EU  EU
2018/1139

2006/66/EC EU 2018/849

 RED 2014/53/EC 2018/1139

 RF D.E.S.S. 

ISO 12100:2010

EN 50342-7:2015

SMB  
Stage V

CISPR 12:2007/A1:2009  
IEC 61000-6-1:2005  
UN R10.04

IEC 62368-1:2014
CISPR 25:2016
ISO 11452-2:2004
ETSI EN 300 330 V2.1.1:2017

CE  YH2LxxxxxRRxxxxxx 17
VIN Lynx 2024

Risto Perttula
Lynx

BRP Finland Oy 2022 12 14

Rovaniemi, Finland
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UUKK適適合合宣宣言言書書

BRP Finland Oy
PL 8040 (Isoaavantie 7)
FI-96101 Rovaniemi, Finland

T 358 40 800 7700
F 358 16 318 114

www.brp.com

UK

BRP Recreational Products UK Ltd., Castle Chambers, 43 Castle Street, 
Liverpool, L2 9SH

2008   2008
 No. 1597  SI 2020/1112

2018  
 UK SI 2018/764 

SI 2020/1393

2016 UK SI 2016/1091 
SI 2020/1112

  2008 UK SI 2008/2164 
UK SI 2020/904

2017 UK SI 2017/1206 
SI 2020/1112

ISO 12100:2010

EN 50342-7:2015

SMB  
Stage V

CISPR 12:2007/A1:2009  
IEC 61000-6-1:2005  
UN R10.04

IEC 62368-1:2014
CISPR 25:2016
ISO 11452-2:2004
ETSI EN 300 330 V2.1.1:2017

UK YH2LxxxxxRRxxxxxx 17
VIN Lynx 2024

Risto Perttula
Lynx

BRP Finland Oy 2022 12 14

Rovaniemi, Finland
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無無線線周周波波数数デデジジタタルルココーードド化化さされれたたセセキキュュリリ
テティィシシスステテムム（（無無線線周周波波数数DD..EE..SS..SS..キキーー））
この装置は、FCC（米国連邦通信委員会）第15部およびIndustry
Canada（カナダ産業省）ライセンス免除RSS基準に準拠していま
す。

操作は、下記の2つが前提条件となります。(1)この装置は干渉を発生
させません。また、(2)この装置は、装置に望ましくない動作を発生
させる恐れのある干渉を含めて、あらゆる干渉に順応する必要があ
ります。

コンプライアンス責任者によって明白に承認されていない変更や改
良がされた場合、ユーザーが機器を操縦する権限が無効になる場合
があります。

IC (カナダ産業省)登録番号：12006A-1001317030

FCC ID: 2ACER–1001317030

私は、コンプライアンス責任者として、この機器は以下の欧州委員
会指令に準拠していることを、全責任をもって宣言します。2014/
53/EU。この宣言に関連するものは、必須要件およびその他の関連要
件に準拠しています。この製品は、以下の指令、整合規格および規
制に準拠しています。

無線装置指令(RED) 2014/53/EUおよび整合規格：

IEC 62368-1:2014、CISPR 25:2016、ISO 11452-2:2004、ETSI EN
300 330 V2.1.1:2017

2017年無線設備規則（No. 1206）および指定規格：

IEC 62368-1:2014、CISPR 25:2016、ISO 11452-2:2004、ETSI EN
300 330 V2.1.1:2017
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技技術術仕仕様様
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エエンンジジンン

990000AACCEE
エエンンジジンン

エンジンタイプ
Rotax 903、水
冷、4ストロー
ク、D.O.H.C.、ド
ライサンプ

シリンダ数 3

ボア 74 mm
(2.9 in)

ストローク 69.7 mm
(2.74 in)

排気量 899 cm³
（54.9 in³）

最大出力発生エンジン回転数 7250 ± 200 rpm

燃燃料料シシスステテムム

燃料供給
マルチポイント
EFI、46 mmヒー
ター付きスロット
ルボディ

アイドリング回転（調整不
可）

標準および
ECOモード 1300 ± 200 rpm

スポーツモー
ド 1500 ± 200 rpm

電電気気シシスステテムム

総システム出力
30 A（14.5 V時）
650 W（6000
RPM時）

スパークプラグ タイプ NGK MR8BI-8ま
たは相当品
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電電気気シシスステテムム

ギャップ 調調整整不不可可
0.7～0.8 mm
（0.028～0.031

in）

潤潤滑滑シシスステテムム

エンジンオイル

タイプ

推奨XPSオ
イル

XPS 4T 0W40合成オ
イル

XPS製品が
利用できな
い場合

下記の潤滑油仕様を
満足するかそれを超
える0W40 4ストロー
クSAE合成エンジン
オイルを使用してく
ださい。オイルの容
器に貼付されている
APIサービスラベル
の分類を必ず確認
し、表示されている
規格が含まれている
ことを確認してくだ

さい。
– – APIサービス分
類SN

量
オイルとフィルター

の交換：
3.3 L

（3.5 qt (liq.,US)）

エンジン
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990000 AACCEE TTuurrbboo
エエンンジジンン

エンジンタイプ

Rotax 903、水
冷、4ストロー
ク、D.O.H.C.、ド
ライサンプ、イン
タークーラーなし

ターボ

シリンダ数 3

ボア 74 mm
(2.9 in)

ストローク 69.7 mm
(2.74 in)

排気量 899 cm³
（54.9 in³）

最大出力発生エンジン回転数 7400 ± 200 rpm

燃燃料料シシスステテムム

燃料供給
マルチポイント
EFI、46 mmヒー
ター付きスロット

ルボディ

アイドリング回転（調整不
可）

標準および
ECOモード 1300 ± 200 rpm

スポーツモー
ド 1650 ± 200 rpm

エンジン
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電電気気シシスステテムム

総システム出力
30 A（14.5 V時）
650 W（6000
RPM時）

スパークプラグ

タイプ
NGK

LMAR9AI-8Dまた
は相当品

ギャップ 調調整整不不可可
0.7～0.8 mm
（0.028～0.031

in）

潤潤滑滑シシスステテムム

エンジンオイル

タイプ

推奨XPSオ
イル

XPS 4T 0W40合成オ
イル

XPS製品が
利用できな
い場合

下記の潤滑油仕様を
満足するかそれを超
える0W40 4ストロー
クSAE合成エンジン
オイルを使用してく
ださい。オイルの容
器に貼付されている
APIサービスラベル
の分類を必ず確認
し、表示されている
規格が含まれている
ことを確認してくだ

さい。
– – APIサービス分
類SN

量
オイルとフィルター

の交換：
3.3 L

（3.5 qt (liq.,US)）

エンジン
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車車両両

AAllppiinneeシシリリーーズズ

冷冷却却シシスステテムム

冷却液タイプ

XPS推奨クーラ
ント

XPSロングライフプ
レミッククーラント

XPS製品が利用
できない場合

エチレングリコール
と蒸留水の溶液
（50%/50%）

またはアルミエンジ
ン専用クーラント

クーラント用量
900ACE 7.0 L

（7.4 qt (liq.,US)）

900 ACE Turbo 7.2 L
（7.5 qt (liq.,US)）

燃燃料料シシスステテムム

燃料ポンプ タンク内蔵電動ポン
プ

燃料

タイプ

900ACE

レギュラー無鉛ガソ
リン（最大10％の
エタノール含有可）

オクタン
価

87ポンプ表示AKI
(R+M)/2
92 RON

タイプ

900 ACE Turbo

プレミアム無鉛ガソ
リン（最大10％の
エタノール含有可）

オクタン
価

91ポンプ表示AKI
(RON+MON)/2
95 RON

燃料タンク容量
42 L
（11.1

gal(liq.,US)）
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電電装装シシスステテムム—— 5599 RRaannggeerr

バッテリー 12 V、30 A•h

ヘッドランプ 2 x 60/55 W (H-13)

テールライト／ストップライト 2 x 0.4/1.4 W LED

ヒューズ

FA メイン 40 A

F1 クロック/スタ
ーター/リレー 5 A

F2 ヘッドランプ 20 A

F3 テールライト/
ブレーキ/PAC 10 A

F4 ECM/RFID/O2/
センサー/CAPS 10 A

F5 燃料ポンプ/ス
ターター 10 A

F6 ファン 15A

F7 アクセサリー 15 A

F8 Cluster（クラス
ター） 15 A

F10 RER 30 A

リレー

RY 1 メイン -

RY 2 前進 -

RY 3 ファン -

RY 4 リバース -

RY 5 アクセサリー -

RY 6 照明 -

車両
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電電装装シシスステテムム—— 6699 RRaannggeerr

バッテリー 12 V、30 A•h

ヘッドランプ 2 x 60/55 W (H-13)

テールライト／ストップライト 2 x 0.4/1.4 W LED

ヒューズ

FA メイン 40 A

F1 スターター 5 A

F2 アクセサリー 15 A

F3 テールライト/
ブレーキ/PAC 10 A

F4 ECM/RFID/O2/
センサー/CAPS 10 A

F5 エンジン/燃料
ポンプ 10 A

F6 Cluster（クラス
ター） 15A

F7 ファン 15 A

F8 ヘッドランプ 20 A

F9 リバース 30 A

リレー

RY 1 メイン -

RY 2 アクセサリー -

RY 3 Horn（ホーン） -

RY 4 ファン -

RY 5 照明 -

RY 6 前進 -

RY7 リバース -

車両
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ドドラライイブブシシスステテムム -- ギギヤヤボボッッククスス

ギヤボック
スオイル

タイプ

XPS推奨オイル
XPSシンクロメッシ
ュトランスミッショ
ン合成オイル

XPS製品が利用
できない場合

API GL-5の仕様を
満足する75W140ギ

ヤオイル

定員 900 ml
（30.4 fl oz (US)）

上部スプロケット/下部
スプロケット/チェーン

900ACE 21/45/96

900 ACE Turbo 25/51/102

ギヤボック
ス比

低い
900ACE

4.25：1

高い 2.35：1

低い
900 ACE Turbo

3.89：1

高い 2.15：1

ドドラライイブブシシスステテムム -- ププーーリリーーおおよよびびトトララッックク

ドライブプーリータイ
プ

900ACE pDrive LD

900 ACE Turbo pDrive 4S+

ドライブプーリー接続
時

900ACE 2200 ± 100 rpm

900 ACE Turbo 2100 ± 100 rpm

ドリブンプーリータイ
プ

900ACE QRS-4S

900 ACE Turbo QRS-4S-VENT

ドライブスプロケット
丁数/ピッチ

59 Ranger
Alpine 8 / 2.86"

69 Ranger
Alpine 8 / 2.86"

車両
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ドドラライイブブシシスステテムム -- ププーーリリーーおおよよびびトトララッックク

トラック

全幅

59 Ranger
Alpine

500 mm
(20 in)

69 Ranger
Alpine

600 mm
(24 in)

全長

59 Ranger
Alpine

3,923 mm
（154.44 in）

69 Ranger
Alpine

3,923 mm
（154.44 in）

プロファ
イル高さ

59 Ranger
Alpine

38 mm
(1.5 in)

69 Ranger
Alpine

38 mm
(1.5 in)

トラックの調整
たわみ量 32 mm

(1.25 in)

伝達トルク 7.3 kgf
（16 lbf）

ブブレレーーキキシシスステテムム

ブレーキ タイプ

59 Ranger
Alpine

シングル200 mmス
テンレスフローテ
ィングディスク

69 Ranger
Alpine

シングル200 mmク
ロスドリルカーボ
ンスチールディス

ク

ブレーキ液
タイプ DOT 4

量 65 ml
（2.2 fl oz (US)）

キャリパー 59 Ranger
Alpine

固定式ツインピス
トン（2 x 40 mm）

車両
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ブブレレーーキキシシスステテムム

69 Ranger
Alpine

固定式4ピストン
（4 x 30 mm）

ブレーキパッドの材料

59 Ranger
Alpine オーガニック

69 Ranger
Alpine 金属

最大ブレーキパッド厚
さ（裏当て板を含む）

59 Ranger
Alpine

5 mm
（197 in）

69 Ranger
Alpine

4 mm
（157 in）

最小ブレーキパッド厚

59 Ranger
Alpine

4.5 mm
（177 in）

69 Ranger
Alpine

5.4 mm
（213 in）

ブレーキディスクのね
じれ最大

59 Ranger
Alpine

0.25 mm
（01 in）

69 Ranger
Alpine

0.2 mm
（008 in）

フフロロンントトササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ LFS

サスペンション最大ト
ラベル

59 Ranger
Alpine

340 mm
(13.4 in)

69 Ranger
Alpine

210 mm
(8.268 in)

ショックアブソーバータイプ HPG 36

スタビライザバータイプ リング

車両
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リリアアササススペペンンシショョンン

サスペンションタイプ EasyRide

サスペンション最大トラベル 210 mm
(8.268 in)

ショックア
ブソーバー
タイプ

中央 HPG 36

リア

59 Ranger
Alpine HPG 36

69 Ranger
Alpine 2 x HPG 36

諸諸元元表表

重量（乾燥時）

59 Ranger
Alpine

301 kg
（662.2 lb）

69 Ranger
Alpine

327 kg
（720.9 lb）

全長 336 cm
（132.3 in）

全幅 128 cm
（50.4 in）

全長 147 cm
（57.9 in）

スキースタンス 108 cm
（42.5 in）

リアストレージコンパートメント積載量

40 l
（10.6 gal

(liq.,US)）または
20 kg

（44.1 lb）

リアラック（垂直荷重を含む） 65 kg
（143.3 lb）

車両
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諸諸元元表表

許容車両総積載量
（乗員、その他すべての貨物、追加された
アクセサリーを含む）

238 kg
（525 lb）

牽引荷重 544 kg
（1,200 lb）

垂直荷重 10 kg

車両
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空白ページ

車両
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トトララブブルルシシュューーテティィ
ンンググ
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トトララブブルルシシュューーテティィンンググののガガイイドドラライインン

11.. 電電動動ススタターータターーがが作作動動ししなないい
緊急エンジン停止スイッチがOFF位置に入っている、またはテザー
コードキャップがエンジンカットオフスイッチに取り付けられてな
い。

– 緊急エンジン停止スイッチをON位置に入れ、テザーコード
キャップをエンジンカットオフスイッチに取り付けます。

エンジンを始動させようとするとき、スロットルを作動させます。

– クランキングをしている間、スロットルを放します。

22.. エエンンジジンンををククラランンキキンンググししててもも、、始始動動ししなないい
エンジンに燃料がありません。

– 燃料タンクレベルを確認し、必要に応じて燃料を補充します。

システム電圧が低すぎます。

– BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わせください。

33.. エエンンジジンン回回転転数数ががククララッッチチ連連結結点点にに達達ししなないい
D.E.S.S.がテザーコードキャップのD.E.S.S.キーコードを読み取らな
い。

– テザーコードキャップを正しく取り付けてください。

D.E.S.S.は、設定されているコードとは別のコードを読み取りまし
た。

– このスノーモービルが設定されているテザーコードキャップを取
り付けます。

ECMがD.E.S.S.キーを認識しない。

– BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わせください。

44.. エエンンジジンンのの加加速速力力ままたたはは出出力力不不足足
エンジン暖機が進行中。

– 車両を低速で2～3分走行させます。

エンジンの慣らし期間が完了していません。

– 慣らし期間を完了させてください。

ドライブプーリーとドリブンプーリーが整備を必要としています。
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– BRP認定スノーモービルディーラーにお問い合わせください。

エンジンがオーバーヒートする。

– クーラントレベルを確認し、メンテナンス手順をご覧ください。

– 熱交換器の清浄さを確認します。必要に応じて清掃します。

ドライブベルトが摩耗して薄すぎる。

– ドライブベルトの幅が、本来の幅よりも3 mm（1/8 in）以上狭く
なった場合、車両の性能に影響を与えます。

– ドライブベルトを交換します。

正しくないトラック調整。

– メンテナンス手順を参照して、BRP認定スノーモービルディー
ラーに正しいアライメントと張力の調整を依頼してください。

燃圧が低すぎる。

– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

55.. エエンンジジンンののババッッククフファァイイアア
エンジンの動作中の温度が高すぎる。

– エンジンの出力が足りないの第4項をご覧ください。

点火タイミングが正しくない、またはイグニッションシステムが故
障している。

– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

エキゾーストシステムが漏れる。

– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

燃圧が低すぎる。

トラブルシューティングのガイドライン
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– BRP認定スノーモービルディーラー、修理店、担当整備士によ
る、整備、修理、または交換を行ってください。保証請求につい
ては、本ガイドに記載されている米国環境保護庁排ガス関連保証
を参照してください。

66.. エエンンジジンンのの失失火火
燃料に水が混入。

– 燃料システムの抜き取りを行い、新品の燃料を充填します。

77.. ヒヒーータターー付付ききググリリッッププ//親親指指ウウォォーーママーーがが動動作作しし
てていいなないい

エンジン回転数が低すぎる。

– エンジン回転数が2000を超えることを確認します。

88.. エエンンジジンンがが停停止止ししたた
長時間のアイドリングのあと、エンジンが停止した。

– エンジンを長時間アイドリングさせないでください。取扱説明書
の車両暖機を参照してください。

トラブルシューティングのガイドライン
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モモニニタタリリンンググシシスステテムム

パパイイロロッットトラランンププ、、メメッッセセーージジおおよよびびブブザザーー信信号号
ゲージパイロットランプ (S) は、異常が発生した場合や特定の条件を
知らせます。

代代表表例例——パパイイロロッットトラランンププ

インジケーターランプが単独で点滅するか、別のランプと一緒に点
滅します。

下側表示部は、異常が発生した場合や特定の条件を知らせる際に、
簡単に内容がわかるよう、パイロットランプの補助として使用され
ています。

77..22イインンチチデデジジタタルルロロアアーーデディィススププレレイイ

44..55イインンチチデデジジタタルルロロアアーーデディィススププレレイイ

メッセージは、ブザー信号およびパイロットランプとともに表示さ
れます。

運転者の注意を引き付けるためにブザー信号が鳴り、メッセージが
表示されます。
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詳細については下表をご覧ください。

注注記記：：
リストにあるパイロットランプやメッセージの一部が表示されない
モデルもあります。

パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 説説明明

1回の長
いブザー
音の繰り
返し

エンジンの温
度が高い

エンジンがオーバーヒ
ートしている。スノー
モービルの速度を落と
し、軟らかい雪の上を
走るか、ただちにエン
ジンを止めて、エンジ
ンをクールダウンさせ
ます。クーラントレベ
ルを確認します。メン
テナンスを参照してく
ださい。クーラントレ
ベルが適正でもオーバ
ーヒートが発生する場
合は、BRP認定スノー
モービルディーラーに
相談してください。同
じ状態が持続する場合
は、エンジンを動作さ
せないでください。

MUFFLER
OVERHEAT (
マフラーオー
バーヒート)

速度を落とすか、エン
ジンを止めてくださ
い。エンジンをクール
ダウンさせ、再始動し
ます。オーバーヒート
が解消しない場
合、BRP認定スノーモ
ービルディーラーにご
相談ください。同じ状
態が持続する場合は、
エンジンを動作させな
いでください。

モニタリングシステム
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 説説明明

1回の長
いブザー
音の繰り
返し

エンジンの温
度が高い

危険なオーバーヒー
ト。エンジンをただち
に止めて、エンジンを
クールダウンさせま
す。クーラントレベル
を確認します。メンテ
ナンスを参照してくだ
さい。クーラントレベ
ルが適正でもオーバー
ヒートが発生する場合
は、BRP認定スノーモ
ービルディーラーに相
談してください。同じ
状態が持続する場合
は、エンジンを動作さ
せないでください。

MUFFLER
OVERHEAT (
マフラーオー
バーヒート)

危険なオーバーヒー
ト。エンジンをただち
に止めて、エンジンを
クールダウンさせま
す。オーバーヒートが
解消しない場合、BRP
認定スノーモービルデ
ィーラーにご相談くだ
さい。同じ状態が持続
する場合は、エンジン
を動作させないでくだ
さい。

ECM
OVERHEAT
(ECMオーバ
ーヒート)

— BATT VOLT

バッテリー電圧状態が
低いまたは高いことを
示します。できるだけ
早くBRP認定スノーモ
ービルディーラーに整
備を依頼してくださ
い。

モニタリングシステム



280

パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 説説明明

1回の長
いブザー
音の繰り
返し

エンジン点検
の必要あり
(CHECK
ENGINE)

エンジン不良。可能な
限り早く、BRP認定ス
ノーモービルディーラ
ー、修理店または担当
整備士にご相談くださ
い。

— —

スロットルレバーが絞
られて車両が5 km/h（3
MPH）以上で走行して
いるときに、15秒以上
ブレーキがかかると表
示されます。

—
5分ごと
に4回の
短いブザ
ー音

ノック

エンジン異常爆発 (この
状態が生じると、回転
数が制限される)。
– 推奨燃料が使用され
ていることを確認し
ます。

– 燃料の質を確認して
ください。必要
に応じて交換しま
す。

– それでも不具合が解
消しない場合は
、BRP認定スノーモ
ービルディーラー、
修理店または整備担
当者にご相談くださ
い。

—
5分ごと
に4回の
短いブザ
ー音

回転数制限
何らかの不具合が発生
すると、保護のために
エンジン回転数が制限
されます。

モニタリングシステム
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パパイイロロ
ッットトララ
ンンププオオ
ンン

ブブザザーー メメッッセセーージジ表表
示示 説説明明

— — 過回転
最高エンジン回転数に
達したことを示しま
す。 クラッチ較正を確
認します。

—
速い短い
ブザー音
が繰り返
される

SHUTDOWN
(停止)

エンジンオーバーヒー
トまたは燃料ポンプ不
具合による強制的な停
止手順。

DESS

— — 正しいキー。車両の作
動準備完了

—
WRONG

KEY（キー間
違い）

キーを読むことができ
ない (通信状態が悪い)
キーが汚れておらず、
正しくポストにはめら
れていることを確認し
ます。

—
CHECK

KEY（キーの
確認）

無効なキーまたは設定
されていないキー。車
両の正しいキーを使用
するか、設定されてい
るキーを使用します。

(点滅)
— — 燃料レベルセンサーの

不具合。

故故障障ココーードド((FFAAUULLTT CCOODDEESS))
故障コードは、中央の表示部に表示させることが可能です。

どの故障コードにも、設定メニューからアクセス可能です。

コードの意味については、BRP認定スノーモービルディーラーにお
問い合わせください。

モニタリングシステム
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空白ページ

モニタリングシステム
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BBRRPP 国国際際限限定定保保証証:: 22002244 LLYYNNXX®®ススノノーーモモーービビ
ルル

限限定定保保証証のの範範囲囲
BBoommbbaarrddiieerr RReeccrreeaattiioonnaall PPrroodduuccttss IInncc.. ((「「BBRRPP」」))は、米国の50
州、カナダ、欧州経済地域 (「EEA」) の加盟国 (欧州連合加盟国なら
びにノルウェー、アイスランドおよびリヒテンシュタインにより構
成される)、独立国家共同体 (ウクライナとトルクメニスタンを含む)
の加盟国 (「CIS」) ならびにトルコを除く地域に、LYNXスノーモー
ビルを供給することをBRPにより認定されたディストリビューター/
ディーラー (「LYNXディストリビューター/ディーラー」) によって
販売された2024年型LYNXスノーモービルについて、下記の期間中お
よび条件の下で素材または製造上の瑕疵がないことを保証します。

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保
証しません。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文
章を参照してください。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：(1) スノーモービル
がいずれかの時点で、レースなどの競技活動に使用された場合 (前の
オーナーによる競技活動も含む)、または、(2) スノーモービルが、そ
の動作、性能もしくは耐久性に悪影響を与える方法で変更もしくは
改造された場合、または用途を変えるために変更もしくは改造され
た場合。

責責任任のの範範囲囲
法法律律がが許許すす範範囲囲内内でで、、ここのの保保証証はは明明示示的的にに付付与与さされれるるももののででああ
りり、、商商品品性性ままたたはは特特定定のの目目的的へへのの適適合合性性のの何何ららかかのの保保証証をを含含むむがが
そそれれだだけけにに限限定定さされれなないい明明示示的的ままたたはは暗暗示示的的ななそそのの他他ののすすべべててのの
保保証証にに代代わわるるももののととししてて受受諾諾さされれまますす。。そそれれららがが否否認認さされれ得得なないい
限限りりににおおいいてて、、暗暗示示的的保保証証はは明明示示的的保保証証のの有有効効期期限限内内ののみみにに限限定定
さされれまますす。。付付随随的的おおよよびび間間接接的的損損害害はは、、ここのの保保証証のの範範囲囲かからら除除外外
さされれまますす。。一一部部のの司司法法管管轄轄区区域域でではは、、上上記記のの免免責責事事項項、、制制限限事事項項
おおよよびび免免責責事事項項をを認認めめてていいまませせんん。。そそののたためめ、、上上記記のの規規定定ははおお客客
様様にに適適用用さされれなないい場場合合ががあありりまますす。。ここのの保保証証はは特特定定のの権権利利をを付付与与
すするるももののでであありり、、ああななたたはは国国ごごととにに異異ななるるそそのの他他のの法法的的権権利利をを留留
保保すするるここととががででききまますす。。BBRRPPでで制制御御ででききなないい理理由由ののたためめにに一一部部のの
国国でで製製品品ままたたはは保保証証部部品品がが入入手手ででききなないい場場合合、、BBRRPPはは責責任任をを負負わわ
なないいももののととししまますす。。((オオーースストトララリリアアでで購購入入さされれたた製製品品ににつついいてて
はは、、以以下下のの「「オオーースストトララリリアアののみみでで販販売売さされれるる製製品品ににつついいてて」」をを
参参照照ししててくくだだささいい))。。

LYNXディストリビューターもしくはディーラー、またはその他の人
物のいずれも、この限定保証に記載されているもの以外に、製品に
関する確認、表示、保証を行うことは許可されておらず、それが行
われた場合にもBRPに対する強制力はありません。
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BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、す
でに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間
は変更されないことに同意します。

除除外外規規定定（（以以下下はは保保証証修修理理のの対対象象ととははななりりまませせんん））
どのような場合においても、以下はこの限定的保証の対象ではあり
ません。
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
– 『オペレーターズガイド』に示されている過失、または適正なメ
ンテナンス／保管を怠ったために発生した損害

– 合理的な判断によって製品と互換性がない、あるいはその操作、
性能や耐久性に悪影響を与えると判断される、部品の取り外し、
不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいはBRPによっ
て製造または認定されていない部品またはアクセサリーの使用の
結果として生じた損傷、あるいは整備を行うBRP認定スノーモー
ビルディストリビューター／ディーラー以外の人によって行われ
た修理の結果として生じた損傷

– 製品の乱用、誤用、懈怠、レース競技、雪面以外の表面で製品を
走行させることによって生じた損傷、オペレーターズガイド記載
の推奨される操作に一致しない方法による製品の操作によって発
生した損傷

– 事故、水没、火災、雪もしくは水の吸入、盗難、破壊行為または
あらゆる天変地異の結果として生じた損傷

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転
（『オペレーターズガイド』を参照）;

– エレメントへのさび、腐食または露出から生じた損傷。
– 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、交通費、電
話、借用、タクシー、不便、保険担保、ローンの支払い、時間的
損失、収入の損失、またはをメンテナンス作業に関わる作業停止
時間による収入および時間の損失を含むがそれらのみに限定され
ないその種の損害。

– ならびに、BRPの指示事項に適合しない仕方でトラックに取り付
けられたスタッドに起因する損傷。

保保証証対対象象期期間間
この保証は、（1）最初の小売消費者に納品された日と、（2）その
製品が初めて使用された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に
定める期間中効力を有します。

個人使用または業務使用の所有者の場合は、連続する12ヶ月間。た
だし、ある年の6月1日と12月1日の間に納品されたスノーモービルの
保証期間は、次の年の11月30日に失効します。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施
によって、保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されるこ
とはありません。

BRP国際限定保証: 2024 LYNX®スノーモービル
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保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連す
る法令に従います。

オオーースストトララリリアアでで販販売売さされれたた製製品品ののみみにに適適用用
これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその
他の法律を含む、Competition and Consumer Act 2010（Cth)（2010
年競争・消費者法）によって授与または黙示されるいかなる条件、
保証、請け合い、権利または善後策の適用を除外、制限または変更
しないものとし、法律を違反しないものとします。もし違反する利
用規約がある場合、それは無効となります。この限定的保証で得ら
れるメリットは、オーストアリアの法律で守られている権利および
善後策に加えて与えられます。

弊社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られて
います。重故障に対する交換または払い戻し、またはその他のいか
なる合理的に予見可能な損失または損害に対する補償が約束されま
す。お客様には、製品が許容される品質を満たせず、その故障が重
故障とならない場合、その製品を修理または交換する権利がありま
す。

保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証範囲は、次の条件のそれぞれが満たされた場合にののみみ適用
されます:
– 2024 LYNXスノーモービルは、その販売が行われた国において
LYNXスノーモービルの販売を許可されているLYNXディストリ
ビューターまたはディーラーから、新品で未使用の製品として最
初の所有者により購入される必要があります。

– BRPが指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェック
リストを作成しなければなりません;

– 製品は、認定LYNXディストリビューター／ディーラーによって
正しく登録されなければなりません。

– 2024 LYNXスノーモービルは、購入者が居住する国で購入されな
ければなりません。

– 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説さ
れている定期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが
必要です。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適切な
メンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業
務用に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような
制限は、BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安
全を確保するためにも必要です。

保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常が発生した直後にスノーモービルの使用を中断しな
ければなりません。お客様は欠陥の発現から2日以内に、整備を行う
LYNXディストリビューター/ディーラーにその旨を通知し、合理的

BRP国際限定保証: 2024 LYNX®スノーモービル
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と認められる製品へのアクセスと修理の機会をディーラーにあたえ
なければなりません。また、お客様は製品の購入を証明するものを
Lynx認定ディストリビューター/ディーラーに提示しなければなら
ず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作
業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交
換された部品は、すべてBRPの所有となります。

通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意
ください。

BBRRPPがが行行ううこことと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、以下
に記載する条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、
および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代およ
び工賃を請求することなく、任意のLynx認定ディストリビューター/
ディーラーにおいて、当社の判断により修理または交換することに
限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行う
ことだけに限定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に
対するスノーモービルの販売の取り消しの理由とはなりません。権
利者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができま
す。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送
料金、保険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして
全ての他の金融手数料に関して、これらに限定せず、政府、州、領
域やそれぞれの機関によって課される場合も含めて、オーナーは地
域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負います。

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負
うことなく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保しま
す。

所所有有権権のの譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその
諸条項に基づいて譲渡され、BRPまたは認定LYNXディストリビュー
ター/ディーラーが、もとの所有者が所有権の譲渡に同意したことの
証明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件に、残
りの保証期間中も有効になります。

消消費費者者へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはLYNXディ
ストリビューター／ディーラーレベルで問題解決を試みてくださ
い。その問題についてLYNX認定ディストリビューター／ディーラー
のサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってください。

解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.com にあるお客様
連絡先フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客

BRP国際限定保証: 2024 LYNX®スノーモービル
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様窓口」のセクションに記載されている所在地のいずれかに郵便で
ご連絡ください。

BRP国際限定保証: 2024 LYNX®スノーモービル
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ヨヨーーロロッッパパ経経済済域域、、独独立立国国家家共共同同体体 ((CCIISS)) 地地域域
おおよよびびトトルルクク向向けけBBRRPP限限定定保保証証：：22002244 LLYYNNXX®®
ススノノーーモモーービビルル

限限定定保保証証のの範範囲囲
Bombardier Recreational Products Inc.（「BRP」）は、米国の50
州、カナダ、欧州経済地域（「EEA」）の加盟国（欧州連合加盟国
ならびにイギリス、ノルウェー、アイスランドおよびリヒテンシュ
タインにより構成される）、独立国家共同体（ウクライナとトルク
メニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）ならびにトルコにおいて、
LYNXスノーモービルを供給することをBRPにより認定されたディス
トリビューター/ディーラー（「LYNXディストリビューター/ディー
ラー」）によって販売された2024 LYNXスノーモービルについて、
下記の期間中および条件下で材料および仕上がりに欠陥がないこと
を保証します。

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保
証しません。該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文
章を参照してください。

以下の場合は、この限定保証は無効になります：(1) スノーモービル
がいずれかの時点で、レースなどの競技活動に使用された場合 (前の
オーナーによる競技活動も含む)、または、(2) スノーモービルが、そ
の動作、性能もしくは耐久性に悪影響を与える方法で変更もしくは
改造された場合、または用途を変えるために変更もしくは改造され
た場合。

責責任任のの範範囲囲
法法律律がが許許すす範範囲囲内内でで、、ここのの保保証証はは明明示示的的にに付付与与さされれるるももののででああ
りり、、商商品品性性ままたたはは特特定定のの目目的的へへのの適適合合性性のの何何ららかかのの保保証証をを含含むむがが
そそれれだだけけにに限限定定さされれなないい明明示示的的ままたたはは暗暗示示的的ななそそのの他他ののすすべべててのの
保保証証にに代代わわるるももののととししてて受受諾諾さされれまますす。。そそれれららがが否否認認さされれ得得なないい
限限りりににおおいいてて、、暗暗示示的的保保証証はは明明示示的的保保証証のの有有効効期期限限内内ののみみにに限限定定
さされれまますす。。付付随随的的おおよよびび間間接接的的損損害害はは、、ここのの保保証証のの範範囲囲かからら除除外外
さされれまますす。。一一部部のの司司法法管管轄轄区区域域でではは、、上上記記のの免免責責事事項項、、制制限限事事項項
おおよよびび免免責責事事項項をを認認めめてていいまませせんん。。そそののたためめ、、上上記記のの規規定定ははおお客客
様様にに適適用用さされれなないい場場合合ががあありりまますす。。ここのの保保証証はは特特定定のの権権利利をを付付与与
すするるももののでであありり、、ああななたたはは国国ごごととにに異異ななるるそそのの他他のの法法的的権権利利をを留留
保保すするるここととががででききまますす。。BBRRPPでで制制御御ででききなないい理理由由ののたためめにに一一部部のの
国国でで製製品品ままたたはは保保証証部部品品がが入入手手ででききなないい場場合合、、BBRRPPはは責責任任をを負負わわ
なないいももののととししまますす。。

LYNXディストリビューターもしくはディーラー、またはその他の人
物のいずれも、この限定保証に記載されているもの以外に、製品に
関する確認、表示、保証を行うことは許可されておらず、それが行
われた場合にもBRPに対する強制力はありません。
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BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、す
でに販売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間
は変更されないことに同意します。

除除外外規規定定（（以以下下はは保保証証修修理理のの対対象象ととははななりりまませせんん））
どのような場合においても、以下はこの限定的保証の対象ではあり
ません。
– 通常の磨耗および消耗品;
– 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
– 『オペレーターズガイド』に示されている過失、または適正なメ
ンテナンス／保管を怠ったために発生した損害

– 合理的な判断によって製品と互換性がない、あるいはその操作、
性能や耐久性に悪影響を与えると判断される、部品の取り外し、
不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいはBRPによっ
て製造または認定されていない部品またはアクセサリーの使用の
結果として生じた損傷、あるいは整備を行うBRP認定スノーモー
ビルディストリビューター／ディーラー以外の人によって行われ
た修理の結果として生じた損傷

– 製品の乱用、誤用、懈怠、レース競技、雪面以外の表面で製品を
走行させることによって生じた損傷、オペレーターズガイド記載
の推奨される操作に一致しない方法による製品の操作によって発
生した損傷

– 事故、水没、火災、雪もしくは水の吸入、盗難、破壊行為または
あらゆる天変地異の結果として生じた損傷

– 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転
（『オペレーターズガイド』を参照）;

– エレメントへのさび、腐食または露出から生じた損傷。
– 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、交通費、電
話、借用、タクシー、不便、保険担保、ローンの支払い、時間的
損失、収入の損失、またはをメンテナンス作業に関わる作業停止
時間による収入および時間の損失を含むがそれらのみに限定され
ないその種の損害。

– ならびに、BRPの指示事項に適合しない仕方でトラックに取り付
けられたスタッドに起因する損傷。

保保証証対対象象期期間間
この保証は、（1）最初の小売消費者に納品された日と、（2）その
製品が初めて使用された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に
定める期間中効力を有します。

個人使用の所有者の場合は、連続する 24 ヵ月間。業務使用の所有者
の場合は、連続する12ヶ月間。ただし、ある年の6月1 日と12月1 日
の間に納品されたスノーモービルの保証期間は、該当年の11月30 日
に失効します。保証期間中の一部であっても、スノーモービルが収
入の発生または何らかの業務もしくは雇用に関連して用いられる場
合、そのスノーモービルは業務用途で使用されたものと見なされま
す。また、保証期間中のいずれかの時点で、スノーモービルが商業
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用のタグを付けられた場合や、業務用途の認可を受けた場合も、そ
のスノーモービルは業務用途で使用されたものと見なされます。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施
によって、保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されるこ
とはありません。

保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連す
る法令に従います。

保保証証のの適適用用をを受受けけるるたためめのの条条件件
この保証範囲は、次の条件のそれぞれが満たされた場合にののみみ適用
されます:
– 2024 LYNXスノーモービルは、その販売が行われた国において
LYNX製品の販売を許可されているLYNXディストリビューターま
たはディーラーから、新品で未使用の製品として最初の所有者に
より購入される必要があります。

– BRPが指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェック
リストを作成しなければなりません;

– 製品は、認定LYNXディストリビューター／ディーラーによって
正しく登録されなければなりません。

– 2024 LYNXスノーモービルは、購入者が居住する国（EEAの場合
は連合国）で購入されなければなりません。

– 保証の有効性を維持するために、オペレーターズガイドで概説さ
れている定期メンテナンスが適切な時期に実施されていることが
必要です。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適切な
メンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業
務用に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような
制限は、BRPが製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安
全を確保するためにも必要です。

保保証証をを受受けけるるたためめににししてていいたただだくくこことと
お客様は、異常が発生した直後にスノーモービルの使用を中断しな
ければなりません。お客様は欠陥の発現から2ヶ月以内に、整備を行
うLYNXディストリビューター/ディーラーにその旨を通知し、合理
的と認められる製品へのアクセスと修理の機会をディーラーにあた
えなければなりません。また、お客様は製品の購入を証明するもの
をLynx認定ディストリビューター/ディーラーに提示しなければなら
ず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理/作
業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交
換された部品は、すべてBRPの所有となります。

通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意
ください。
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BBRRPPがが行行ううこことと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は、以下
に記載する条件の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、
および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代およ
び工賃を請求することなく、任意のLynx認定ディストリビューター/
ディーラーにおいて、当社の判断により修理または交換することに
限定されます。BRPの責任は、部品の必要な修理または交換を行う
ことだけに限定されます。保証の不履行に対する請求は、所有者に
対するスノーモービルの販売の取り消しの理由とはなりません。権
利者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができま
す。

最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、またはEEA
居住者がEEA外で、例えば輸送料金、保険、税金、ライセンス料、
関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関して、こ
れらに限定せず、政府、州、領域やそれぞれの機関によって課され
る場合も含めて、オーナーは地域の慣習や状況による全ての追加料
金に関する責任を負います。

BRPは、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負
うことなく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保しま
す。

所所有有権権のの譲譲渡渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその
諸条項に基づいて譲渡され、BRPまたは認定LYNXディストリビュー
ター/ディーラーが、もとの所有者が所有権の譲渡に同意したことの
証明書、および新しい所有者の連絡先を受領することを条件に、残
りの保証期間中も有効になります。

消消費費者者へへのの支支援援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはLYNXディ
ストリビューター／ディーラーレベルで問題解決を試みてくださ
い。その問題についてLYNX認定ディストリビューター／ディーラー
のサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってください。

解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.com にあるお客様
連絡先フォームに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客
様窓口」のセクションに記載されている所在地のいずれかに郵便で
ご連絡ください。
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フフラランンススののみみにに適適用用すするる追追加加利利用用規規約約

次の利用規約はフランスで販売されている製品だけに適用されま
す。

販売者は契約を遵守する製品を配送し、配送時に認められる欠陥の
責任を負います。販売者は、契約による自らの責任で、または自ら
の責任で行われたパッケージング、組み立て指示または取り付けに
起因する欠陥の責任を負います。契約を成立させるには、製品は次
の条件をクリアする必要があります。

1. 同等品の通常動作を行うことができ、該当する場合、次の条件も
クリアする必要があります。
– 製品の特性は販売者の説明と一致し、特性はサンプルまたは
模型により購入者に説明されていること。

– 製品は、広告やラベルを含めた販売者および製造業者の公共
宣言により合法的に購入者によって期待される特性を持って
いること。

2. 製品は、当事者間で相互に合意された特性を持っている、または
購入者が事前に販売者に特定の使用目的を相談し、販売者が目的
を満たせると承諾した特性を持っていること。

仕様不遵守に対する処置は、配送から2年間有効です。販売者は、製
品に購入者の使用目的が満たせられなくなるほどの隠された欠陥が
ある場合、またはその欠陥を事前に知っていたらより低い値段で
買っていた場合、その隠れた欠陥に対する保証の責任を負います。
そのような隠れた欠陥に対する賠償要求は、欠陥の発見から2年以内
に購入者によって行われる必要があります。
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空白ページ
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デデーータタププラライイババシシーーににつついいてて
Bombardier Recreational Products inc.およびその関連会社と子会社
（「BRP」）はプライバシーの保護に努めており、BRPとお客様と
の関係を管理する際のお客様情報の収集、利用、および開示方法に
ついては、一般的な情報開示方針に則っています。詳詳細細ににつついいてて
はは、、BBRRPPののププラライイババシシーーポポリリシシーー（（
hhttttppss::////bbrrpp..ccoomm//eenn//pprriivvaaccyy--ppoolliiccyy..hhttmmll））ををごご覧覧いいたただだくくかか、、下下のの
QQRRココーードドををススキキャャンンししててごご確確認認くくだだささいい。。

当社は十分なセキュリティ対策を講じて、お客様の個人情報を消失
や不正アクセスから保護しておりますのでご安心ください。

BRPがお客様から直接、または認定ディーラーもしくは認定された
第三者から収集するお客様の個人情報には次のものがあります。
– 連連絡絡先先、、人人口口統統計計おおよよびび登登録録情情報報（氏名、住所、電話番号、
メールアドレス、性別、所有履歴、連絡時の言語など）

– 車車両両情情報報（シリアル番号、購入日および納入日、製品の利用状
況、車両の位置および動作など）

– 第第三三者者情情報報（BRPパートナーから得た情報、合同マーケティング
活動情報、ソーシャルメディアなど）

– 技技術術的的情情報報（IPアドレス、デバイスの種類、オペレーティングシ
ステム、ブラウザのタイプ、閲覧したウェブページ、BRPまたは
ディーラーのウェブサイトやモバイルアプリケーションを使用す
るときのクッキーや類似技術など）

– BBRRPPととののややりり取取りりのの情情報報（BRPの社内営業担当者に連絡する際
に収集される情報、BRPウェブサイトでの購入品目、BRPメール
の登録、BRP主催のコンテストや懸賞への参加、BRP主催のイベ
ントへの出席など）

– 取取引引情情報報（返品処理に必要となる情報、ウェブサイトやモバイル
アプリケーションを通じて当社の製品やサービスを購入するとき
の支払い情報、BRP製品の購入に関連するその他の情報など）

この情報は、次の目的のために使用および処理される場合がありま
す。
– 安全性およびセキュリティ
– 販売時およびアフターセールスのカスタマーサポート（購入やメ
ンテナンスの完了やフォローアップなど）

– 登録および保証
– コミュニケーション（BRP満足度調査の送付など）
– オンライン行動広告、プロファイリング、位置に基づくサービス
（カスタマイズ体験の提供など）

– コンプライアンスおよび紛争解決
– マーケティングおよび広告
– アシスタンス（納入時の問題のサポート、返品処理、BRP製品の
購入に関連するその他の問題）

また、当社は、お客様個人を特定できない集計データや統計データ
を生成するために個人情報を使用する場合があります。
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おお客客様様のの個個人人情情報報はは、、次次のの組組織織にに開開示示さされれるる場場合合ががあありりまますす：：
BBRRPP、、BBRRPP認認定定デディィーーララーー、、デディィスストトリリビビュューータターー、、ササーービビススププ
ロロババイイダダーー、、広広告告おおよよびびママーーケケッットトリリササーーチチパパーートトナナーー、、おおよよびび
認認定定さされれたたそそのの他他のの第第三三者者。。

当社は、当社がサービスを提供しているまたは合同マーケティング
活動において関わりを持っているBRP認定ディーラーやパートナー
など、第三者を含め、さまざまなソースからお客様に関する情報を
取得する場合があります。また、お客様がFacebookやTwitterなどの
ソーシャルメディアプラットフォームで当社とやり取りする際に、
それらのプラットフォームからお客様に関する情報を取得する場合
があります。

状況によっては、お客様の居住地域外でお客様の個人情報が伝達さ
れる場合があります。お客様の個人情報は、当社の保持ポリシーに
従って、当社が個人情報を取得した目的に必要な期間に限り保持さ
れます。

お客様のデータプライバシー権（アクセスする権利や訂正する権利
など）を行使するには、または、マーケティング、満足度調査、お
よび一般的なデータプライバシーについての質問を目的としたアド
レスリストから削除するために同意を撤回するには、BRPのデータ
保護担当者にメール（pprriivvaaccyyooffffiicceerr@@bbrrpp..ccoomm）でご連絡いただく
か、次の住所宛てに郵送でご連絡ください：
BRP Legal Service, 726 St-Joseph, Valcourt, Quebec, Canada, J0E
2L0

BBRRPPががおお客客様様のの個個人人情情報報をを処処理理すするる際際はは、、hhttttppss::////wwwwww..bbrrpp..ccoomm//
eenn//pprriivvaaccyy--ppoolliiccyy..hhttmmllにに記記載載さされれてていいるる、、ままたたはは下下記記
QQRRココーードドかからら確確認認ででききるる自自社社ののププラライイババシシーーポポリリシシーーにに従従っってて処処
理理ししまますす。。

データプライバシーについて
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おお問問いい合合わわせせ先先
wwwwww..bbrrpp..ccoomm

アアジジアア太太平平洋洋
オオーースストトララリリアア
Level 26
477 Pitt Street
Sydney, NSW 2020

中中国国
上海市徐汇区衡山路10号6号楼
301
Rm 301, Building 6,
No.10 Heng Shan Rd,
Shanghai, China

日日本本
108–0075東京都港区港南2丁目
16–1
品川イーストワンタワー21階

ニニュューージジーーラランンドド
Suite 1.6, 2–8 Osborne Street,
Newmarket, Auckland 2013

欧欧州州、、中中東東、、アアフフリリカカ
ベベルルギギーー
Oktrooiplein 1
9000 Gent

チチェェココ共共和和国国
Stefanikova 43a
Prague 5
150 00

ドドイイツツ
Itterpark 11
40724 Hilden

フフィィンンラランンドド
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi

フフラランンスス
Arteparc Bâtiment B
Route de la côte d'Azur,
13 590 Meyreuil

ノノルルウウェェーー
Ingvald Ystgaardsvei 15

N-7484 Trondheim
Salg, marketing, ettermarked

ススウウェェーーデデンン
Spinnvägen 15
903 61 Umeå
Sweden 90821

ススイイスス
Avenue d’Ouchy 4-6
1006 Lausanne

中中南南米米
ブブララジジルル
Av. James Clerck Maxwell, 230
Campinas, Sao Paulo
CEP 13069-380

メメキキシシココ
Av. Ferrocarril 202
Parque Industrial Querétaro
Santo Rosa Jauregui, Querétaro
C.P. 76220

北北米米
カカナナダダ
3200A, rue King Ouest,
Suite 300
Sherbrooke (Québec) J1L 1C9

米米国国
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177
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住住所所とと所所有有権権のの変変更更
住所が変わった場合または、スノーモービルの所有権を新たに取得
した場合、BRPに次の方法で通知してください：
– BRP認定スノーモービルディーラーに連絡する。
– 北北米米ののみみ:: 1 888 272-9222までお電話ください。
– このガイドのお客様窓口のセクションに記載されているBRPの
住所のいずれかに、以降のページにある住所変更カードを郵送し
てください。

所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書
を添付してください。

保証期間が切れている場合でも、オーナーに安全リコールなどに関
する情報を伝達するのに非常に重要なため、必ずBRPに通知してく
ださい。BRPに通知するのは、所有者の責任です。

盗盗難難にに遭遭っったた場場合合:: スノーモービルが盗難に遭った場合は、BRPま
たはBRP認定スノーモービルディーラーにご連絡ください。お客様
の氏名、ご住所、電話番号、車両識別番号、そして盗難の日付をお
知らせください。
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住所と所有権の変更
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警警告告
オオペペレレーータターーズズガガイイドド、、安安全全講講習習ビビデデオオおおよよびび製製品品にに貼貼付付さされれ
てていいるる警警告告ララベベルルにに記記載載のの安安全全注注意意事事項項ややイインンスストトララククシショョンン
をを無無視視すするるとと、、負負傷傷やや死死亡亡事事故故がが生生じじるる恐恐れれががあありりまますす。。

®TMおよびBRPのロゴは、BOMBARDIER RECREATIONAL
PRODUCTS INC.またはまたはその子会社の商標です。

©2023 BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC. 無断複
写・転載を禁じます。

www.brp.com

619901023_JA




